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一．スケアリーモンスターズ



　ドッグデイズ、という言葉があるそうな。

　真夏日とか盛夏を意味する英語らしい。七月初頭。その言葉通りの猛暑に包まれる部室で豆知識を披ひ露ろうした友人に俺おれ、戌いぬ井い八や千ち代よは尋たずねた。

「ホットドッグと何か関係が？」

　暑い、という単語からそんな連想に至る俺に友人、ラギこと蘭あららぎ新あら太たは胡う乱ろん気げな口く調ちようで、

「いや、なんでだっけ……？」

　と考えこむ。しかし、暑さのせいでいまいち思考が働いていないのだろう。いつまでたっても答えは出てきそうになかった。

　部室に響くのはセミの声ばかり。俺たちはぐったりとテーブルに突っ伏したまま微動だにしない。沈黙が気まずいったらありゃしなかった。

「……暑いな」

「そうさねー」

　間を持たせるためにとりあえず呟つぶやいてみるが、会話はそれで終了。セミの声が、部室の静けさを際きわ立だたせる。

　度を越した暑さは脳をトロけさせるのだ。俺たちは冷凍庫で凍らせたペットボトルを首筋にあてたまま、「あー」とゾンビみたいにうなっていた。

　すると、そこにテンションのバランスを取るような存在が登場する。

「おつかれさまでーす！」

　と、元気いっぱいにドアを開けるのは高校の制服を着た小学生みたいな少女だった。

　真夏の太陽に負けないくらい眩まぶしい笑顔に癒いやされる。暑さも忘れて、俺おれは頬ほおを緩めた。

「このクソ暑いのに元気がいいなあ、お前は」

「だって、テストが終わったんですよ!?　これが、はしゃがずにいられますか！」

　小学生にしか見えない小さな体。チワワやダックスフンド的な小型犬を想おもわせる、丸い瞳ひとみ。そんなイメージのせいか、ちっちゃな体でちょこまか動く挙動の一つ一つがテンションの高い犬っぽく見える。

　というのが俺の部活仲間の井いノの原はらみのりであった。見た目だけでは決して分からないがこれでも俺の同学年――高校一年生である。

　今年の春。俺は小さなブラックホールに出会った。

　一般的な尺度に照らし合わせればバカらしいことだろうが、それでも本気で打ち込むという抗あらがいがたい魅力。とある事情で半生を捧ささげていたつもりの野球から退しりぞかざるを得なかった俺の目の前に現れたのは、そんな存在だった。

　俺を虜とりこにした引力の化身。

　それこそがこの、井ノ原だ。

　大食いをしている時の重圧からは考えられない、無む垢くな振る舞い。井ノ原の浮かれっぷりは、本当に子供みたいだ。

　まあ、井ノ原の気持ちは分からなくもない。本日、七月一日をもって期末テストも終わり、これでようやく一週間後に控える大会に本腰を入れられるからだ。

　そう。大会――全国フードファイト高校生選手権大会、東北ブロック予選がもう来週というところまで迫っていた。

　大食いを活動内容とする部活、『過か食しよく倶く楽ら部ぶ』。それが俺たちの居場所だ。

　そんな過食倶楽部の部員たちも、ここ数日は勉強と部活の両立に追われていた。曲がりなりにも進学校。テストの結果次第では活動が制限されるのだ。それが原因でてんやわんやしていたのが一ヶ月前の中間テストの時のことである。

　前回の反省を生かして、俺たちは井ノ原のためにテスト対策を講じていた。井ノ原に赤点を取らせないよう、各おの々おの得意教科を井ノ原に教える。そんなことをしていたのだが――

「その調子だと、テストも順調だったみたいだな」

「はい、お陰さまで！　分からないところが半分しかなかったんですよ！　いやー、もう本当にお世話になりました！」

　ちょっと血の気が引くようなセリフを吐かれたけど、俺は動じない。たとえ井ノ原があり余る元気のやり場を見失い、いきなり冷蔵庫の中に顔を突っ込んで「ＣＯＯＬ！　ＣＯＯＬ！　ＣＯＯＬ！」と叫び始めたとしてもだ。

　よっぽどテストが終わったのが嬉うれしいんだろう。なにしろ井いノの原はら、テスト前は日に日にやつれていくぐらいだったし。

　ちょこまかと落ち着かない井ノ原を見ながら感慨に浸る。邪魔なテストが終わり、これから俺おれたちの夏が本番を迎えるのだ。

　大会へ向けた、本格的な調整が始まる。今日はその辺の話し合いをするため、部室に集合することになっている。

「井ノ原。テンション上がってるところ悪いけど、そろそろ落ち着け」

「はい！」

　井ノ原は返事をすると、俺の隣にちょこんと座る。さっきまでのハイテンションから一転、しゃちほこばった感じで肩に力が入っているが、井ノ原は満まん更ざらでもないといった表情。

　いつもと変わらない席の配置。だけど最近は、イスとイスの間の距離が近い。

「……えへへ」

　と、井ノ原は笑みをこぼす。俺の思い上がりじゃなければ、この距離が嬉しくてしょうがない、って風に。

　かわい過ぎて、こっちの頬ほおまで熱くなってくる。もう、人目も気にせず井ノ原を抱きかかえてそのままローリングしたくなる衝動が胸の奥底から湧わきあがってくるのだが、理性を総動員して耐えた。

　井ノ原と付き合っているわけではない。そもそも俺が過か食しよく倶く楽ら部ぶに入ることになったきっかけ――井ノ原が自分と付き合うための条件として示した三十人前の巨大ラーメン『食しよく神しん』の完食を果たせていないのだから、そんなことできるはずもなかった。

　なかったのだが……最近はちょっと、いい雰囲気なのである。テスト勉強を見てやったり一緒にメシを食いに行ったりと時間を共有することが多くなり、その分親密になったというか、なんというか。

　井ノ原と再会してから今日までの日々を思い出し、俺は改めて実感する。幸福だ、と。

　一度道を見失った俺の前に現れたのが井ノ原で、よかった。心の底からそう思う。

　むず痒がゆいような、くすぐったいような。こんな関係も悪くはないが、俺としてはとっとと次のステップに行きたいところ。そのためにはあの冗談のようなラーメンを食わねばならないなー、なんて思っていたところ、俺の正面に座るラギが何やら一心不乱に祈りを捧ささげていた。

「ん？　ラギ、なにしてんの？」

「邪神が召喚できないかなー、って」

「なんだそりゃ。脳がファンタジーだな、お前は」

　そう言って笑い飛ばす。

　すると次の瞬間、本当に邪神が現れた。

　ノックもなしに、勢いよく開くドア。そこに立っていたのは、瘴しよう気きを身にまとった何か……だと思ったが、よく見てみると一学年上の先輩だった。

　スラリとしたモデル体型に、腰まで流したストレートの黒髪。大和やまと撫子なでしこを代表するようなこの人は、仙せん石ごく舞まい先輩。一瞬、全身を真っ黒に塗りつぶされた悪魔のように見えたが、間違いなく美人な俺おれたちの先輩である。今も俺にものすごい殺気が向けられているような気がするが、気のせい気のせい。

　先輩は俺に視線を向けると、ニッコリほほ笑む。のろけていた俺もさすがに我に返った。笑うという行為は本来攻撃的なものであり、獣が牙きばをむく行為が原点である。仙石先輩の笑みは、つまりそういうことだ。

　調子に乗っていた自分を省かえりみ、縮こまる俺。先輩は自分の指定席からパイプイスを引っ張ってくると、俺と井いノの原はらの間のあまり広くないスペースに強引に押しこみ、その長い脚を組んで座った。

「おつかれさま、みのり。テストの手ごたえはどう？」

「え、う、うん……あの、かなり、いいよ？」

「そう。よかったわ。みのり、頑張っていたものね」

　井ノ原に慈愛の眼まな差ざしを向ける一方、背中から俺に向かって殺気を飛ばす仙石先輩。先輩が井ノ原に抱いているのはいきすぎた友情というか……とにかく、井ノ原を大事に思っていて、それ故に最近いい感じになってきている俺は目の上のたんこぶなのだろう。出会った当初ほど露骨に殺意をぶつけられることはなくなったが、ここのところ今みたいに無言のプレッシャーを与えてきて、はなはだ胃に悪い。

　俺は自分に向けられるどす黒いオーラから意識を逸そらして、誰だれにともなく呟つぶやいた。

「あとは部長だけか」

「今日はどっちだと思うさ？」

　対面のラギの問いに、俺はすぐさま応じる。

「鬱うつに百円」

「そんじゃオレは、躁そうに百円」

　お互いに財布から銀色の硬貨をテーブルの上に乗せる。

　賭かけの結果は、すぐ出た。

「やあ、諸君！　ちゃんと全員揃そろっているな！　うむ、善よき哉かな、善哉！」

　溌はつ剌らつとした挨あい拶さつとともに現れる銀髪の美び丈じよう夫ふ。俺は顔をしかめ、手元の硬貨をラギの方へと押しやった。

「ちっ。外したか」

「まいどー」

　ラギは差し出された硬貨を自分のそれと一緒に回収し、財布にしまう。そのやり取りを見て、俺たちの間にウザい長髪の頭が割り込んできた。

「ん？　なんの取引だ？」

「いや、こっちの話っス」

「そう隠し立てするな。吾わが輩はいと君の仲ではないか」

　肩に手を回され、背中をばしばし叩たたかれる。こっちのフラストレーションがたまる一方、向こうは機嫌よさげに呵か々か大たい笑しようしていた。

　このウザいお方が過か食しよく倶く楽ら部ぶの部長、丑うし米ごめ満みちるである。満腹度によって極端にテンションが上下するという特異な性質を持っているが、最近になって分かった。鬱うつだろうが躁そうだろうが、どっちにしろウザい。

　尊敬に足る先輩ではあるのだが、たまにハメを外し過ぎてしまう人なのだ。

　俺おれは肩に回された腕をやんわりと振り払い、話を変える。

「それにしても、珍しいっスね。部長が部室に来る前にメシ食ってるの」

「ああ、ちょっとこの後、急用が入ってしまってな。部活に出ている暇がないので、先に食ってきた」

「え、そうなんですか？」

　と、井いノの原はらは気落ちした声を出す。怪け訝げんそうに「なにかあるのか？」と尋たずねる部長に、井ノ原が言うことには、

「テストの打ち上げとして、みんなでご飯とか行きたかったんですけど……」

　打ち上げか。たしかに、それは名案だ。

　今日はテストだけ、ということで半ドンであり、今から食いに行けばちょっと遅めの昼飯にちょうどいい。今までドタバタしていたし、たまにはぱーっと騒ぐのもいいだろう。

　そうやって区切りをつけることで、大会に向けて気持ちをシフトできるというのもある。また、なによりみんなで食事をするということで一丸となって大会に臨のぞめる気がする。

　井ノ原もそういう気持ちがあって提案しているのだろう。それが伝わっているからこそ、部長はハイテンションモードだというのに珍しく申し訳なさそうに眉まゆをハの字にした。

「悪いな。また次の機会に行こう」

「……はいっ」

　うなだれていた井ノ原は、部長の「次の機会」という言葉に期待して、元気を取り戻す。

　それを確認して、部長は声を発した。

「そんなわけで、急いでいるので手っ取り早く連絡だけ済まさせてもらう。一週間後に迫った大会。言うまでもないが、こんなものは吾わが輩はいたちにとって通過点に過ぎない。前にも言ったがこの面子めんつなら全国出場はもちろん、その頂点に立つことだって夢ではないと思っている」

　俺たちの顔を一通り眺めまわす部長。その瞳ひとみに揺らぎはなく、部長が本気でこんなことを言っているのだと確信させた。

「近年は、ずっと中部の《暴君》に栄冠を独占されていた。二年前、ベストだと思ったメンバーでさえも王座の奪還はならなかった。だが……獲とるぞ。今年こそは」

　部長は前のめりになり、握にぎった拳こぶしをテーブルに叩きつける。荒々しい行動は部長の執念の現れだった。

　強い意志を秘めた眼まな差ざしを俺たちに送り、部長は続ける。

「いいか、これは革命だ。いつまでも王おう様さま面づらでふんぞり返っている連中の鼻はなっ柱ぱしをへし折ってやる。東北予選はその第一歩。各自、戦いくさに備えて準備をしておくこと。訓練メニューは追って連絡する。以上！　解散！」

　言いたいことだけ告げて、部長は颯さつ爽そうと去っていく。バタン、とドアが閉まる音から数拍挟んで、井いノの原はらが立ち上がった。

「うぉおお……燃えてきましたーっ！」

　両の拳こぶしを握にぎりしめて吠ほえる。テストが終わって昂たかぶっているというのもあるのだろうけど、さっきの部長の演説は確かに俺おれたちに火をつけた。

「でも、革命ってのは少し大げさすぎないか？」

「そうでもないさ。部長があれだけ気合入るのは、当然ってところさね」

　茶ちや化かすように言う俺に、ラギはあくまでも真顔で注釈を入れる。

「十数年、王座を保持し続けている大食い界の絶対君主。選手の一人ひとりが部長並みの化ばけ物もの揃ぞろい。そんな存在が、中部ブロックにいるのさ」

「部長みたいなのが……何人もいる、だと？」

　部長は《四つの胃袋を持つ男クアツドコア》なんて異名を取る、規格外の人間だ。そんなのが揃っているとか……絶望的だろ。

　しかし部長はもう三年。下げ剋こく上じようの最後のチャンスとなれば、嫌でも気合が入るだろう。そりゃ、あんな物言いにもなるよな。

　気持ちは痛いほど理解できる。最後のチャンスにしがみつき、大切なものを失ったことがある俺としては。

　全力を尽くそう。部長だけじゃなく、この場にいるみんなのためにも自分のやれることをやる。なんとなく、俺だけじゃなく全員がそんな想おもいを共有しているようだった。

　全員の気持ちが一つになる。かつて、野球をやっていた時にも感じた心地ここちいい空気が部室に満ちていた。

　このチームなら夢じゃない。

　部長の言葉が、信しん憑ぴよう性せいを帯びてきた。

　沸々とわき上がる興奮。俺がそんなものを実感していると、仙せん石ごく先輩が席を立った。

「さて、と。私も、ちょっと家の用事があるから帰るわ」

「そんじゃオレも、帰ってオレなりに訓練メニューでも考えてみるさね」

　続いて立ち上がるラギ。そうなると俺と井ノ原が二人きりになるんだけど……どうすんの？　家の用事がある先輩はともかく、ラギはちょっと薄情じゃねえ？

　降ってわいた、ある意味おいしい展開に困惑する俺。去り際、ラギは俺にしか聞こえないように囁ささやいてきた。

「そんじゃ、あとはごゆっくり」

　俺も同様に、声をひそめて返す。

「ごゆっくりって、なにがだよ」

「言う必要があるさ？　オレはたまに嫉しつ妬とが抑えきれないことがあるけど、基本的にはお前と井いノの原はらのこと、応援してるんさよ？」

　すべて見透かしたような笑み。……俺おれと井ノ原の馴なれ初そめをこいつに話したことはないが、聡さといラギのことである。とっくの昔に、俺の井ノ原に対する気持ちなんか気付いてたんだろうなあ。

　今日も、ラギなりに気を使ってくれているのだ。いきなりのことで緊張するが、ありがたい話である。

「サンキュ」

「貸し一つ、さね」

　冗談半分に言って、ラギはドアの向こうに消えていく。さて……いよいよ井ノ原と二人きりになってしまったわけだが、

「……えっと、どうする？」

「と、とりあえず、なんか食べに行きましょうか。お腹なか空すきましたし」

「そうだな」

　カバンを掴つかんで、部室を出る。鍵かぎを閉めて部室棟を後にすると、歩きながら俺は尋たずねた。

「なんか、食いたいものある？」

「実は朝から焼肉の気分なんですよねー。なんか、無性にお肉が食べたい気分で」

「あー、あるよな、そういう日。店はどうする？」

　カルビやロースなどの、いわゆる正しよう肉にくがウマいのは商店街の『忠武チユンム』、ホルモン系が目的ならば観光名所である天守閣の裏にある『金きん竜りゆう』、値段のことを考えるとバイパス沿いのチェーン店。選択肢としてはこんな感じだが、井ノ原はもう一つ別な案を提示した。

「せっかくですので、大会前の調整も兼ねて食べ放題の店に行こうと思うんですが、どうですか？」

「なるほど。えーっと、そうなると大通りのあそこか」

「はい。『ゴム肉』ですよー」

　行ったことはないが評判だけは前から聞いていた。聞くからにしておそろしい名前だが、もちろん通称である。体育会系の部活をやってるやつにとってはお馴な染じみの店であり、バスケ部のクラスメイト曰いわく『ゴムのようにしなやかで、ゴムのように超ハイパーな肉質』だとか。

「人の話を聞いてると、ちょっと二の足を踏むんだけど」

「あはは。ゴムっぽいのは一部のホルモンだけで、正肉なんかはちゃんと食べられるレベルですよ」

「その言い方だと、味には期待するなって聞こえるな」

「あー……あはは。はい、その通りです」

　苦笑気味に肯定する井ノ原。まあ、いいか。たしかにトレーニングは必要だし。

「……なにごとも挑戦だしな。行ってみるか、ゴム肉」

　ため息交じりに言う俺おれに、井いノの原はらは笑顔を輝かせた。

「はいっ。ありがとうございます！」

　その威力に、顔が熱くなった。

　もう、ね。この笑顔だけで満足するレベルですよ。なんか日に日にかわいさを増してる気がするんだけど、こいつ。

　胸をキュンキュン締めつけられ、もどかしさについ身み悶もだえしたくなる。卵を落とせば即、目玉焼きができ上がりそうなほど熱されたアスファルトの上だろうと街中だろうと、ところ構わず。

　しかし俺は常識人の殻を破ることができず、悶もん々もんとしたものを内に抱かかえるだけだ。転がりてーなぁ。できれば井ノ原抱きしめてゴロゴロ転がりてーなぁ。

　思春期特有のリビドーを心の底に押し込める。そのことに必死だったせいで、店に行くまでに井ノ原にいろいろ話題を振られたがほぼ生返事だった。

　そんな状態も店に着くころには解消している。店内はところどころ空席が見られ、メシ時だというのに待ち時間もなくすんなりと席に案内された。まあ、平日に昼から焼肉バイキングっていうのも気合が入っているというかなんというかだしな。

　四人がけのテーブルに向かい合って座る。ちなみに料金は男で一五〇〇円、女で一〇〇〇円。食べ放題かつドリンクバーがついてこの値段なのだから肉質が知れるというものだ。

　井ノ原はカバンをソファに置くと、さっそく肉を取りに行く。初めてで店のシステムが分からない俺おれは、とりあえず井いノの原はらに倣ならっておいた。



    

  
    
      



    

  
    
      　井ノ原はタッパーに入って並んだ肉をトングで掴つかみ、無造作に皿に乗せる。山盛りの肉。ロース、カルビ、ハラミ、ホルモン、タン、ｅｔｃ。牛、豚、鶏とり。節せつ操そうなしに積み重ねられた肉の塊かたまり。まさに肉の祭典。肉、選びたい放題である。

　プラス、ご飯。これまた、『まんが日本昔ばなし』のように盛る。ぺしぺし、としゃもじで叩たたいて形を整えている井ノ原を、店員が唖あ然ぜんとした顔で見ていた。

　席に戻って、肉を鉄板に乗せる。特にどれから焼くというこだわりはなく、あくまで井ノ原のスタイルは『上から順に』だ。この質しつ実じつ剛ごう健けんさと外見のギャップがたまらない。

　鉄板に肉が隙すき間まなく敷き詰められる。こう、肉しか見えないってのはなかなか壮観だな。

　井ノ原は肉が焼けるのが待ち遠しいように前のめりになって鉄板を覗のぞいている。鼻をひくつかせて立ち上る匂においを堪たん能のうしているところといい、やっぱり犬っぽい。

「う、牛なら！　牛肉ならもうイけるはずです！」

「落ち着け！　さすがにまだ生だ！」

　刺身で食えるような肉ならともかく、こういう店ではちゃんと火を通しておきたい。井ノ原はうずうずしてご飯に箸はしを伸ばしかけ、しかし寸前で踏みとどまった。

「いやいや……。ご飯はあくまで、肉の友。単品で食べるものじゃありません」

「あー、ぼちぼちいいかな。これとか」

　あまりにもかわいそうなので、比較的食えそうなやつを箸で指し示す。井ノ原はすかさず箸を伸ばし、タレの入った小皿に運んだ。

　それを口に持っていく寸前で思いとどまり、井ノ原は恭うやうやしく合掌。

「では、いただきます」

「いただきます」

　俺も倣って復唱する。いくら腹が減っていても食物への敬意を忘れないのが、大食いに情熱を傾ける『戦士』として正しい在あり方だ。

　大会前の調整と言っていたし、日常と戦場を区別するためのトレードマークであるハンチング帽も被かぶっていないが、井ノ原は始めから飛ばしていた。《極大引力ブラツクホール》の異名通り、井ノ原の口に肉が吸い込まれていく。

　衰おとろえることを知らないスピード。鉄板から肉を取り、噛かみしめ、ご飯を頬ほお張ばり、咀そ嚼しやくしている間に空あいたスペースに新しい肉を置き、また肉を取り、噛みしめ――そんな作業を繰り返す。機械的に続けられる作業のようだが、井ノ原の特徴はなんと言っても、

「んー……このいかにも食べ放題の店っぽい、安い肉の食感！　だがそれがいい！」

　この顔である。

　ハムスターのように頬いっぱいに肉と米を詰め込んだ顔。それが、『至福』ということを雄弁に物語っている。

　本当にウマそうに食うのだ、こいつは。惚ほれ惚ぼれとするほどの食いっぷりで、見ているこっちまで楽しくなってくる。

　肉が焼けるスピードが追い付かず、あっという間に第一陣が終了。次の肉が焼けるのを待ちながら、井いノの原はらはウキウキと声を弾ませる。

「なんですかねー、この噛かんでも噛んでも噛みきれない弾力の肉が放はなつ魅力は。決して上質な肉じゃないとは分かってるんですけど、妙に食べたくなるんですよねー」

　言っている傍そばから肉を口に放ほうり込み、またご飯。口の中身を「ごっくん」と飲みこむと、

「そしてご飯！　焼肉といったら白いご飯でしょう！　ああんっ、もう！　箸はしが止まらないーっ！」

　辛しん抱ぼう堪たまらん、といったように叫ぶ。焼きたての肉を「はふはふ」とむさぼり、井ノ原は万感の思いをこめて言った。

「焼き肉はエライです！　うまいからエライです！」

　ジューシーってこのことでしょう！　と井ノ原はご満悦。肉と一緒にこの世の幸せを噛みしめているようだ。

「肉好きだよなー、お前」

　なにせ、おまじないにしているくらいだ。普通の人間なら緊張した時、手のひらに『人』と三回書いて呑のみこむところ、こいつは『肉』と一回だけ書いて呑みこむ。

　井ノ原は俺おれの指摘に、火がついたように顔を真っ赤にした。

「や、あの、女子力低いということは自覚してますが……なにぶん、好きなもので」

　小さな体をさらに小さく縮めて、モゴモゴと口ごもる。

　その様子が愛らしすぎて、俺は鉄板の肉をひょいひょいと井ノ原の皿に運んだ。

「食え食え。俺の分まで食え」

「えっ!?　いいんですか!?」

「遠慮すんな。好きなだけ食え。どうせ食べ放題だし」

「ハチさぁん……」

　感極まったように涙目になる井ノ原。いや、こんなことで感激されても。

　井ノ原は礼儀正しく頭を下げると、俺に向かって手を合わせた。

「では、ありがたくちょうだいします！」

　再び猛然と食い始める。見た目を気にしない、潔いさぎよい食べっぷり。肉の脂あぶらで井ノ原の唇がグロスみたいにテカって、子供のような井ノ原が珍しくちょっと色っぽく見えてドキリとした。

　友人、蘭あららぎ新あら太たには『女が飯を食っているシーンに興奮する』という大変度どし難がたい性癖があるのだが、今ならあいつの気持ちがなんとなく分かる。『言葉』ではなく、『心』で理解できた。

　幼さと艶つやっぽさが同居した、井ノ原ならではの色気。これが世のロリコンが提唱するという、幼よう艶えんってやつか。

　幸せそうな井ノ原の顔を、しげしげと観察する。ちょっとデートみたいだ、なんて思っちゃったりなんかしちゃったりして。

　と、ほのぼのとした時間を堪たん能のうしていると無ぶ粋すいな声が割って入った。

「あの、失礼。もしかしたら井いノの原はらみのりさんではなくって？」

　肉に夢中になっていた井ノ原も、井ノ原に夢中になっていた俺おれも顔を上げる。

　その人物に俺たちは揃そろってぎょっとした。

　なんというか……お嬢様なのだ。俺のような一般ピーポーから見ても『生地が違うな』と分かる上質そうなワンピースタイプの制服に、腰まで流れる豊かな金髪。吊つり目がちで、いかにもテンプレ的に描かれるお嬢様の要素を揃えている。

　この辺じゃ見かけない制服だ。別に俺は制服マニアじゃないし、よその学校の制服を注意深く観察していたりもしないのだが、一目で分かった。というのも、こんな制服があればそれなりに印象深くあるはずだからだ。

　夏だというのに暑苦しいロングスカートに、肩が膨らんだデザイン。飾り気はなく、全体的な印象は教会のシスターを連想させる。まあ、いかにも「カトリック系ですのよ」って感じの制服ということだ。

　闖ちん入にゆう者しやに当惑したように、井ノ原はコクコクと首を縦に振った。

「は、はあ、そうですけど……」

「やっぱり。伝説として語り継がれる戦士にお会いできて光栄ですわ」

　戦士。

　大食いをする人間をこの呼び名で呼ぶのは――

「もしかして、同類の方で？」

　俺の問いにお嬢様はイタズラっぽく目を細める。

「実はこれでも、大食いをたしなんでいますの」

　井ノ原という例があるしちょっとやそっとのことでは驚かないつもりだったが……意外と言う他ない。こんないかにもセレブみたいな人が、大食いをしているなんて。

　お嬢様は上品な微笑をたたえたまま、言った。

「あの、初対面でこんなことお願いするのもなんなのですが……記念に、あたくし達と勝負してくださいませんこと？」

「あたくし、達？」

　きょとんとした顔でオウム返しにする井ノ原。その言葉で、俺たちはようやく気付く。

　お嬢様の後ろにもう一人、影のように控える人間がいた。

　なぜ気付かなかったのか。一度、認識すれば確かにそこにいるというのに、俺は今の今までその存在が見えていなかった。

　希薄な存在感。井ノ原も色が白い方だが、こっちはさらに白い。ほぼ金髪に近い茶髪を肩にかかるくらいまで伸ばした、大人おとなしいというよりは無機質と言うべき雰囲気の人だ。

　吊り目がどことなく、お嬢様の面影と重なる。姉妹か、そうでないにしても血縁関係にあるのだろうか？

　じっ、と一点を見つめる様子はどことなく猫を思わせる。視線はちょうど井ノ原と俺の間――鉄板に注がれていた。

「つかさ」

　ふと、そいつがお嬢様の名前らしきものを呟つぶやく。

「お腹なかが空すいたわ」

　なぜだろうか。欲求をそのままに訴えているはずのその言葉は、ひどく空虚に聞こえた。

　その存在感と同じだ。まるで蜃しん気き楼ろうを目の前にしているような、あやふやな感覚に俺おれは混乱する。

　連れのセリフにお嬢様は、わずかに眉まゆをひそめながら頷うなずいた。

「ええ。すぐに食べさせて……って、いくら空腹だからってあたくしの髪を食べないでくださいまし！」

　そいつは牧草を食はむ牛のように、むっしゃむっしゃとお嬢様の髪を咀そ嚼しやくして曰いわく、

「おいしい」

「ちょ、やめっ……こらっ！　それは食べ物じゃありませんわ！　出しなさい！　ぺっ！」

　お嬢様は連れの口から、涎よだれにまみれた自分の髪を引っ張りだす。ずるずるずるー……っと、糸を引きつつ引きずり出された髪の毛を名な残ごり惜しそうに眺めて彼女はもう一度言った。

「お腹が空いたわ」

　……いや、なにこいつ？

　腹が減ったからっていきなり髪の毛を口に含むか、普通？　唐突すぎる行為に、ツッこむことすらできなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　井いノの原はらも俺おれと同じく、その突飛な行動に戸惑っていたようだが、おずおずと尋たずねた。

「あ、あの、えっと、勝負って、具体的なルールは？」

　お嬢様はハンカチを何度も往復させ、髪にべっとりと付いた涎よだれを拭ふきとりながら答える。

「形式は大食い。ここにあるものをすべて自由に食べ続けて、ペアのどちらか一方でも先にギブアップしたほうが負け。どうですかしら？」

　お嬢様の提案に、井ノ原は怪け訝げんそうに首をかしげた。

「ギブアップ、ですか？　より多くの量を食べた方とかじゃなくて？　随分と曖あい昧まいな判定基準ですね」

　俺も同感。重量をカウントするなりしないと、ちゃんとした勝負にならないだろ。

　俺が内心で思ったことを、井ノ原はほぼそのまま口にしてくれる。

「それってつまりは、ちんたら食べて相手の自滅を待ったほうが良いってことじゃないですか？」

　井ノ原のもっともな疑問に、お嬢様は愉快そうに目を細める。

「お互いにしないでしょう、そんな姑こ息そくなこと。ならば自分で負けを認めさせるというルールにこだわりたいですわ」

　なるほど、わざわざルールにしてまで相手に「参りました」って言わせたいわけか。

　判定は自分自身の矜きよう持じに任せる。これは裏を返せば、ギブアップしない限り負けたことにはならないが、自分自身が実質負けていたことを噛かみしめることになる。

　筋金入りのドＳというか、なんというか。なんにせよ井ノ原みのりという人間を知っておきながらこんな条件で勝負を挑むとは大した自信だ。

　さて、この申し出に井ノ原はどう動くのか。俺としては乗り気なのだが、向こうのご指名はあくまで井ノ原。オマケは成り行きを見守らせてもらうか。

　井ノ原はほとんど考えることなく、二つ返事でこの申し出を受けた。

「分かりました。それでいいです。あ、でもすでにこっち、それなりに食べちゃってるんですけど」

「では、あたくし達が食べ始めた十分後にそちらが再スタート、というのでいかがかしら？」

　お嬢様の提案は一見、公平なようだが実際は微妙なところである。ある程度の量をすでに食っている以上、時間を置いてもこっちは血糖値が上がっていく。すると結果的に食べていないにもかかわらず、それなりの満腹感を覚えてしまうからだ。

　十分の間に相手がどれほど食べてくれるか。それが問題になってくるのだが――

　限りなく公平な勝負に近くなるようにはしている。しかし不利とも有利とも断言できない、微妙な条件だ。

　俺は判断を仰あおごうと井ノ原を一いち瞥べつする。井ノ原も俺と同じことを考えているのか真面目まじめな顔で黙りこみ……ややあって、挑まれる側の余裕なのか首を縦に振った。

「いいでしょう。その条件で」

「グッド」

　澄すました笑みを見せると、お嬢様は肉が並ぶ棚に向かって歩き出そうとし、

「それでは、しばらくお待ちになっ――てぇ!?」

　不意に、その首が危うい角度で後ろに傾いた。

　ちょっと古いネタになるが、イナバウアーって感じだった。その原因は、なおもグイグイとお嬢様の髪を引っ張り続ける。

「つかさ。お腹なかが空すいたわ」

「分かった！　分かりましたわ！　今から肉を取りに行きますから！」

「うん。それでいい」

　まったくもう、とお嬢様は嘆息しつつ、お伴ともを引き連れて肉を取りに行く。どんなもんかと興味を持って見ていると、ごちゃ混ぜのてんこ盛り。お嬢様だからといって道楽でやっているわけではなく、気を抜いてはいられない……ってところか。

　井いノの原はらも相手にとって不足なし、とばかりに緩んでいた表情を引き締めている。敵に油断ない視線を送ったまま、俺おれに問うてきた。

「ハチさん、『大食い』は初めてですよね？」

「ああ、そういやそうだな」

　大食いを活動とする部に属しているのに井ノ原がそんな問いをしてきたのには理由がある。俺たちがやっているのは厳密にいえば『大食い』ではないからだ。

　料理のボリュームを主張したいがために大食いという言葉を使っているが、実際には相手より早く食べるということが競技内容なので『早食い』と呼ばれるべきなのだ。もっとも今こん日にち、競技ではこの早食い形式がほとんどで本当の『大食い』をすることはめったにないとのことだが。

「井ノ原は、何度か経験が？」

「早食いに比べれば圧倒的に少ないですけど。わんこそばなんかは大食いのルールでやりましたね」

「そういやアレは、お椀わんの蓋ふた閉めるまでソバ入れられ続けるんだっけ」

　俺も話に聞いたことしかないけど。とにかく井ノ原は、正式な意味での大食いをやったことがある、と。

　それに比べると俺はやや頼りない。ただでさえ初めてやるルールな上、さらに特殊な条件。井ノ原の足を引っ張らないといいけど……。

　不安が顔に出ていたのか、井ノ原は俺の目を覗のぞきこんだ。

「大食いと早食いには短距離走とマラソンくらいの違いがあります。でも結局、勝負を決めるのはいつも変わりません」

　静かに、だが力強く井ノ原が言うことには、

「諦あきらめないハートの強さ。それですよ、求められるものは。ならば――わたし達が負ける道理はありません」

　軽く胸を叩たたきながら告げられたその言葉に俺おれは、思わず息を呑のむ。

　わたし達。

　自然と俺を含めてくれていたことが嬉うれしかった。惚ほれた女に信頼を寄せられれば、嫌でも気合が入るってものだ。

　どうしようもなく、頬ほおが緩む。我ながら単純なやつだ。

　戻ってきたお嬢様たちは通路を挟んで隣の席に陣取り、肉を鉄板に乗せ始める。肉にほどよく火が通るとお嬢様は銀色の懐中時計を取り出し、

「それでは今から十分――いただきましょう」

　連れ合い共々、箸はしを割って食べ始める。

　俺たちはお手並み拝見、と対戦者に注目する。第一印象としては――

「疾はやいっ」

　井いノの原はらの呟つぶやきに同意だ。これはお嬢様の方だけであるが、目で追いきれないほどのスピードで箸が動いている。

　井ノ原みたいに勢いがあるのとは違う。圧倒的な吸引力で呑みこむ井ノ原に対して、このお嬢様は素早いのだ。

　箸の動きに無駄がない。鉄板と口、そしてお椀わんの間を最短距離で動き、咀そ嚼しやくしている間に肉を並べ、常に鉄板に仕事をさせ続ける。

　方や、お伴ともはひたすらに肉と米を頬ほお張ばり続けている。自分で肉を乗せることはなく、ただお嬢様に用意された肉をフグ刺しのようにまとめて掴つかんでは、ぱくり。そこにさらにご飯を追加し、むっしゃむっしゃと噛かんでごっくん。

　スピードはさほどではない。ただ、その淡々とした食べ方に不気味さを感じた。

　鬼気迫る速度のお嬢様と、一度に大量に頬張る相方。歯車がちょうど噛み合って一定のペースで肉と米が減っていく。気付けば、二つの皿に山のように盛られた肉が忽こつ然ぜんと消えていた。

　二人は新しい肉を取りに立ちあがり、帰ってくるとまた肉を焼き始める。タッパーから神隠しさながらに肉がなくなったことに、店員が目を疑っていた。

　インターバルを挟んでの二セット目。しかし敵のペースは落ちることなく、先ほどまでとまったく同じリズムで食べ続けている。

　ペース配分を重要視するタイプの戦士はいる。勢いとか気合ではなく、完かん璧ぺきな理詰めで大食いをするタイプが。

　だが、それにしたってこの二人は異常だ。狂いのない……まるでメトロノームかなんかでも置いているかのように、同じ行動を繰り返している。

　相手から感じられる並々ならぬオーラに、俺はつい弱音をこぼした。

「おい、井ノ原。相手、一筋縄じゃいかなそうだぞ」

　しかし、だ。カバンから取り出したハンチング帽を指に引っかけ、くるくる弄もてあそんでいた井いノの原はらは、帽子に頭を押し込んだ瞬間、変へん貌ぼうした。

「上等じゃないですか」

　これが日常と戦場――井ノ原みのりと《極大引力ブラツクホール》を使い分ける、スイッチ。

　いつも弱気な井ノ原は、大食いという自分の土俵の上では際限なく不敵になれる女だった。

「せっかくわたしと知って挑んできてくれたのだから、これくらいやってくれないと」

　井ノ原は笑っていやがった。こんな得体の知れない敵を前にして、だ。

　ほんと……どこまで頼もしいんだよ、こいつは。もう苦笑するしかないじゃないか。

　そうだ。いかに相手が強大だろうと、俺おれの相方は《極大引力》こと井ノ原みのり。こいつがいる限り、負けることはない。井ノ原が俺を信頼してくれたように、俺も井ノ原を信じよう。

「で、戦術はどうする？」

「いらないでしょう、そんなの。かみ砕いた話、この勝負は我慢比べ。先にペースを落とした方が負けっていう、いたってシンプルなチキンレースです」

「オッケイ」

　小細工に頼らず、力づくでねじ伏せる。《極大引力》状態の井ノ原を見るのは初めてじゃないけど、いつも驚かされる。さっきまで小動物みたいなオーラを放はなっていたのと同一人物かよ、これが。

　さて、そうこうしているうちに十分。

「それでは、わたしたちも行きましょうか」

　俺たちは再び箸はしを手にとり、食べ始めた。

　向こうのように分業制はとらない。かといって自分が並べた肉だけ食べるのかというとそうでもなく、役割は分かれている。

　この店の代名詞であるゴム肉――強きよう靭じんな歯ごたえを誇るホルモンやタンといった系統は吸引力に秀で、噛かまずに飲みこむという食べ方が得意な井ノ原が片付け、他の肉は俺が担当する。

　噛む、という行為は満腹感に直結する。ダイエットで「よく噛んで食事をしろ」と言われるのはそれなりに理にかなっていることで、ものを噛むことによって生じる刺激が脳の満腹中枢を刺激するのだ。

　だから、皿に残っていたこのゴム肉をまずは片付け、次のお代わりの分からはこの店でも特に柔らかいカルビなどを優先的にチョイスしていく。ただし、同じ種類の肉ばかりだと飽きるので豚や鶏とりなどバリエーションをつけることも忘れない。

　姑こ息そくとは思わない。戦士としての知識や経験を総動員してこその勝負だ。

　俺だって、伊だ達てに三ヶ月大食いをしちゃいない。自分なりのペースもつかんでいるし、何度も苦しみを乗り越えてきている。

　こんな、ミーハー根性で声をかけてきたお嬢様になんか負けるものか。見ていろ。今に、『やっぱり敵かないませんでしたわね』と言わせてやる。

　肉、米、肉、米。

　お代わりの回数を数えるのも億おつ劫くうで、ただひたすらに食べ続ける。そのうち意識が研ぎ澄すまされ、ペースを守ろうということすら頭から離れる。そして集中力が極限まで達した結果、人はある種の悟りを開く。

　スポーツ選手達が『ゾーン』と呼ぶ領域。俺おれたちも、大食いでそこに至るのだ。

　焼く。食う。肉を取りに行く。その行為を幾度繰り返したことだろう。

　異変に気付いたのは、新しい肉を取りに立とうとした瞬間だ。

「――え？」

　よろけ、反射的にテーブルに手をつく。体の自由が効かなかった。

　腹が重い。いつの間に、こんなになるまで食っていたのか。

　時計に目を落とす。気付けば、食べ始めてから一時間が経過していた。

　バカな。いくらなんでも、限界を超えすぎだ。満腹感を忘れるほど集中していたにせよ、一時間というのは我ながらあり得ない。俺が今のスピードで食べ続けられるのは、せいぜい四十分が良いところだ。

　なにが起こっている？

　この事態の原因は何だ？

　膨れ上がった腹。喉のどまでせり上がって来ている肉と米と闘いながら、トリックを探る。

　相手がなにかをした？　戦士の中には調味料をすり替えるなどの妨害をする者もいる。その一種か？

　隣のテーブルを睨にらむ。相変わらずせっせと肉を焼いていたお嬢様は、俺の視線に気付くと手を休めないまま呟つぶやいた。

「ふうん。やっぱり、偶然ってわけじゃないみたいですわね」

　なんのことだ？　あいつは意識してやったわけではないが、俺がこうなることを知っていた？

　本人も興味深そうな目をしながら、お嬢様は続ける。

「不思議なことに、あたくしと戦う人間は例外なくそうなってしまいますの。我を忘れて食べ続け、そして限界直前でようやく気付く。まるで時間を吹き飛ばされたかのように。そうですわね――」

　一拍、お嬢様はなにかを考えこみ、

「《時神の悪戯クロノス・ギア》。あたくしはこの力に、そう名前をつけますわ」

　それは、ちょっと反則だろう。

　今まで自己催眠とか超スピードの箸はし捌さばきとか、さまざまな戦士を見てきた。だけどこれは別格だ。ここまでくると、超能力じゃないか。

　ジャンル違いだ。早々に本来いるべき場所にお帰り願いたい。しかし俺がじっとりと全身に嫌な汗をかき、吐き気に耐えている間もお嬢様は機械的に肉を焼き続けるだけだった。

　そこで俺おれはようやく、もう一つの異変に気付く。おかしいのはお嬢様だけじゃない。その向かいにいる、お伴とももだ。

　いや……その異常性にこそ、先に気付くべきだった。時間が飛んでいるなんて超常現象じゃなく、もっと分かりやすい怪異。さっきからお嬢様が焼く肉を黙々と食べ続けているお伴――

　彼女のスピードは、序盤からまったく衰おとろえていなかった。

「……っ、く」

　ウソだろ、という言葉を呑のみこむ。いくらなんでもありえない。人間として度を越している。

　俺が身動きできない間にも、向こうはどんど食べ進んでいく。五分に一口だけとか、それくらいのペースなら一時間だって二時間だって食い続けられるだろう。だがこいつらは、それからもひっきりなしに箸はしを動かしていた。肉やご飯の追加のため、席を立つ以外は。

「んくっ」

　とうとう井いノの原はらの口からも不吉な声が漏れる。井ノ原ですらもう限界。だというのに、相手は眉まゆひとつ動かしていなかった。

　なんだ。こいつらはいったい、なんなんだ。

　茫ぼうとした輪郭。はっきりとしていることはただ一つ。

　お嬢様なんかじゃなかった。

　ミーハーなんかじゃなかった。

　こいつらは――



　こいつらは、《怪物》だった。



　井ノ原は負けを認めず、粘りを見せる。箸を握にぎることすらおぼつかなく、震える手で肉を一切れ一切れ、慎重に口に運んでいく。

　もはや《極大引力ブラツクホール》の面影はない。この勝負の結果は、決まったようなものだ。

　まだやる気でいる井ノ原には悪いが、タオルを投げ込ませてもらおう。これ以上は、井ノ原の戦士としての誇りを汚す結果になりかねない。

「ま――」

　参りました、と俺が口を開こうとする寸前、

「あの、失礼いたします」

　胸に『店長』と名札を付けた、中年の男が割って入った。

　突然の乱入にきょとんとする俺たち。店長はへこへこと頭を下げ、恐縮そうに言ってくる。

「大変申し訳ございませんが、もう食材が切れてしまって……。これ以上は他のお客様のご迷惑にもなりますし……」

　見れば、タッパーは例外なく空っぽ。お嬢様は目を眇すがめると、厳しい口く調ちようで店長に問う。

「この店は食べ放題なのではなくって？」

「いえ、その……」

「この『九十分食べ放題』という文言は、偽いつわりであると？」

「お、お代は結構ですので今日はこのくらいで――」

「お金の問題ではないでしょう？　看板に掲げたサービスを提供できないのは接客業としてどうなのかと、あたくしはそう言いたいんですのよ」

「た、大変申し訳ございません」

　頭を下げるしかない店長。お嬢様の態度はその優雅な容姿に反してクレーマーそのものだが、俺おれが感じているおぞましさはもっと別物だ。

　すなわち――

　こいつ、この期に及んでまだ食うつもりなのか？

「まあ、ないものはないのだから仕方ありませんわね。宮みや子こ。行きますわよ」

　お嬢様は、まだ肉が残っているこっちのテーブルを物欲しそうに見ていた連れを促うながし、席を立つ。

　去り際、彼女は言い残した。

「無効試合ノーコンテストですわね。残念ですわ」

　俯うつむく井いノの原はらを、侮ぶ蔑べつをこめた視線で射抜き、

「本当に残念。《極大引力ブラツクホール》――どれほどのものかと思えばとんだ期待外れでしたわね」

「――ッ！」

　井ノ原はなにも言い返せず、唇を噛かんで悔しさに耐える。小さな体をさらに縮めている姿を見て、俺は黙っていられなかった。

「お前――」

　食ってかかろうとするが、腹の重さに邪魔される。それでもなにか――なにか一言くらい言い返そうとすると、お伴ともがお嬢様の金髪を引っ張る。

「つかさ」

　足を止め、振り返るお嬢様。なんですの？　と井ノ原を見み据すえていた目と同じものとは思えない優しげな眼まな差ざしを注ぐお嬢様に、お伴は言った。



「お腹なかが空すいたわ」



　絶句するしかなかった。

　自分より格上の人間に払う敬意なんて、そこには存在しない。あるのは純粋な、おぞましさだけだ。

　埒らち外がいの存在に脳が理解を拒こばむ。自己を保つために、相手を否定し続ける。

　狂っている。こいつらは、この戦場にいてはいけないものだ。そう言い聞かせることで、折れそうな心を何とか支える。

　お嬢様はどこか寂さびしげに微笑を浮かべると、頷うなずいて再び歩き出す。

「ええ。行きましょう、次の店に。それでは、お二方。ご機嫌よう」

　自動ドアの向こうに消えていく二人。俺おれたちはそれからしばらく、お互い無言のままテーブルに佇たたずんでいた。

　井いノの原はらはすっかり顔を伏せてしまって、表情が読みとれない。だが、力なくうなだれるその姿だけでこいつがなにを思っているのか分かる。きっと、俺と同じだ。

　胸を染め上げる感情はただ一つ。覆くつがえしようのない現実についてだけ。

　ノーコンテスト、だって？　バカを言うな。言い訳のしようもないくらい完かん膚ぷなきまでに俺たちは――

　俺たちは、負けたのだ。



　店からどうやって帰ったのか覚えていない。気付けば、俺は自分の部屋のベッドに寝転がっていた。

　なんとなく窓に目を向けてみると、真っ暗だった。慌あわてて飛び起き、時間を確認。もう九時過ぎじゃねえか。

「……オゥ。ジーザス」

　落胆のあまり、欧米人みたいなリアクションになる。なぜ……俺はこんな無駄な時間を……。

　これ以上、時間を浪費するわけにはいかない。とりあえず風ふ呂ろにでも入って、頭を整理しよう。

　そう決断すると、行動は早かった。自室のある二階から一階に降り、リビングを抜けて風呂場へ向かう。すると、リビングにいた母親がこちらに振り返って俺を指差すや否いなや爆笑し始めた。

「あはははは！　やっと起きてきた！　どれだけ爆睡してんの!?　ねえ、どんだけ!?」

　血のつながりを否定したくなるテンションである。普段はいたって普通の主婦なのだが酒を呑のんだときだけこんな具合になるのだ。

　ぼーっとしていただけで爆睡していた覚えはないと反論したいのは山々だが、相手にすると疲れるのでスルー。

「あ、ハチ。今お風呂――」

　後ろからなにか声が聞こえるが、無視無視。俺は疲労感を覚えながら、脱衣所の扉を開ける。

　そこに、なぜか下着姿の幼なじみがいた。

「――」

「――」

　揃そろって硬直。いち早く復帰した俺は無言でドアを閉め、次の瞬間にはダッシュで引き返していた。

　俺おれの背中に、母親が何か言ってくる。

「あー、ハチ？　タイミング的にどうだった？　丸見え？」

　心の余裕がないのでシカト。なにあれ？　なんだったのあれ？

　脱衣所にいたのは、間違いなく俺の幼なじみだ。町まち田だ真ま白しろ。近所に住む、サイドテールがトレードマークで一つ年下の中学三年生である。親同士が親しいということで俺たちも兄妹きようだいのように育ち、それこそ昔は一緒に風ふ呂ろに入った仲だがなんであいつが俺の家の風呂使ってんの？　バカだバカだとは思っていたけど、風呂間違えるほど脳のビョーキが進行してたの？

　部屋に転がり込み、布団を被かぶって亀かめのように丸まる。寝よう。あれは幻覚だったのだ。だから寝て、忘れてしまおう。

　そう言い聞かせていると、なにやらとんでもない勢いでドアが開く音がした。もしかしたら、破壊されているんじゃないかってくらいに。

「■■■■■■■■――――ッ！」

　なんかバーサーカーみたいな雄お叫たけびがしたと思ったら、体が浮遊感に包まれた。布団ごと持ち上げられ、次いで訪れるのは落下する感覚。

「やめっ――」

　止めようとするが、間にあわない。次の瞬間、脳天を衝撃が貫いたが、視点を変えれば俺おれの脳天が床を貫いたのだろう。感触からして、受けた技はパイルドライバーだ。



    

  
    
      



    

  
    
      「ぬぉおおおおお……」

　頭を抱かかえてうずくまる。布団が挟まって床板に直撃は免まぬがれたが、それでも衝撃までは殺しきれなかった。

「返せ！　アタシの純潔返せ！」

　そう咆ほえるバーサーカーもとい真ま白しろは、さすがに服を着直していた。だが、相当慌あわてていたらしく、シャツは裏返しだしショートパンツは前後が逆だ。

　理不尽な暴力に、ガンジーのように広い心の持ち主として名高い俺も声を荒らげて言い返す。

「貰もらってねえよそんなもん！　つーか、ご近所さんに聞こえるからやめろ！　あとなんでうちの風ふ呂ろにお前がいるんだよ!?　うちの風呂だぞ！　俺のものだ！」

　錯乱して、自分でもよく分からないことを口走る。真白は負けじと声を張り上げた。

「ボイラー壊れたんだよ！　うちの！」

「銭湯行けばいいだろうがぁ！　たまには足伸ばしてゆっくりしろや！」

「アタシだってそうしたかったわ！　でもうちの母親が『お風呂代もったいないから』とかケチ臭くさいこと言ったんだよ！」

　――なるほど。あの人の差し金か。

　真白の母親は俺を婿むこに迎えようと目もく論ろんでいるので、今回もその一環だろう。俺が実際に遭遇したみたいなアクシデントを起こして、フラグを立てようという算段だ。

　元凶を知り、落ち着いた。俺は脱力してベッドに尻しりを放ほうりだす。

「ったく。禿はげあがるほど驚いた。おかげで、今日一日のこと全部ぶっ飛んだっつーの」

「当たり前だ！　乙女の下着姿以上に印象深いことなんてあってたまるか！　五ご体たい投とう地ちして感謝しろ！　ほら、今すぐ！」

　俺が立ち直ったというのに真白はまだ怒り心頭のご様子で、顔を真っ赤にしてキャンキャンまくし立てる。うーん、でも、改めて考えてみるとなあ。

「ごめん。冷静になってみると、それほどでもねーや」

「なにぃ!?」

　幼なじみですもの、下着どころか昔は一緒に風呂入った仲ですよ。

　……いやまあ、その成長っぷりには驚かされますが。成長性Ａ（超スゴイ）ってくらい。

　それは認めるが、

「もっと凄すごいことが、今日あったし」

「も、もっと、だって!?」

　真白が目を見開いて乗り出してくるものだから、俺は必然、体を少し後ろへ倒さざるを得なかった。

「あ、いや。誤解すんな。ちょっと大食いで、久しぶりに次元が違う存在とぶつかったっつーかさ」

　そう説明すると真ま白しろは急に我に返り、「ふうん」と素っ気ない反応を見せて尋たずねる。

「負けたの？」

「完敗」

　あそこで判断ミスさえしなければー、とかそういうレベルではない。それくらい、見事なまでの敗北だった。

　真白は変わらず、ぶっきら棒に言い捨てる。

「でもハチ兄ぃ、大食いに関しては初心者だろ？　負けて当たり前くらいじゃねえの？」

「そう言われればそうなんだけど」

　練習試合で大金星を上げてしまったせいで調子に乗っていたのか。負けず嫌いではあるが、負けの経験がないというわけでもない。むしろ野球をやっていた時代は、何度も積み重ねていたことだ。

　初めて挑戦した『食しよく神しん』には辛しん酸さんをなめさせられ、初めて対戦形式でやった部長との戦いでもあえなく敗北。井いノの原はらや先輩方との模擬試合での勝率も、五割を切っている。こうやって振り返ってみるとけっこう負けてるなぁ、俺おれ。

　では、あの二人があまりにも埒らち外がいの存在だったから？

　それも違うような気がする。たしかにあの二人はただ強いだけでなく、ある種の不気味ささえ持っていたが。

　ならば、なぜ俺は死人みたいなザマになっていたのか。

「なんだよ、急に黙って」

　考えこむ俺に真白が眉まゆをひそめる。俺はとりあえず、場ば繋つなぎ的にぱっと思いついたことを口にした。

「井ノ原が負けるとは思わなかったんだよな」

　真白は声のトーンを一段低くし、声を絞り出す。

「――へぇ。あの人も、負けたんだ」

「ああ、うん。……そっか。なにが信じられないって、それか」

　何気なく垂れ流しただけの思考だったが、それこそが核心だった。俺がショックを受けているのは自分の敗北にではなく、井ノ原が負けたことに対してだ。

　負けるはずがないと信じていた。人間とは思えない胃袋の持ち主である部長にならともかく、まさかあんな変哲のない女の子が井ノ原以上の実力だなんて。

　だが、この敗北はかえって良かったかもしれない。俺がそう思う理由は一ヶ月前、練習試合の折りに聞かされた、とある人の言葉だ。



『みのりん、本番前に負けといた方がいいよ？』



　対戦相手、成なり田た白しろ金かね高校フードファイト同好会の長、大おお網あみ八や雲くも。家庭の事情で今でこそ千葉に住んでいるが、幼いころは井ノ原と鎬しのぎを削った仲だという彼女は井ノ原の危うさを見抜き、そう言い残していた。

　言いたいことは分かる。挫ざ折せつを知らないエリート街道を進んでいるようなやつこそ、打たれ弱い。だから大会など負けが許されないシーンではなく、その前に一度泥の味を知っておくべきだと、あの人は井いノの原はらの大食いに対する強固なプライドを案じていたのだ。

　期せずして言われた通りのことになった。怪け我がの功名ってやつかな。

　そう思えば心も軽くなる。井ノ原がこの敗戦をどう引きずっているか分からないけど、そこは俺おれがフォローしてやろう。そのために大おお網あみさんは俺にあの言葉を伝えたのだから。

　井ノ原を守る。

　改めて自分の使命を心に刻み、気合を入れる。

　気力が体に戻ってきた。一方、真ま白しろは俺の弱気が伝染したかのように顔を曇らせる。

「その……大丈夫なのか？　アタシが心配する義理はないけど、あの人大食いに関してはちょっと異常だろ」

　真白も井ノ原と大食いで対決したことがあり、井ノ原がいかに大食いに全力であるかということを知っている。まあ、軽々しく「大食いくらいアタシにだってできる」と言っただけでキレられちゃそんな印象になるか。

　俺は真白の懸け念ねんを吹き飛ばすため、あえてあっけらかんと答える。

「いい薬だ。ああいうやつだからこそ、負ける経験ってのは貴重なんだよ」

「……ふうん。なら、いいけど」

　真白は釈然としない顔。みんないくらなんでも心配しすぎだろう。井ノ原がたった一度の敗北で立ち直れなくなるほど弱い女じゃないことは分かり切っている。

　肝心なのはこれから。負けたという事実を受け止め、いかに成長するか。俺がするべきことは、その手助けだ。

　価値のある敗北。今日の一戦は、井ノ原にとってかけがえのないものになるだろう。

　さて、そうとなればとっとと頭を切り替えよう。

「んじゃ、真白。とっとと風ふ呂ろ入ってきて。俺も早く入りたいから」

「え？」

　真白は指摘されてようやく、自分が今どんな格好をしているのか思い出す。頬ほおを染めたかと思うとドアまでダッシュし、姿を隠した。

　ドアのほんのわずかな隙すき間まから人差し指を突きつけ、真白は叫ぶ。

「後でもう一発シバくからな！　覚えとけよ！」

「はいはい」

　むしろお前が覚えているかどうか心配だ。三歩歩けば忘れそうな頭してるし。

　そして、俺の予感は的中した。結局、真白は汗と一緒に怒りをきれいさっぱり流したような顔で自分の家に帰って行き、俺は真白と入れ替わりに風呂に入るとそのまま何の疑問もなく床についた。



　自分が楽観的すぎたと知るのは、それから三日も経たった日のことだった。



    

  
    
      
二．重力崩壊



　週明けの月曜日。教室に入るなり俺おれはドアのすぐそばの席にいる人間に声をかけられた。

「よう、おはよーさ、ハチ」

「うぃーっす。おはよ」

　上体をのけぞらせてこっちを見ているラギに挨あい拶さつを返す。この間までは前後の席だったのだが、席替えがあって今ではちょっと距離がある。ちなみに俺は厳正なるクジの結果、教卓の真正面というなかなかキツいポジションに左遷されてしまった。

　ラギは微妙に体勢がきつかったのか、イスごとこっちに向き直って尋たずねてくる。

「今日、放課後空あいてるさ？」

「ああ。特に予定はないな。どっか食いに行く？」

「いや、いきなりで悪いんだけどちょっとミーティングしたいな、って。他の部員にはメールでもう送ったんだけど、お前には教室で朝言えばいいやと思って」

「ミーティング？」

「ま、緊急事態ってことさ」

　ラギはやれやれ、とばかりに小さく肩をすくめる。ラギが部員を招集するのは、珍しいどころの話じゃなく初めてのことだ。こいつの部活内での地位の低さといったらちょっと同情してしまうくらいであり、そんなやつの呼び掛けに果たしてあの傲ごう岸がん不ふ遜そんを絵に描いたような先輩方が集まるのだろうか。

　ラギだって、自分の行動が空から振ぶりに終わるかもしれないことくらい理解しているだろう。それでも敢あえて踏み切ったってことは……よっぽど、事態が急を要するということか。

「なんか、穏やかじゃないねえ」

　と、横合いから声をかけられた。振り返るとそこには、飄ひよう々ひようとした笑顔。からかい半分に問いかけてくるのは、一ヶ月前まで敵だった女だ。

「大会前だってのに、だいじょぶなのん？」

　俺おれはその小柄な体格に見合わぬご立派な胸から意識的に目を逸そらして、とりあえず挨あい拶さつ。

「おう。鴨かも川がわ。おはよう」

「ん。オハヨ」

　軽く手を上げ、返す。その顔からは昔あった険がすっかりとれていた。

　この鴨川こころという女子は生徒会の庶務として働いており、一時は生徒会長ともども過か食しよく倶く楽ら部ぶを潰つぶそうと圧力をかけてきた。生徒会は、部室を改造するなど好き勝手に振る舞う過食倶楽部を以前から敵視しており、また鴨川個人もとある事情から大食いに対して反感を抱いていたからだ。

　しかし先月の練習試合に際し、鴨川はたまたま俺たちの試合に同席したことがきっかけで大食いを嫌うようになった原因である実姉との確執が解け、今では俺たちにも気さくな態度をとるようになった、というわけだ。

　昔は半眼ばかり向けられていたが、ここ最近は「イヒっ」と特徴的な笑い方をする姉の面影が色濃く出ていた。やっぱり姉妹なんだなあ、と思わせられる。

　おもむろに腕を組み、こちらを見上げる鴨川。ちなみに鴨川がよく見せるこの仕草だが、胸が重いのが原因であると男子の見解は一致している。

「で、緊急事態？　生徒会は今のところボクが抑えてるけど、なんかあった？」

　ラギはパタパタと手を振って否定。

「や、学校側じゃなくて大食い業界の話さ」

「っていうか、最近あの会長来ないと思ったらお前が手ぇ回してたのか？　サンキュな」

「いやいや。お姉ちゃんのこともあるし、キミたちには世話になったしねー」

　口く調ちようこそ軽いが、鴨川が本当に感謝していることは伝わってきた。こういう顔をされると、俺もあの蝋ろう細ざい工くみたいなスパゲティを食った甲か斐いがあるというものだ。

　顔をほころばせた鴨川は、照れ隠しのように早口で言う。

「ち、ちなみに、抑えられてるっていっても相変わらずうちの会長サマはキミたちのこと目の敵かたきにしてるからさ。大会でそれなりの結果出さないと、鬼の首取ったような勢いでまた乗り込んでくるよ？」

「うわ……」

「あの会長らしいさね」

　途端に流れるうんざりとした空気。まあ、そういう人なのだ。うちの生徒会長殿は。

　鴨かも川がわもまたガックリと肩を落として、

「部室の引き継ぎとかキミたちが勝手に改造した部屋の処理とか、ぜんぶ生徒会の仕事なんでー、ボクとしてはそういうの面倒くさいかなーとか思ってるわけね？　つまりね、なにが言いたいかっていうと、なるべくならボクの手を煩わずらわせないでほしいかなーなんて思うわけですよ」

　ということで、頑張って。

　そんな激励なんだかそうじゃないんだかよく分からないセリフを残して、鴨川は自分の席に着いた。

　俺おれは半分おどけて肩をすくめ、ラギに話しかける。

「……だってよ」

「まー、足あ掻がけるだけ足掻くとするさ」

　ここでチャイムが鳴った。ラギの言う緊急事態というのが気になるが、

「例の件、二度手間になるのもなんだし部活の時に詳しく聞かせてもらうわ。予習もしてないし」

　一限目の英語は教師が厳しいことで有名だ。ラギも「そいつはピンチ」とうそぶくけどこいつにとっては、英語の予習くらいお茶の子さいさいなんだろうな。見た目に反して優等生なのだ。

「そんじゃ、そういうことでよろしくさ」

「あいよ」

　最後に軽く言葉を交わして、俺は自分の席に向かう。カバンを机の上に置きつつ、心の中でラギのセリフを反はん芻すうした。

　緊急事態、か。

　魚の小骨が喉のどに引っかかっているかのような不快感。

　ピッチャーとして長年磨いてきた嗅きゆう覚かくが、妙な予感を察知していた。



　ということで放課後。掃除を終えると俺たちは部室へやってきた。

　田舎ということで土地は無駄に余っている。野球部と陸上部とサッカー部が同時に練習できるほどバカでかいグラウンドの端っこを歩いて、俺たちは部室棟へと向かう。

　校舎と完全に独立した四階建ての建物が二棟。この県立葵あおい橋ばし高校は自由な校風が売りらしく、部活の多さも県内随一である。これだけ巨大な建物があっても、すべての部を収容できないほどだ。

　手前が運動部、奥が文化部という住み分けができている。俺たちが所属する過か食しよく倶く楽ら部ぶは手前側。まあ、妥当な配置だ。

　微妙に埃ほこりっぽい建物の最上階まで上がり、さらに一番奥の部屋へ。

　そこには物々しい達筆で『過食倶楽部』と書かれた看板が下がっている。

　自室のような気安さで、俺おれはノックもせずにドアを開ける。目の前に広がるのは、八畳ほどの部屋だ。俺の部屋より広いはずの室内は、冷蔵庫や流し台といったもののせいで極めて狭く感じる。

　中央に置かれたテーブルがまた狭さを助長している。その上座に座っている妙な毛の塊かたまりに、俺は声をかけた。

「……お疲れ様です」

「死にたい」

　会話になってねえ。

　相手がテーブルに突っ伏しているこの角度だと毛の塊にしか見えないが、長い銀髪をした人間である。テーブルには涎よだれがたまり、さざ波を立てていた。

　この生ける屍しかばねこそが、鬱うつモードの部長だ。とても先日、ウザいほどハイテンションだった人と同一人物には見えないが、間違いなく本人である。

　腹が減ると鬱になるというのなら部室に溢あふれている食料を食えばいいものを――と思うが、部活でさんざん食うからその直前まで腹を空すかせておくというのが部長の方針らしい。おかげで俺たちが介護をする羽目になってしまう。あまりにもこういうことが多いので、もう慣れたけど。

「いえー、そういうこと言わないでくださいさー。今、メシ用意しますんでー」

　ラギは邪悪な顔で鍋なべと牛乳、そして流し台の下に置かれていた茶色い袋を手に取った。

「げ、それは」

　俺の顔が思わず苦くなる。ラギが用意したものは部室に常備されている食材の一つであるオートミールなのだが、これにはちょっとした曰いわくがついている。部長が、いつも買っているオートミールがなかったから仕方なく別なメーカーのを買ってきたら、これがとんでもなくマズかったのだ。

　しかしラギは嬉き々きとしてそれを鍋に移し、牛乳をそこに注いで軽く煮込み始める。一連のラギの行動を見て、部長が突っ伏したまま呻うめいた。

「やめてくれ。僕ごときのために食材を消費するのは。僕は……このまま朽ち果てた方が、世のためなのだ。死ぬことだけが、この世界のためにできることなのだ」

「ふっふっふ。いかにも貴様は練り消しにも劣る存在。しかしこのオレは慈悲深くもお前にオートミールを食わせてやるさ」

「すいません、すいません。手を煩わずらわせてしまってすいません。生まれてきてすいません」

「せいぜい己の矮わい小しようさを噛かみしめるといいさ」

　日ひ頃ごろの鬱うつ憤ぷんもあって、ラギはなんだか楽しそう。もともと頭は悪くないし、分かってないはずはないと思うんだけどなあ。部長はテンションが上下するだけで、別に二重人格でもなければ、テンションがニュートラルに戻っても鬱状態の記憶を失わないってこと。後でリベンジされても知らねえよ？

　ラギも分かっていながら、やらずにはいられなかったということなのだろう。入部して三ヶ月経たった今でも名前覚えてもらえないくらいだしな。

　自業自得ではあるのだ。食事中に「ケツ毛ファイヤー」などと叫ぶ輩やからはそのまま名前をケツ毛で登録され、本名を一切呼ばれなくなってしまっても仕方ないと思うのだが、まあ不ふ憫びんではある。

　しかし所しよ詮せん、他ひ人と事ごと。俺おれは定位置で、俺たちの入室に気付かないほど読書に没頭していた先輩に声をかける。

「仙せん石ごく先輩、お疲れ様です」

「ああ、やっと来たわね」

　先輩は本に栞しおりを差し、顔を上げる。俺は先輩の呼んでいる本の表紙をしげしげと眺めた。

『今日から始めるｉＰＳ細胞　基礎編』

「……基礎編に入ったんですか」

「ん？　ええ、そうよ」

　俺も仙石先輩が読んでいるからちょっと気になってネットで検索しただけで詳しいことは知らないのだけど、ｉＰＳ細胞とやらを利用して女性同士で妊娠ができるとかそんな技術の実用化が進められているとのことだ。先輩は学術的な興味でなく実用のためにこれを研究している。なんのために？　それは、惚ほれた女と子をもうけるためである。

　要はこの先輩、ガチレズなのだ。本人曰いわく、惚れた相手がたまたま同性いのはらだっただけとのことだが。

　この前は入門編で、今日は基礎編。なかなかｉＰＳ細胞の道は奥が深いようだが、着々とガチレズの計画は進んでいる。この人の目標は井いノの原はらの子供を孕はらむことらしいけど、いつか本当に実現しそうだ。そんなことになったら俺は、部長ではないが世を儚はかなんでしまいかねない。

　自分の目標のためにコツコツと努力する先輩の姿が眩まぶしく、俺はつい目を細める。その一方で先輩は宣言した。

「じゃ、面子めんつも揃そろったことだし始めましょうか」

「あれ？　井ノ原は？」

「今日は休みよ。夏風邪」

　夏風邪？　この前はそんな気配、全然なかったのに。

　まさか――いや、まさか、な。登校できないほど先日の敗戦がショックだった、ってわけじゃないだろう。

　よしんばその通りだとしても、きっとすぐ立ち直る。念のため、このミーティングが終わったら見舞いに行くくらいのことはしてやろうか。

　とはいえ、俺は井ノ原の家知らないんだよなあ。先輩に頼んで教えてもらうしかないのだが、この人は俺のことを恋のライバルと認定しているので聞きだすのは難しいだろう。

　なんてことを考えていると、ラギが呑のん気きに笑う。

「ははっ。夏風邪なんて、井ノ原らしいさねー」

　その発言は、不用意にもほどがあった。

　すぐさま動く。俺おれは一瞬でラギの後ろに回り込んで首に腕を回し、同時に仙せん石ごく先輩もまた、シャーペンを握にぎっていた。

　阿あ吽うんの呼吸で俺はラギのメガネを外す。仙石先輩はペンの先端をラギの眼球すれすれのところまで突きつけて、問う。

「どういう意味かしら？　夏風邪はバカがひく――ってこと？」

「返答次第によっては貴様のケツ毛と言わず全身の毛という毛に火を放はなち、《駆け廻る炎スルト》の二つ名を与えてやってもいいんだぞ？」

「ひぃ！　べ、別に他意はありませんさ！」

　恐怖のあまりラギの声が裏返る。ふん。以後は言動に気をつけることだな。

「バカにしていないとしても、みのりが風邪で苦しんでいるというのに笑うっていうのはどういう了見かしら？　ねえ、説明してくれない？　ねえ？」

「ひっ！　ぺ、ペン先……近……近ぁ！」

　ラギの歯の根が合わず、顎あごががくがく震える。それにしても先輩の愛は本当に重いな。

　自分以上にヒドい人間を見たおかげで冷静になった。俺はラギから離れると、口の端から牛乳をこぼしている部長の介護を引き継ぐ。スプーンでオートミールをすくい、半開きの口に突っ込んだ。

「部長ー。食べさせてやりますからしっかり飲みこんでくださいね。練り消しに存在価値があるのと同様、アンタにだって生きている意味があるんですから」

　死体に返事など期待してなかったのだが、部長は器用にも口をほとんど開閉させないまま喋しやべった。

「生きている意味……例たとえば？」

「え？」

　やっべ。完全に予想外だ。そんなの全然考えてなかったＺＥ☆

　と、おちゃらけてみてもピンチはピンチだ。とりあえず元気が出そうな言葉をかけてみたものの、根拠は全くない。空っぽの言葉だ。こう、転校していくあまり親しくないクラスメイトに寄せ書きで『いつでも連絡くれよな』って書く的な。

　と、とりあえずこの面倒くさい先輩の長所を考えよう。えっと――

「せ……戦力として、有能？」

「死のう」

「あ！　ちょっと！　ちゃんと飲みこめって言ってるでしょうが！」

　部長は気力がないくせに頑かたくなにオートミールを口に入れることを拒否する。しかたないので鼻をつまんで強引に口に突っ込んだ。

　ある程度まで食わせたところで、死んだ魚のように濁っていた目に焦点が戻る。部長はいきなり体を起こすと、中性的な美び貌ぼうを取り戻して言う。

「――すまない。手間をかけさせた」

「はあ。まあ、いつものことなんで」

　部長は器を両手で持ち、盃さかずきのように一気に飲み干す。ぅお……あのクソマズいオートミールを、こんな豪快に。

　なんだかんだでうちの部の部長。天あつ晴ぱれな食いっぷりである。その後も部長は冷蔵庫からスイカを一玉取り出すとそれをカットもせず、丸ごとかぶりつく。皮を残すという発想はないようだ。

　四分の一ほどスイカを貪むさぼったところで、部長は一息つく。そしてメガネを探してうろうろ手をさまよわせているラギへと向き直った。

「では……ええと、そこのお前」

「蘭あららぎですさ」

　すかさず切り返す。この三ヶ月、なんども似たようなやり取りを交わしているのでラギも半なかば反射的だ。

　部長は鷹おう揚ように頷うなずき、

「うむ、そうだ。で、一体何の用件だ？」

「えー、今日集まってもらったのは他でもない。最近、東北を騒がしている《怪物》のことですさ」

「《怪物》？」

　ドキリとする。先日のあの二人を思い出した。

　だが、たまたまだろう。《怪物》というのは俺おれが個人的に抱いた印象に過ぎず、普遍的に広がっている呼び名ではない。

　幸いラギは俺の怯おびえに気付かなかったみたいで、ただその呼び名が気になって反復しただけと捉とらえられた。

「ああ、そうさ。なんでもここのところ、有名な戦士に野試合を挑んでくる二人組の戦士が好き勝手してるらしいんさ」

　ラギの説明に部長も厳しい顔で頷く。

「その話なら僕も聞いたな。岩手のシスコンが『妹を傷つけた不届き者を潰つぶすから、見かけたら連絡くれ』、とメールをよこして来た」

「それ、《鎌鼬トリニテイ》の長男ですさ？」

「うむ」

　名が知れている戦士なのか二人の間では通じているようだが、そういう知識に疎い俺の感想はただ一つだ。

「また、あざとい二つ名っスね」

　岩手で妖よう怪かいっていうと幻想の郷、遠とお野のあたりに住む戦士たちなのだろう。鎌かま鼬いたちとは三匹一組の妖怪として伝えられているから、たぶん三人兄妹きようだい。

　短絡的な異名だ、なんて呆あきれているとラギは俺の意見に苦笑した。

「ま、通り名の何が大事かっていうと分かりやすさだからさね。ハッタリが半分みたいなもんだし」

「それもそうか」

　閑話休題。ラギは脱線しかけた話を元に戻す。

「で、他にも多くの戦士がこの《怪物》の犠牲になってるのさ。中にはその圧倒的な実力差に心をポッキリ折られた奴やつもいるとか。とまあ、これは例の、《鎌鼬トリニテイ》の末っ子ちゃんのことなんだけどさ」

　そこでさらに、部長の補足。

「ちなみになにも知らないハチに説明してやると、《鎌鼬》の末妹はこの間みのりが戦った海かい神じんと似たタイプだ」

「あー、あの手の性格って負けたらヘコみそうですね」

　先月、練習試合で戦った海神花か月げつを思い出す。なんだか最初から井いノの原はらをライバル視してキャンキャン喚わめき、自信満々に挑んできた割にはあえなく一いつ蹴しゆうされて号泣していたちびっ子だ。

「とまあ、そんなやつがいるからオレたちも気をつけましょうってことで。普通なら鼻で笑って流すところだけど、なんせ被害者がどれも並み居る強豪ばかりだからさ」

　今日のミーティングの要旨を語るラギ。しかし、肝心なところが抜け落ちている。

「気をつけるのはいいけど、特徴とかは？」

「そこはぬかりない。すでに写真が出回ってるさね」

　と、ネットブックを取り出すラギ。バッテリーの節約のためか電源は落としてあり、立ち上がるまでにやや時間がかかる。

　その間に、俺おれは感想をポツリとこぼした。

「なんだか賞金首みたいだな」

「お。いいこと言うさね、ハチ。まったくその通りさ。金こそ入らないけど、この怪物を倒したら名声はウナギ登りさね」

　名だたる戦士たちを倒しているということは、つまりはその《怪物》に勝てば相対的に彼らより上ということ。名声は一気に広がるだろう。

　そうなると一つの可能性が出てくる。俺がそれを口にする前に、仙せん石ごく先輩に代弁された。

「《怪物》を討伐して名を上げようって輩やからも出てくるでしょうね」

「そういうこと。オレとしては、うちの部員にそんな軽率なことやってもらいたくないから、集まってもらったっていうわけですさ」

　虐しいたげられている身でいろいろ考えているわけだ、こいつも。見上げた根性だ。

　そうこうしているうちにネットブックが立ち上がる。ラギはちょっと操作すると、画面をこちらに向けた。

「で、これが例の《怪物》たちの顔さ」

　そこにあったのは、見覚えのある顔だ。

　間違えるものか。こんな目立つ人間がそうゴロゴロしているわけがない。そう――こんな、お嬢様が！

「こっ、こいつら！」

　思わず身を乗り出す俺おれに、ラギがぎょっとした。

「な、なにさハチ。知ってるさ？」

「知ってるも何も、この前戦ったよ俺！」

「はぃいいい!?」

　二人してテンパってしまう。俺たちを落ち着かせるためか、部長が口を挟んできた。

「ハチ。詳しい話を聞こう」

「は、はいっ。えっと、先週、井いノの原はらに誘われて焼肉食いに行ったら、こいつらに勝負を挑まれて、そんで――」

　口をつぐむ。今さら覆くつがえしようがないことなのに俺はそれを心の底ではまだ認めたくなくて、口に出すのをためらった。

　だがここまで来ておいて今さら隠し通せないだろう。俺は正直に、あったことを述べた。

「……負け、ました」

　三人から息を呑のむ気配。それは、井ノ原が負けたという事実に対してだろう。そんな予感がしていても、俺の口から実際に話されて衝撃を受けざるを得ない、といった感じだ。

　いち早く立ち直った部長は重々しく、問う。

「それで？　負けた後、みのりの様子は？」

「い、いや、それが……俺もショックだったらしく、どう帰ったのか記憶になくて」

　部長は眉み間けんに皺しわを刻み、今度は仙せん石ごく先輩に向き直った。

「仙石。よく思い出して答えろ」

　さらに重さを増す部室の空気。

「みのりは本当に、夏風邪だったのか？」

　続けて放はなたれた問いに、先輩は顔をゆがめた。

「……実は、扉越しに話しただけで」

　部長は今まで我慢していたであろうため息を、今度こそ吐いた。

「これは、深刻に考えた方がいいな」

「あ、あのっ、俺――」

　井ノ原のすぐそばにいながら何もできなかった責任を感じて声を上げる。しかしそれは、仙石先輩によって遮さえぎられた。

「気に病む必要はないわ。誰だれが一緒にいようがいまいが、関係なかった。そういう相手だったのでしょう？　アナタはたまたま……運が悪かっただけよ」

「――っ」

　なにも言い返せない。まったくもって、先輩の言う通りだから。

　強く歯は噛がみする。そんな俺に、さらに言葉が重ねられた。

「それでも責任を感じているというのなら、確認しに行きなさい。みのりが、本当に心を折られたかどうか」

　示された道に俺おれは当惑する。

「で、でも俺、井いノの原はらの家知りませんし」

「私が案内するわ。部長。今日はもう解散でいいでしょう？　これ以上ここに残って話すこともないし」

　先輩の意見に頷うなずき、部長は指示を出す。

「そうだな。仙せん石ごく、ハチ。みのりはお前たちに任せる。それと……えっと、そこの金髪。僕たちはその《怪物》とやらについて、詳しい情報を集めるぞ」

「ら、ラジャーですさ」

　部長はさっそくケータイを取り出してどこかにかけ始め、ラギもキーボードに指を走らせる。仙石先輩もカバンを掴つかむと、颯さつ爽そうとドアを目指した。

「行くわよ」

「は、はいっ」

　俺も慌あわててその後を追う。先輩の足取りは焦あせりを表すかのように速い。ただでさえ普段から近寄りがたい雰囲気を放はなっている先輩だが、今日は自責の念もあってさらに声をかけづらかった。

　それでも、確かめておきたいことがある。

「先輩、一ついいですか？」

　校門を抜けたあたりで問いかけると、先輩はこちらを振り向かないまま返す。

「なによ？」

「先輩、井ノ原が夏風邪じゃないって気付いてたんじゃないスか？」

　変わらない先輩の歩調。

　それだけで、答えは明らかだった。

　歩みを止めないまま、先輩は拳こぶしを強く握にぎる。冷たく硬い、氷の声を先輩は吐き出した。

「……本当に夏風邪だったら、部屋に押し入ってでも看病するわよ」

　先輩ともあろう者が、井ノ原のウソを見抜けないわけがない。この人の井ノ原への愛は真性で、だからこそ俺もある意味で信頼している。そんな先輩がなにを思い、井ノ原を放置したのか。それを明らかにしなければ気が済まない。

　俺はそのまま、さらなる言葉を待つ。ややあって、先輩は声を搾しぼり出した。

「……でも、違った。扉の向こうから聞こえてきたのは、私の知らないみのりの声だった。爺じいさんが死んだ時ですら、あんな空っぽな声は出してなかったのに」

　俺は先輩の背中に向かって、怒りをぶつける。

「なんで、ですか？　こんなこと、俺が言えた立場じゃないです。だけどアンタなら……アンタなら、井ノ原の変化に気付いてやれたでしょう!?」

　自分のことを棚に上げていると分かっている。それでも先輩の反応は腑ふに落ちなかった。

　先輩は返事をせず、ただ歩き続ける。俺は痺しびれを切らしてさらに声を荒らげた。

「なんとか言ったら――」

　先輩の体が翻ひるがえる。そう思った次の瞬間には、先輩の手は俺おれの胸倉に伸びていた。

　引き寄せられ、先輩の冷たい美び貌ぼうがすぐそばに迫る。氷柱つららのように鋭い視線で俺を見み据すえ、先輩は言った。

「白状するわ。怖かったのよ、私は。またみのりがあの時みたいになってるんじゃないかって。そんな時だからこそ支えてやらなきゃって分かっていたのに……私は、見ないふりをした」

　あの時――それはきっと、井いノの原はらが大食いから離れたという期間。

　食べ物が喉のどを通らないほど、酷ひどい有り様だったらしい。それをずっと見続けた先輩には、俺には見えていない恐怖が見えているのだろう。

　先輩を責めるのなんてお門かど違い。端はなっから分かっていたことだけど、改めて自分の矮わい小しようさを思い知らされた。

　先輩の拳こぶしが力なくほどける。先輩は懺ざん悔げをするように、俯うつむいた。

「ハチ。正直私は今すぐアナタを殴りたいわ。だけど、私もおあいこだから。だから……お願い。一緒に、みのりを助けて」

　その弱々しい声はあまりにも先輩らしくなくて――

　俺は、ことの重大さを改めて理解したのだった。

「もちろん、そのつもりですよ」

　つくづく自分の馬ば鹿かさ加減に嫌気が走る。一刻も早く、井ノ原に会わなければ。



　先輩に連れられて辿たどり着いた先は、見るからに高級そうなマンションだった。駅のすぐそばで新築。低い建物に慣れている田舎の人間からすると気き後おくれするほどの威容は、見下ろされているようで圧迫感を覚える。

「な、なんかすごいとこに住んでるんスね、あいつ」

　エントランスに漂ただよう上流階級の空気に戸惑っていると、先輩は簡潔に相あい槌づちを打つ。

「実家だけじゃなくて、あの子の姉自身も金持ちなのよ」

「そういや、引っ越してからは姉と一緒に暮らしてるとか言ってましたっけ。なにやってる人なんスか？」

「会計士」

「……あー」

　どういうお仕事なのかよく分からないが、とりあえず弁護士なみに難しい試験をくぐり抜けなきゃできない職業だという認識がある。そりゃあ、井ノ原もそんな姉がいたらコンプレックス抱くわな。

　エレベーターのボタンを押しながら、仙せん石ごく先輩は仏ぶつ頂ちよう面づらになる。

「言っておくけど、ラスボスはその姉よ。あの人のシスコンっぷりは、私も認めざるを得ないわね」

「？　井いノの原はら、姉とは上う手まくやってるんスか？」

　次男との仲は最悪というか、次男が兄や姉にコンプレックス抱いてその憂うさ晴ばらしに井ノ原にちょっかい出していたという話は聞いている。てっきり他の家族とも仲が悪いのかと思っていたが、同居するくらいだから姉とはそこまで険悪じゃないのか？

　そう考えていると、先輩は気難しげに眉まゆを寄せた。

「あの人は……たしかに頭は良いけど、鈍感なのよ。自分の存在の重さがいかにみのりを苦しめているか分かっていないのに、『自分はみのりちゃんの味方ですよー』って気持ちだけを押し付けてくるから、苦手ね。私も、みのりも」

　悪気はないんだろうけど、と付け加える先輩。『嫌い』じゃなくて『苦手』という表現は、二人の気持ちを的確に表しているように思えた。

　エレベーターで上昇して最上階まで。チーン、という間抜けな音とともにドアが開き、先輩は一番奥の部屋に向かう。

　インターフォンを押す。数秒待ったが誰だれも出てくる気配はなく、先輩は声をかける。

「みのり。入るわよ」

　合あい鍵かぎをねじ込み、部屋に押し入る。俺おれも先輩に続くが、なんとなく後ろめたくて「お邪魔しまーす」なんて口走った。

　玄関から伸びる廊下。いくつかドアがあるが、先輩は奥から二番目のドアの前で立ち止まり、中に声をかけた。

「みのり。話はハチから聞いたわ。その……あんまり、気にしない方がいいんじゃないかしら？」

　先輩は「アナタもなにか言いなさい」と促うながすように、ドアを顎あごで示す。

「あー……井ノ原。俺も、先輩の言う通りだと思う。誰しも常勝不敗ってわけにはいかないだろうし、今回はいい機会だったと思ってこの悔しさをバネにしようぜ」

　返ってくるのは沈黙だけ。俺は先輩と顔を見合わせて、互いに顔を曇らせる。

　めげずにもう一度、説得を試みる。

「あのさ、井ノ原――」

　しかしそこに割り込む形で、返事が来た。

「……ハチさん。あなたは彼女に、なにを見ましたか？　お嬢様の方じゃありません。もう一人の方です」

「もう一人？」

　井ノ原の妙な問いの理由。自分でもよく分からないのだが、どうも俺は優すぐれた戦士の本質を幻視という形で捉とらえるという妙な特技があったりするのだ。

　井ノ原だったらブラックホール、部長だったら牛。大抵はその戦士の異名通りのビジョンが見える。優れた戦士ほどそれはくっきりと映り、井ノ原はあの《怪物》の本質を知りたかったのだろう。

　しかし――

「いや……なにも見えなかった」

　考えてみればおかしな話だ。あれほどの戦士だったら、何かが見えてもいいはずなのに。

　まあ、しょっちゅう幻覚が見える方がどうかしているのかもしれない。だが、続く井いノの原はらの言葉は予想外のものだった。

「そうです。それが彼女の本質です」

「え？」

「彼女はね、なにもないんですよ」

「それは、どういう――」

「あの人の性質だけはわたしにも分かりました。それはおそらく、わたしと彼女が似た者同士だから。一歩間違えれば、わたしがああなっていたから」

　喉のどが委縮する。先輩が見て見ぬふりをしたくなった気持ちが分かった。

　これか。

　これが、井ノ原みのりの抱かかえる『闇やみ』か。

「彼女はなにも持っていませんでした。大食いに対する誇りも、一緒にいたお嬢様への友情も。なにもない、空っぽだったんです。空虚……いえ、空の字を変えて《喰くう虚きよ》、といったところでしょうか。虚うつろすら喰くらう虚無。それが彼女の――あの《怪物》の正体です」

　このままではいけない。なんでもいいから井ノ原の負の感情を否定しなければいけない。

　だけど、俺おれも先輩も棒立ちになったままなにも言えなかった。

「わたしも、もしかしたらああなっていたかもしれないんです。舞まいがいてウシさんがいて……そしてハチさんやラギさんとめぐり会えた。競い合いながら支え合える仲間がいた。そういう幸福があって、わたしという器を満たしていてくれたんです」

　井ノ原の言うことは分かる。俺もただ大食いという競技に出会っただけでは、ここまで立ち直れなかっただろう。『過か食しよく倶く楽ら部ぶ』という場があってこその、今の俺だという自覚がある。

　かけがえのない居場所だ。それはきっと、井ノ原にとっても同じ。

　だけど俺は、「戻って来い」と、そのたった一言が言えなかった。

　恐怖で歯の根が合わない。いつの間にか俺は後ずさり、廊下の壁を背負っていた。

「あの人は《怪物》です。他のすべてを手放すことによって、大食いというたった一つの強さを手に入れた悲しい存在です」

　その強さには何の意味もない。勝利したところで何も得られない、虚むなしい強さだ。

　そう理解したうえで、井ノ原は告げた。

「――だけど、わたしはその《怪物》になりたい」

　打ちのめされる。井ノ原の決意は本物だ。だからこそ、俺は知ってしまったのだ。

　もう俺たちが何を言おうと、こいつには届かない。

　横で先輩が膝ひざから崩れ落ちた。絶望する俺たちに、井ノ原はなおも追撃を加える。

「幸せすぎたんです。大食い以外いらないと思っていたのに、他のものを求めてしまった。そのことがわたしを弱くし、負けさせたんです」

「なに……を、言ってるんだ？」

「まだ分かりませんか？」

　頼むからその先を口にするな。その先を聞いてしまっては、もう後戻りできない。

　しかし俺おれの祈りは通じず、続く井いノの原はらの言葉は予想した通りだった。



「わたしは過か食しよく倶く楽ら部ぶをやめます。やめて、ただ一人の戦士として生きていきます」



　疑いようのないくらいはっきりと示される決別の意思。

　なにも反論することができず立ち尽くす俺に、井ノ原はさらなる拒絶を叩たたきつける。

「仲間も、同志も、戦友もいりません。わたしはただの《極大引力ブラツクホール》として、すべてを呑のみ尽くします。ですから――」

　そして、

「――さようなら」

　この日を境さかいに、新たな《怪物》が生まれた。



    

  
    
      



    

  
    
      
三．スーパーノヴァ



　部室に向かう途中で修しゆ羅らに出会った。

「「ひぃっ」」

　井いノの原はらの退部宣言から三日後のことである。あれから部活に顔を出すのが気まずく、バイトを言い訳にして逃げていた俺おれは、ラギに付き添われてようやく部室棟を訪れた。

　だが階段を上りきった瞬間だ。俺たちは異次元に迷い込んだような悪お寒かんを覚えた。

　正面からやってくる修羅に対し、二人してモーゼに割られる海のごとく廊下の両サイドに避難する。修羅は俺たちを一いち瞥べつもせず、譲られた道を歩んで去っていった。

　肌を撫なでる冷気に顎あごが震える。なんの変哲もない部室棟の廊下が冷凍コンテナみたいに感じられ、俺はろれつもあやふやなまま尋たずねた。

「ななな、なにアレ？」

「お、オレが知るわけないさ」

　ラギは涙目で言い返す。修羅――仙せん石ごく先輩に近寄りがたいのはいつものことだけど、今日の先輩は段違いだ。

　先輩、なんか虫の居所でも悪かったんだろうか？　くわばらくわばら、と俺たちは部室に向かう。

「おつかれさまでーす」

　いつものように気安くドアを開ける。

　その先に広がっていたのは、ハリケーンでも通り過ぎたかのような惨状だった。

「な、なんだこれ……？」

　ただでさえ狭苦しい部室に物が散乱して足の踏み場もなくなっている。中央に鎮座していた邪魔くさいテーブルは、なにがあったのか真ん中から折れてＶの字になっていた。

　脳裏を修羅がよぎる。まさか……あの人が？

　戦せん慄りつしていると、部屋の奥で瓦が礫れきが崩れる音がした。視線をやると、そこには見覚えのある銀髪がはみ出ている。

「ぶ、部長！　大丈夫ですか？」

　瓦礫をかき分け、ラギと一緒に部長を引っ張り上げる。満まん身しん創そう痍い、って感じにぐったりした部長は、やや焦点が定まってない目のまま口を動かした。

「……あまり大丈夫ではないな。ったく、あいつめ。大会前だというのに口の中を怪け我がさせるとは」

　部長はポケットからハンカチを取り出すと、それで口元を覆おおって唾つばを吐き出す。そのまましばらく、ハンカチをまじまじと見ていたのでなにか興味深いことでもあったかと、俺とラギも覗のぞきこんだ。

　赤い唾の中に、なんか白いかけらが混ざっている。……あの、これ奥歯じゃないですか？

　いやいや。どうやったら奥歯とか折れるんだよ？　仙せん石ごく先輩の腕力どれだけっていう話だよ。

　俺おれとラギは揃そろって青ざめる。しかし部長は頬ほおをさすりながら立ち上がると、部屋をぐるりと眺めまわして、やれやれ、とばかりにため息をついた。

「……あの、一体どうしたんスか、これ？」

　尋たずねる俺に、部長は涼しい顔で答える。

「いや、なに。一度負けたくらいで自信を喪そう失しつするような奴やつはこの部にいらんと言ったら、仙石が突然暴れ出してな」

　さすがに、耳を疑った。

「……は？」

「みのりのことは放ほうっておけと、そう言ったらこの有り様だ。まったく、理解していたつもりだが、あいつの愛は本当に厄介だな」

　仙石先輩が面倒くさい人だということは否定しない。……それにしたって、今の言葉はないだろう。

　先輩がキレるのも当たり前だ。この部にとって井いノの原はらが必要ないなんて、そんなことはありえない。

「……本気で言ってんですか？」

　声が低くなるのを自覚する。部長は臆おくすることなく、まっすぐ俺の顔を見み据すえてきた。

「無論だ」

　頭に血が昇る。衝動のまま殴りかかろうとすると、ラギが間に入った。

「ラギ！　止めんな！」

「いーや、止めるさ。とりあえず落ち着け」

「落ち着いてられるか、これが！」

　声を荒らげる俺に対して、部長はあくまでも鉄てつ面めん皮ぴだった。

「二人とも。すまないが後片付けを頼む」

「どこ行くんだよ」

　敬語を忘れる。この相手に使う必要はないと、理性とは別な部分が判断した。

「とりあえず歯医者だな。ついでに、そのままどこかメシ食いに行く」

　自分のことしか考えていない返答にイラつく。ぐつぐつと煮えたぎる腸はらわたが、俺の声を押し殺させた。

「それで、いいのか？　二人を呼び戻すって考えは、ないのか？」

「去る者追わずが僕の信条でな。うちの部に必要なのは、己の意思でこの部の戦士であろうとする者だけで充分だ」

「そうかよ」

　苛いら立だちのままに、瓦が礫れきを蹴けり飛ばす。

「……見損なった。横おう柄へいな時もあるけど、仲間を見捨てるようなことだけはしない。そういう先輩だって、思ってたんだけどな」

「……」

　部長はなにも言い返さず、部室を去っていく。後に残された俺おれたちは、立ち尽くすしかなかった。

　いろいろな感情がごちゃ混ぜになっていて、自分でも把握できない。そんな俺を見て、ラギが遠慮がちに声をかけてきた。

「ハチ……」

「悪い。ちょっとでいい。アタマ冷やす時間くれ」

　壁に寄りかかり、嘆息する。今の顔はとても見せられたものじゃなく、俺は腕で顔を覆おおい隠した。

　数十秒。とにかく冷静になることだけを自分に言い聞かせて、とりあえず落ち着く。

「……お待たせ。悪いな」

「いや、いいさ」

　ラギは鷹おう揚ように首を振ると、ポツリと呟つぶやいた。

「そろそろ潮しお時どき、かもさね」

　冷えたはずの頭を、鈍器で殴られた気分だった。

「どういう意味だよ？」

「身の振り方考えなきゃいけないってことさ。オレもお前も。部がこんな状況なんだから」

「お前も――」

　ラギまでも、この部に見限りをつけようというのか。

　所しよ詮せん、この輪をかけがえのないものだと思っていたのは、俺だけに過ぎなかったのか。

　怒りを通り越して絶望すら覚える俺に向かって、ラギは手のひらを突き出す。

「だから、そう早まるなさ。オレはお前ほど楽観的じゃない。常に最悪の事態を想像して動いてるってだけさ。可能性としてゼロじゃない限り、オレはこのまま解散ってことも考慮に入れざるを得ない」

　ラギは嘆なげくように片手を額に当て、弱々しく語る。

「オレだってこのままバラバラなんて嫌さ。でも、その可能性はそんなに低くない。……ハチ。お前だって、薄々そう感じてるんじゃないさ？」

　遠慮なく図星をつかれる。こんな状況を目の前に突きつけられて、それでもなお部員たちを信じられるほど俺はおめでたくなかった。

　それでも――それでも諦あきらめたくない。しかし頑かたくなに現実を認めようとしない俺に、ラギは追い打ちをかけた。

「お前には教えまいと思ってたけど、井いノの原はらが今どうなってるか知ってるさ？」

　俺の知らない井ノ原のことを知っている。その事実が少し複雑で機嫌が悪くなるが、大食い界のゴシップに詳しいラギのことだ。なにか情報を掴つかんでいてもおかしくないと言い聞かせて、自分をなだめる。

「なに、やってるっつーんだよ？」

「あの《怪物》と同じことをやってるって話さ」

「――!?」

　驚く俺おれに、ラギは深刻な面おも持もちで続ける。

「なんのつもりか知らないけど、学校休んでまで県内のあっちこっちで野試合してる。県内の主な戦士はあらかた片付けたから、これが東北に広がるのも時間の問題さね」

　なんのつもり――おそらく、あいつの言う『強さ』を手に入れるためだろう。《怪物》になりたいと望んだ井いノの原はらは、その行動をなぞっているのだ。

　俺は戦せん慄りつで固まる。

　それがお前の選択かよ、井ノ原。

　相当ショックを受けていると思われたのだろう。ラギは、声のトーンを若干落とした。

「井ノ原はそういうやつになっちまったってことさ。こいつは、ちょっと面倒くさいことになりそうさよ？」

「……」

　完全に言い負かされ、言葉を失う俺。ラギも言い過ぎたと反省したのか、肩を落としてテーブルの端を持ちあげた。

「とりあえず、部屋の片付けしようさ。それくらいは、最後にやってもいい」

　最後。

　そんな言葉に目を見開く俺に、ラギはすかさず口を挟む。

「冗談さ」

「……マジ、気をつけてくれ。ちょっと俺も動転してるからなにがきっかけで爆発するか分かんねえ」

　とりあえず体を動かしているうちに、心も鎮しずまるだろう。ラギと手分けして、せっせと部室の片付けを始めた。

　まずは一番邪魔なテーブルをゴミ捨て場に持っていき、散乱した調理道具などを元の位置に積み直す。中には包丁なども転がっていて、一歩間違えば本気でヤバかったんじゃないかと想像させた。

　最後にパイプイスを畳んで壁際にまとめる。随分とすっきりしてしまった部室は、見慣れた光景と別物のようだった。

「広く、なっちまったさね」

「……ああ」

　ラギのぼやきに頷うなずく。あれほど狭い狭いと文句を言い、肩を寄せ合っていた部室は今やがらんどうだ。

　こんなはずじゃなかった。今ごろは大会のために部員全員、一丸となって動いていたはずだ。それが、井ノ原が欠けただけでこうも見事なまでに瓦が解かいするなんて。

「こんなもん、だったのかな？　俺たちのつながりって」

　嘆なげきをたっぷりと含んだ呟つぶやきに、ラギも狭かった部室を惜しむような目で返した。

「それだけ、あいつの存在がデカかったってことだろうさ」

「……そうだな。ああ、そうだな」

　しみじみと返事を吐きだしながら、俺おれは実感していた。

　仔こ犬いぬのような、ムードメーカー。マスコット的な位置にいたあいつこそが、核だった。あいつが中心にいたからこそ、俺たちはまとまっていた。

　故に、井いノの原はらみのりを失った今の俺たちは、もはや烏う合ごうの衆なのだろう。



　部活、という雰囲気でもないので俺たちもそのまま部室を後にした。今日はバイトもないことだし、俺はラギと別れるとまっすぐ駅に向かう。

　その途中で、見知った顔に出会った。

「や」

　相手は人好きのする顔をして、軽く手なんか挙げてくる。この好青年は、この街の大食いメニューの頂点――三十人前のラーメン、通称『食しよく神しん』を提供する店の二代目店主であり、井ノ原の祖じ父いさんの弟子だ。

「あ、どうも。お久しぶりです」

　お辞儀をする俺に、名前も知らない店主が尋たずねてくる。

「いま、帰りかい？」

「ええ、まあ」

「そっか。よかったらさ、ウチ寄ってかない？」

「へ？」

　唐突な申し出にハトが豆鉄砲をくらったような顔をしていると、店主は提案してきた。

「ラーメン、奢おごるから」

　あまりにも脈絡がなく、推測されることはただ一つ。

　この人も井ノ原の噂うわさを耳にし、心配なんだろう。だから部活仲間である俺を、ラーメンで釣ってまで詳しい話を聞こうとしている。

「……はい、分かりました」

　ならば、断れるわけがない。事情を説明する義務が俺にはある。

　俺の返事に、店主はただでさえ朗ほがらかな顔をさらにほころばせた。

「はっはっは。悪いね、オッサンにつき合わせちゃって」

「いや、こちらこそわざわざ奢っていただいてスイマセン。でも、オッサンって歳としでもないでしょう」

「二十二にもなれば立派なオッサンさ。君も、なってみれば分かる」

　そういうもんかね。六年後っていうのは、あっという間なんだか果てしなく遠いんだか、微妙なところだけど。

　特に会話もなく、俺は食神の店へと連れていかれる。店に入ると店主は奥に引っ込み、頭にバンダナを巻いて戻ってきた。

「ちょっと待っててねー。ちなみにトッピングとか、リクエストに応こたえるよ？　今日は特別に、君だけのオリジナルラーメンを作っていい」

「や、せっかくだから、オーソドックスなので」

「ん。かしこまりました」

　と、茶目っ気を見せて用意を始める店主。ここで普通のラーメンを食うのは初めてなんだよな。食しよく神しんか、観戦の時にチャーハンを食べたことくらいしかない。

　この土地でオーソドックスと言うと、醤しよう油ゆラーメンになる。メニューには塩や味み噌そも並んでいるが、やはり店主の一押しは醤油だった。

「はい、お待ちどう」

　しばらくして、食神の三十分の一しかないラーメンが振る舞われる。たまには必死に食うのではなく、悠々と味を楽しむのも一興だろう。

　真夏のラーメンというのも、それはそれでオツなものだ。冷房の効いた店の中、俺おれはほかほかと湯気を立てるラーメンをふーふーしてすすり始める。

　うん、やはりしみじみウマい。煮に干ぼしが香る魚介系スープに、中太の縮れ面。俺が十六年間慣れ親しんだ味であり、インパクトはないがそれだけに毎日でも食べられそうな親しみを覚える。

　ズルズルと麺めんをすする。そのうち、ふと俺は店主がカウンター越しにニコニコと俺を眺めているのに気付いた。

「な、なんスか？」

「いや。君がこうやってのほほんと食べるのを見るのは初めてだからね。食神に挑んだ時の鬼気迫る表情もいいけど、良い顔をして食べるね。料理人として、嬉うれしいよ」

「……そりゃ、どうも」

　男に面と向かって言われて嬉しい言葉じゃないが、とりあえず素直に受け取っておいた。

「でも、それを言ったら井いノの原はらの方がよっぽどウマそうに食いますよ」

「だね。あの子は昔からそうだった。あの子の食べる姿があまりにも魅力的だから、ぼくは自分がロリコンなんじゃないかとハラハラさせられたよ」

　さっき二十二って言ってたから井ノ原との歳としの差は……六歳か。うん、ちょっと俺たちくらいの年とし頃ごろだと犯罪的だよなあ。もうちょい歳とると、それくらい誤差の範はん疇ちゆうだけど。

「でも、その子が今は食べることが辛つらそうだ。そんな噂うわさを耳にしたんだ」

　――やはり、そのことか。昔から井ノ原を知る人間の一人として、この青年もまた井ノ原を心配していた。

　言葉に詰まる俺を慮おもんぱかってか、店主の方から訊きいてくる。

「負けたのかい？」

「……はい」

　店主はかすかに表情を曇らせて、呟つぶやいた。

「そっか。若いころに挫ざ折せつや迷いはつきものとはいえ……あの子らしくないね。自分の原点を思い出せば、一回や二回負けたところでどうってことないのに」

「原点？」

　そっくりそのまま復唱する俺おれに、店主はゆったりとした仕草で首を縦に振る。

「そう。原点だよ」

「それって……祖じ父いさんに喜んでもらえるから、って話でしたっけ？」

「いいや。その前の段階さ。きっとそれは、ほとんどの戦士に共通することだとぼくは思っている」

「そ、それって!?」

　井いノの原はらが自分の原点を思い出せば、モチベーションが復活するかもしれない。そんな期待から前のめりになる俺に、店主は苦笑した。

「ドヤ顔で語るほどのことでもないんだけどね。もっとシンプルな、誰だれにだって分かることさ」

　もったいぶらせた言葉。俺が痺しびれを切らしそうと察したのか、店主はすぐさま口を開く。

「食べるのが楽しいから」

　それは、俺が思っていた以上にシンプルな答え。

　予想外の回答に反応できない俺に、店主はニンマリと目を糸にして言う。

「大食いをする理由なんて、それだけで充分じゃないかい？」

　たしかに。大食いだけじゃない。すべてのことは、結局のところその一言に収しゆう斂れんされる。

　楽しいから。

　挫折も迷いも、所しよ詮せんは楽しむためのスパイスに過ぎない。

　勝てないからこそ、思考錯誤する。その時間すら楽しかった。俺にそのことを思い出させた店主は、さらに続ける。

「あの子は戦士たちの中でも特にそうだった。誰よりも食べることを愛していた。誰かのために戦うことよりも、自分の誇りを守ることよりも、ただ食べるだけの行為が大好きだったんだ。そんな彼女を狂わせてしまうのが、勝負の恐ろしいところかな」

　店主は俺の目をまっすぐと見み据すえ、問いかける。

「分かるかい？　あの子はちょっと、自分を見失っているだけだ。あの子が求めているものは、きっとすぐ近くにある」

「……はい。俺のやるべきことが、見つかりました」

「なら、あの子にもう一度分からせてやってくれないかな」

　一拍、間を置いて店主が語ったこと。



「――大食いはこんなにも楽しいんだってことを」



　それはきっと、俺たちが情熱を注ぐことの真理だった。

　こうしちゃいられない。俺おれは麺めんを一気にすする。その勢いのままスープまで一気に飲み干すと、丼どんぶりを置いて席を立った。

「ご馳ち走そう様さまです！　あ、あのっ、ありがとうございました！」

「いや、礼を言うのはたぶんぼくになるよ。ぼくは助言を与えるだけで、彼女を助けるとしたらそれは君の仕事だ」

　店主はそう言うが、俺は深々と頭を下げる。体を起こすと、居ても立ってもいられず走りだした。

　方針はできた。俺にとっての起源が井いノの原はらならば、井ノ原にとっての起源はここだ。

　ならば、やることは一つ。かつて俺が幼なじみに、大食いには本気になる価値があると示したように――

　もう一度、食べることによってあいつの根底にある本能を呼び起こそう。



　そう決意したは良いものの、井ノ原の足取りはまったく掴つかめなかった。

「すっげえ空回りっぷり」

　バイト先の食堂『ひまわり』の控え室で俺は、ついぼやく。それくらい自分が情けなかった。

『食しよく神しん』の店主に道を示されてから、丸一日以上が経過している。しかし井ノ原はラギの情報網にも引っかからず、井ノ原の行動に詳しそうな仙せん石ごく先輩でさえも井ノ原の行動が読めなかった。

　んで、気付いた時にはもう大会前日っていうね。正直、こうしてバイトに勤いそしんでいる場合じゃない。しかし、バイトの休みをもらってまで井ノ原を探さない理由に俺は気付いている。

　拒絶されることへの恐れ。俺の体を縛っているのは、それだ。

　ドア越しに聞こえた井ノ原の声は今でも耳にこびりついている。あの声からは井ノ原らしい、仔こ犬いぬのような愛あい嬌きようが失われていた。

《怪物》なのだ。俺たちが相対した、あのおぞましい存在に井ノ原もなってしまった。ならば、俺がかけられる言葉などあるだろうか。

　守ってやれ、と言われた。しかし俺は無力で、こうして働くことによって現実から目を逸そらすことしかできない。

　だが、仕事が終わると嫌でも見ないようにしていたものを直視しなければいけないわけで。俺がため息交じりに白衣から高校の制服に着替えを済ませると、厨ちゆう房ぼうから声が聞こえてきた。

「違うなぁ。やっぱり、一味足りない」

　とっくに閉店の時刻は過ぎ、静まり返った店の中。真剣な面おも持もちで青年が寸ずん胴どうと睨にらめっこしていた。

　清潔感のある白衣姿。端正な横顔は、とても三十半なかばには見えない。

　というのがうちの店長であり、俺おれの叔お父じでもある男だ。寸ずん胴どうを前にして腕組みしている叔父に、俺は声をかける。

「味、変えるんスか？」

「ん？　いや、ちょっとアレンジを加えるだけさ。夏だし、興味を惹ひくような冷やし中華でも作ろうと思ってね」

　目だけこっちに動かして答える叔父に、俺は感心する。

「へえ。いいじゃないですか。最近、微妙に売り上げ落ち込み気味だったし、フェア商品的な展開でテコ入れっていうのは効果あるんじゃないスかね」

　普段は妄もう言げんが絶えない叔父であるが、たまにはまともな提案をするものだ。奇き矯きような発言で忘れがちだけどこの人、さりげに料理人としてはそうとう優秀なんだよな。

　調理の腕は言うまでもなく、経営戦略もなかなかのものである。ある程度の常連を掴つかんでおきながらこうして飽くなき探求をするあたり、ただの仕事以上の楽しみを見み出いだしているのだろう。悩んでいる時間ですら、娯楽の一部なのかもしれない。

　そんな叔父に好感を覚える。俺も願わくは、こんな人生を送りたいものだ。

　人生の後輩として羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けていると、叔父はいたって真顔のままで続けた。

「しかしね、どうも私のイメージする味と違う。やはりこの味を完成させるにはスクール水着が必要だ。それも、女児が一度着用したものが望ましい」

　予想の斜め上を行き過ぎて大気圏外までぶっ飛んでいる発言に、俺の脳が理解を拒こばんだ。

　そう。忘れてはいけない。俺の叔父は何のためらいもなく、こんな常軌を逸いつした言葉を吐ける人間なのだ。うん、見直したかと思ったけど、やっぱりいつもの叔父だった。

「さすがに、それは保健所的にストップがかかるんじゃないスかね。それじゃ、お先失礼します」

　スルー推奨。俺は何事もなかったかのように、その場を立ち去る。

　……どっか、新しいバイト先探そうかな。

「ああ、お疲れ。……まあいいか。トマトピューレで代用しよう」

「そんなもんで代用できるんだったら、最初からそこに妥協してください」

　足を止めて進言する俺に、叔父はキメ顔で答えた。

「ハチ。職人はね、ときに妥協が必要な時もある。だけどそれを言い訳に使うようじゃ、職人として死んだも同然だと思うんだ」

　言葉の表面だけをなぞればとても良いことを言っているように聞こえるが、所しよ詮せんは狂人のたわ言である。その証拠に叔父は、

「スクール水着を煮込むとね、灰あ汁くを吸い込みつつ上質の昆布のような滋味深いダシが出るんだよ」

　と主張しつつ、戸棚をガサゴソと漁あさり始める。

　イカれている。俺はそのうち身内から逮捕者が出るんじゃないだろうかと戦々恐々し、早いうちにこの人に病院を紹介した方がいいんじゃないだろうかと心配した。

　親父おやじあたりに、相談しよう。そんなことを考えて帰路に着いた。

　バイト先から電車で二十分＋最寄りの駅からチャリで三十分。正直、最寄りという言葉の意味を考えたくなるような気の遠くなる距離なのだが、トレーニングの一環と考えればやる気も出る。

　微妙な傾斜を、えっちらおっちら上っていく。家に着くころにはいい汗をかいていて、俺おれは自室に荷物を置き次第、風ふ呂ろに向かうつもりだった。

　しかし、俺の部屋には我が物顔でくつろぐバカがいた。

「うぃーっす。ハチ兄ぃ、暇？」

「……概おおむね」

　そんな曖あい昧まいかつテキトーな返事をすると真ま白しろは自分の胸を隠した。

「おおむねってなんだよ？　アタシのオッパイが大きいってことか？」

「いや、すまん。暇そうで暇じゃない、少し暇な状態だからお前の相手をするのもやぶさかじゃないってことだ」

「やぶさかってなんだよ？　馬に乗って走りつつ、弓を射るのか？」

「流鏑馬やぶさめな、それは」

　なんで流鏑馬が分かってやぶさかが分からないんだよ。

　と疑問に思ったがこれは、うちの県の伝統行事だからかもしれない。俺たちが住んでいる山間部とその行事がある海沿いでは一〇〇キロ近く離れており、まるで違う文化圏なのだけど真白も一応、存在だけは知っているようだ。

　真白はバカ過ぎてたまにこっちの斜め上の返答をしてくる。天才と紙かみ一ひと重えの存在だが、残念なことに紙一重でバカなんですよ。

「やぶさかは置いといて、なんの用だ？　明日、大会あるからちょっとだけなら付き合ってやるよ」

「じゃ、いつもと趣向を変えて非電源ゲームやろうぜ」

　非電源ゲームとは読んで字のごとく、電源を使わないゲームだ。つまるところテレビゲームではなく、代表的なところだと将棋やオセロなどのボードゲームとなる。

「まあ、たまにはいいか。なにやるつもりなんだ？」

「ツイスター」

「断固拒否する」

　年とし頃ごろの女子が、なに考えてんだ。

　しかし真白は、俺の強硬な態度にもかかわらず食いさがってくる。

「えー、やろうぜー。部屋の片付けしてたら出てきてさー、無性にやりたくなったんだよ。くんずほぐれつ、いい汗かこうぜー」

「妙な言い方するな！　っつーか、二人でツイスターってどうやるんだよ。ルーレット回す役いないじゃねーか」

「あー、そいつは盲点だったな」

「盲点じゃねえよ。見えてるよ、見え見えだよ」

　思い付きだけで行動するからこういうアホなオチがつくんだよ。もうちょっと、考えるということを学習してくれ。

　しかし俺おれの願いは届かず、真ま白しろは即座に腰を上げる。

「んじゃ、おじさんかおばさん呼んでくるか」

　ここで言う『おじさんかおばさん』とはすなわち俺の親のことで、断じてそんなことをさせるわけにはいかなかった。

「やめて。お前は親の前でなにさせようとしてんの？」

「えー。でも、ウチの親呼びに行くの面倒くさくね？」

「そういう問題じゃねえ……っていうか、それはもっとやめろ！」

　真白の親――特に母親の銀ぎん子こさんは、ことあるごとに俺を婿むこに迎えようとするから、ツイスターでくんずほぐれつしようものならば、それは格好の餌えさを与えることになる。ついでに言うとうちの親も真白のことを気に入っているので、周りが結託して外堀を埋めてくる可能性もある。当事者たちを差し置いて四し面めん楚そ歌かすぎるんですけど。

「もー、ハチ兄ぃは我がままだなー」

　ぶーぶーと唇を尖とがらせる真白。俺はなにも間違ったこと言ってないと思うのだが、その辺は長い付き合いだ。こいつの頭がかわいそうなことくらいとっくに承知済みなので、大らかに受け入れてやる。

「はいはい。とりあえず、俺がルーレット回してやるからお前が一人でやればいいんじゃね？」

「んー、なんかツイスターの定義が曖あい昧まいになるけど、それでいいか」

　納得しやがった。ゲームの本質を理解していながら、それをないがしろにするテキトーっぷりに脱帽である。

　そのうち、俺なんかじゃ想像もつかないような大物になるんじゃないだろうか、こいつ。呆あきれを通り越してそんな戦せん慄りつを抱きつつ、俺はルーレットを回す。

「んじゃー、右手を赤ー」

「よっしゃあ！」

　無駄に気合を入れて右手をつく真白。続けて右足を黄色。同様に、指示に従って動いていく。見ていて「体柔らかいな、こいつ」と感心させられた。

　だが、まだまだ序盤。俺の経験上、キツくなってくるのはこれからだ。

「次ー、左足、青ー」

「左……青っ？　うぉ、これは……」

　傍はたから見ていても、かなり厳しい位置だ。このアホのことだから、次にどこに手足を置けばその次が楽になるかとか、考えないでやっているし。

　実際、真白はすでに今の体勢を維持するのだけでもいっぱいいっぱいといった感じ。それでも懸命に体をひねるのだが――

「んっ……はぁっん！」

　いきなり妙な声を上げられて、俺おれはぎょっとした。

「よっし！　どうだ!?」

　真ま白しろはブリッジになって、逆さまのアングルから得意げな視線を送ってくる。シャツがめくれてまたヘソがご開帳。本人はそれに気付いていないのか、『早く続きを』って顔で目を輝かせている。

「あ、ああ、うん。じゃあ、次、左足、黄色」

「黄色……っと。……ん、あっ、くぁああ！」

　やめろ。はぁはぁ息荒れさせんな。顔赤くしてこっち見んな。恋愛対象にならない妹分といえども、そんな声出されたらさすがにモヤモヤすんだろうが。

　ついでに言うと、今姿勢を変えたことによって、ちょうどこっちに向かって胸を強調するような状態になる。いわゆる、グラビアアイドル的な女め豹ひようのポーズだ。

　襟元から覗のぞく谷間に俺の目が釘くぎ付づけになる。真白もそのことに気付いたのか、瞳ひとみを潤うるませて怒鳴った。

「ば、馬ば鹿か！　スケベ！　とっと早く次の指示出せよ！」

　やべえよ。これ以上続けたら絶対親が聞きつけてくるって。なんとかこの状況を打開する策はないか……と考えて、俺は閃ひらめいた。

「あー！　なんだか俺も急にツイスターをやりたくなってきたなあ！　真白、交代してくれないか!?」



    

  
    
      



    

  
    
      「お、おう？　うん、ハチ兄ぃがそこまで言うんだったら代わってやってもいいぜー」

　真ま白しろはほっとした顔になると、体を起こす。ふう……これで危機は去ったか。

　ルーレットを回す真白の指示に従って、俺おれは手足をついていく。

「そーいやハチ兄ぃさぁ、この前の件どうなった？」

「この前？」

　と言われて思い当たるのは、俺と井いノの原はらの敗北についてだ。

「あ、……いや、なんつーか、俺はともかく井ノ原のやつがちょっと、な」

　俺は真白に、井ノ原が部活から離れた上に道義に反することをしていると説明する。真白はルーレットを回しながら、気のない返事を寄こした。

「ふぅん。ま、アタシ的にはやっぱり、って感じだな」

　そう思っていたなら、もっとちゃんと主張してくれ……と思ったけど、どっちみち結果は変わらないか。

　俺は真白に指示されるままに体を動かしながら、今日までのことを振り返る。

「あいつの気持ちは分からなくない……って言ったら、驕おごりになるか。俺はなんだかんだで、負けることには慣れてるからな」

「弱小野球部だったもんな」

「うるせぇよ」

　事実だからしょうがないが。

　しかし、だ。そんな俺にあの若き店主は教えてくれた。

「まあ……それでも、あいつの目を覚まさせてやることはできると思うんだ。あいつが自分の原点を見失ってるんだったら、それを見せてやればいい」

「どうやって？」

「俺がお前にやったのと一緒だよ」

　そう。いつだって俺にできるのは、これくらいだった。

「俺がお前に本気を示したように、今度はあいつに大食いの楽しさを示してやればいい。それだけで、あいつは分かってくれると思う」

　食うだけ。

　俺も人のことを笑えないくらいバカだから……それしか、できない。

　真白はルーレットを回しながら、皮肉気な笑みを寄こしてきた。

「大食いに本当にそういう価値があるならさ、戻ってくるだろ。ハチ兄ぃがなんかしなくても」

「う。そ、そうかよ」

　たしかに、真白の言う通りかもしれない。妙なところだけ察しがいいのだ、こいつは。

　井ノ原も野試合をしているというのならば、勝負を通して気付くだろう。自分のしていることがいかに虚むなしいことか、と。

　しかし、すでに大会は翌日。果たして井いノの原はらが目を覚ますのは、間に合うだろうか？

　不安を抱かかえたまま、夜が過ぎていく。

　こうして俺おれたちは――

　ついに井ノ原みのりを欠いたまま、全国フードファイト高校生選手権大会、東北ブロック予選を迎えることになった。



　七月の第二土曜日。俺は地元から電車に揺られて一路、大会会場を目指していた。

　部は井ノ原が戻らないどころが全員がギクシャクしたままだが、行くだけは行ってみよう。交通費が無駄になるかもしれないが、なにもせずに諦あきらめるよりは建設的だ。

　やらなくて後悔するより、やって後悔する。

　すがりつく希望が藁わらより細くても、そんなポリシーに殉じゆんじようと思った。

　やがて、電車は高校の最寄りである葵あおい橋ばし駅に着く。ガラガラの電車の中、わざわざ俺の隣に腰掛ける影があった。

「よっ」

　ヤンキーみたいなルックスと、気さくな笑顔。

　ラギは当然って顔で俺の横にいた。あれほど、大会の出場そのものに悲観的な見解を示していたのに。

　俺が驚きで声を失っている一方、ラギは抜け抜けと普段通りの態度で接してくる。

「いやー、ついに来ちゃったさねー。大会の日が。オレ、緊張して昨日は寝られなかったさよ」

　飄ひよう々ひようとしたその口ぶりからは、この場を和なごますための冗談のように聞こえる。だが目の下のクマが、ラギが敢あえてこんな態度を取っているのだと語っていた。

　だからこそ、俺も遠慮なく尋たずねる。

「勝てると思うか？　こんな、バラバラの状態で」

「ムリだろうさね」

　あっけらかんと即答。だが、その言葉に俺は逆に安心した。このリアリストが現実から目を逸そらしたような発言をしたら、その時こそ本当に救いようがないのだろうから。

「まー、不謹慎かもしれないけど、今回は大食いしてる美少女ウォッチング、くらいの感覚で行くさ。それなら交通費も惜しくない」

「そのためにわざわざ、往復四千円かよ」

「高くはないさ。妥当、妥当」

　八や重え歯ばを見せて笑うラギ。

　それに、本当に救われた。

「――サンキュ」

「礼には及およばないさ」

　親愛の証あかしとして、共に拳こぶしをぶつけ合う。その痛みが、不安で沈んでいた心を奮わせた。

　どうしようかと思っていたのだ。本当に、このまま部がバラバラになったら。

　だが、こいつはこうして隣にいてくれる。過か食しよく倶く楽ら部ぶを新たな居場所としていた俺おれにとって、これほど心強い存在はなかった。

「ちなみに向こうの車両、仙せん石ごく先輩がいたさ」

「……へえ。あの人も」

「この電車逃がすと、一回戦に間に合わないしさ」

　田舎なので、一本逃すと次は一時間後とかざらである。俺ももしかしたらこの電車で全員集合できるんじゃないかなー、なんて期待していたのだが――

「部長は？」

「……一本早い電車で行ったんじゃないさ？　もしくは、親に車で送ってもらうとか」

　ラギはそう言ってはぐらかす。本心としては、五分五分といったところか。

　結局、俺たちは半信半疑なのだろう。井いノの原はらという核を失ったままで、チームとして成り立つのか、と。

　不安をぬぐえぬまま、俺たちは会場に到着する。地方予選の会場は毎年変わるらしく、今年はたまたまうちの県にある総合体育館だった。

　体育館は大中小と三つのホールがあり、大会が行われる大ホールはバスケのオールコートが二面入る大きさ。資料によると観客席は五千席に及およぶという、県内でも有数のイベントスペースだ。

　外から会場を眺めているだけで緊張がみなぎってくる。周りには同類であろう高校生たちがちらほらしていて、彼らの顔も一様に強こわ張ばっていた。

　意気込みを感じさせる彼らと違って、俺とラギには少しだけお通夜ムードが漂ただよっていただろう。開会式の前からそろって肩を落とし、とぼとぼと入口に向かう。

「とりあえず、部長が先に来てエントリー済ませてるかどうか確認するさ」

「そうだな」

　俺とラギ、仙石先輩がいればひとまず試合は成立する。団体戦は五人全員揃そろっている必要はなく、三勝すればいいというルールだからだ。

　極論を言えば、チームの人数が三人でも一向に構わないのだ。一敗たりとも許されないという状況になるだけで。

　周りに流されるまま受付を目指していると、ふと、仙石先輩の姿を見つける。しかし先輩は、こちらに気付くことなく人ごみの向こうに消えていってしまった。

　……ま、いいか。ここまで来てくれたんだから、試合になったら合流してくれるだろう。

　楽観的にそう考え、ラギの背中にくっついて受付に赴おもむく。

「すいません。葵あおい橋ばし高校なんですけどー」

　受付を務める中年の女性はラギの反社会的なルックスに一瞬ぎょっとしたが、すぐに手元の書類に目を走らせた。

「葵橋高校、ですか？　すでに受付を終えられているようですが――」

「あ、そうですか？　すいません、お手数かけました。失礼します」

　立て板に水、ということわざ通りにラギはまくしたててその場を後にする。その手腕は、ちょっと感心するくらいだ。

　さて、そうなると誰だれがエントリーを済ませていたかということだが――

「どうやら、部長も先に来てるみたいさね」

「ふぅん」

　井いノの原はらを切り捨てておきながら、どの面つら下げてここに来たのだか。

　そんな不満が声に出ていたのか、ラギは苦笑した。

「そうヘソを曲げるなさ。あの人もあの人なりに、考えがあるんだろうから」

「だといいけどな」

　すぐには納得できない。できるはずがなかった。

　ラギは「参ったな」という感じに頭を掻かくと、名案だとばかりに手を合わせた。

「ハチ。お前はその辺散歩してろさ。会場の雰囲気に慣れておくっていう意味でも」

「……そうだな。そうしとく」

　言われた通り、気の向くままにぶらつく。とりあえずはアリーナ席に上って会場を俯ふ瞰かんしてみるか。

　階段を上り、二階に向かう。段差をつけてイスが並んでいる、ごく平凡な構成の観客席が設けられていた。

　まだ開会式前だというのに、それなりの席が埋まっている。意外と大食いという競技に興味がある人間がいるみたいだ。

　ちょっと気き後おくれしつつも、ホールを眺める。大ホールには四つのステージが並んでいて、あの上で戦うとのことだ。

　ステージの上には会議室にあるような長机が二つ、向かい合うように並んでいる。ステージから降りると、似たようにベンチが平行に二本。

　ベンチの間隔は狭い。これはラギによると「大食いは競技人口が少ないから、試合中に他校と交流できるようにしたのさ」とのことだが、ぶっちゃけ巨大なお世話に思える。

　今回参加するチームは合計三十二チームで、試合は準々決勝まで四試合並行に行われる。優勝するためには五回の大食いを一日でしなければならない、過酷なワンデートーナメントだ。

　ルールを確認していると、いよいよだ、という気持ちが強くなってくる。ここまで来たらもうやるしかない。

　そう腹をくくっていると、後ろから声をかけられた。

「や」

　振り返るとそこには見慣れた巨乳。デコを出した明るい色のロングヘアーに、露出を惜しまないファッションセンスをしているのは、俺おれのバイト先の常連さんである女子大生だ。

「こんなところまでアンタは……本当に観戦が好きなんスね」

　なんでも、そういう趣味があるそうだ。俺おれの指摘に女子大生は乳を揺らして笑った。

「はっはっは。それもあるが、今日は仕事でね。解説として呼ばれているんだ」

「解説？」

　……って、スポーツにはつきもののアレか？　それを、なんでこの人が？

　俺がきょとんとしていると、女子大生はなにかをこちらに差し出してくる。

「いや、失敬。改めて自己紹介しよう」

　名刺だった。そしてそこに記されている肩書きに、俺は唖あ然ぜんとする。

　フードファイター。

　たしかにそう書かれている。名刺から顔を上げると、女子大生は俺の反応を楽しむようにニヤニヤしていた。

「牛うし島じま伊い緒お。過か食しよく倶く楽ら部ぶのＯＧであり、プロのフードファイターをやっている。今後ともよろしく」

　予想外の展開すぎて、脳がついていけなかった。女子大生――改め牛島さんに、俺はアホ丸出しの顔で尋たずねる。

「……え？　あの、大学通ってるとか――」

「兼業だ。キャンパスライフってやつを謳おう歌かしたくてね」

　前々から思っていたけど……優雅な人だ。つくづく自分の価値観で生きているというか、なんというか。



    

  
    
      



    

  
    
      「というわけだ。今日はいい試合を見せてくれたまえよ？」

「は、はあ。頑張ります」

　いまだに回復が追いつかず、語尾は弱々しくなる。店でビールを呑のんでいる姿しか印象にない俺おれとしては、いまいち牛うし島じまさんがすごい人だという実感がわかない。大食いだけで生計立てるって……可能なのか？

「あの、プロって、職業として大食いやってるってことっスか？　成り立つんですか、そんなの」

「そんなのとは、お言葉だな。ちゃんとスポンサーと契約して、それ相応の収入を得ている。まあ、世間一般で言うアスリートたちと変わらないよ。気になる年収も、一人で生きていける程度の稼ぎはある」

　それこそ、毎晩のように馴な染じみの店で晩酌できる程度にね。

　牛島さんは艶つやっぽく笑い、かと思うと急に真剣な顔つきになった。

「ときに、他の部員たちの調子はどうだい？」

　牛島さんの問いに、俺の顔がこわばる。それだけで牛島さんには事態が伝わったようだ。

「なるほどな。やはり、危き惧ぐしていたことが起こったか」

「やはりって……牛島さんは、ここまで予想していたんですか？」

　井いノの原はらの抱かかえる危うさだけでなく、その先の展開まで。牛島さんは不意に視線を、遠くに投じた。

「君も感じただろう？　彼女の引力を」

　当然だ。井ノ原は、俺をこの世界に引きずり込んだ張本人なのだから。

「昔からそうだったよ。彼女はとにかく、人を惹ひきつける魅力があった。彼女がいたからこそ丑うし米ごめ満みちるも、仙せん石ごく舞まいもこれほどまでに戦士として大成した。そんな人物がいなくなれば、瓦が解かいは必至だろう」

　井ノ原みのりと肩を並べられる。そういう存在であろうと努力した結果が、今のあの二人だという。

　そしてそれは、二人だけに及およばないのだろう。この俺が、その一人であるように。

　それほどの人間だったのだ、井ノ原は。たとえ今は道を見失っていたとしても、あいつが歩んできた道は、たしかに残っている。

　あとは本人がそれに気付くかどうか……なのだが、それはいつのことになるやら。ひとまず今日の大会に間に合うかどうかは絶望的で、牛島さんも肩を落とした。

「ま、今となってはどうしようもない話だがね。あとは彼女が、自力で立ち直るのを祈るしかあるまい」

「そう、ですね」

　俺の声のトーンも落ちる。牛島さんは腕を組むと、ふむと頷うなずいてケータイを取り出した。

「とはいえ、このまま放置というのも忍びない。後輩のために多少は尽力してやろう」

　なにやらキーを打ち始める。なんだろう？　『分からなかったらググれ』が信条の牛島さんだが、検索したところで井いノの原はらを復帰させる方法は見つからない気がする。

　俺おれがぼんやりとケータイのストラップになっている十二面ダイスを見つめていると、横合いから耳をつんざくような怒声が飛んできた。

「あ、いた！　牛うし島じまぁ！　とっくに打ち合わせの時間過ぎてんだろうが！　お前のトロさは本っ当に牛並みだよなぁ！」

　思わず身を竦すくめる。しかし当の牛島さんは平然とケータイをいじったままだ。

「落ち着きたまえよ、永と遠わ子こ。選手が見てるぞ」

「げっ……ご、ごめんねー。今のは、聞かなかったことにしてくれるかなー？」

　ちょっとひきつった笑顔で頼みこんでくるのは、テレビでよく見る顔だ。倉くら橋はし永遠子。地方局のアナウンサーであり、夕方のニュースの顔であるのだが……こんな本性を持ち合わせていたのか。

　活発で理知的であり、俺の周りではそこらのアイドルよりよっぽど人気があったのだがドン引きだ。幻滅のあまり、俺は首をコクコクと振ることしかできなかった。

「さて、急用を思い出した。では少年。健闘を祈るよ」

　何事もなかったかのように、颯さつ爽そうと去っていく牛島さん。倉橋アナウンサーはそれに追いすがりながら、ぐちぐちと文句を垂れた。

「お前、なに呑のん気きにメールなんか打っちゃってるわけ？　お前のせいで段取りめちゃくちゃなんだよ？　バカなの？　死ぬの？　真しん鍮ちゆう製の牛の模型に入って焼かれるか？　あ、でもお前乳牛だから、焼いたとしても乳臭くさくてとても食えたもんじゃないよな。ったくマジ使えねーわこのメス牛」

「ちなみにメールしていると見せかけて録音機能を作動させており、この音声がネットにアップされたら面白いことになると思わないかい？」

「伊い緒おちゃーん。今日の仕事終わったら打ち上げで焼肉行こうかー。奢おごるよー？　超奢っちゃうよー、うち」

「その前に先月貸した五千円を返してくれ。別に私はカウカウファイナンスではないが、金の貸し借りに関してはきっちりしておけというのが親の教えでね」

「ああ、五千円ね。うん、返す。すぐ返すよー。もう、利子だってつけちゃう。……お給料入ったらね」

　遠ざかる二人の背中を見て、俺はしみじみと呟つぶやいた。

「……嫌なものを見てしまった」

　世の中には知らない方がいいこともある。俺はそれを肝に銘じるのだった。

　さて、そろそろ開会式だろうか？　まだ間があるようだったらトイレにでも行っておこうかな、とケータイで時間を確認する。

　そこでちょうどよく、アナウンスが入った。

《選手の皆さんに連絡します。これより、開会式を始めます。選手の皆さんは、速やかに所定の位置に集合してください》

　――ついに、来た。

　極力、なにも考えないようにしてホールの入口へと向かう。溢あふれる人ごみに委縮したが、そこからはみ出す銀色の頭を見た瞬間、そんなものは吹き飛んだ。

　向こうも俺おれに気付いたらしく、視線を寄こす。しばらく顔を合わせていなかったが、ふてぶてしさは健在。井いノの原はらが来ないことを、なんとも思っていないような面つらだった。

　できれば、その顔を殴り倒したくある。だが今はそんなことをしている場合ではない。怒りを抑えて、すでに来ていたラギや仙せん石ごく先輩の後ろに並んだ。

　心臓がドクンと跳ねる。それは大会の始まりを告げていた。

　始まるのか。

　始まって、しまうのか。

　また戦えるという高揚はない。井ノ原を欠いたまま戦わなければならないという不安だけが胸に重くのしかかっている。

　周りは意い気き軒けん昂こう。この日のために培つちかってきたものを、仲間たちとともにぶつけようという気配に満ちている。

　そんな中で、こうしてバラバラのまま素知らぬ顔で並んでいる自分たちが酷ひどく場違いに思えた。



　　　●



　戌いぬ井い八や千ち代よたちが試合を迎えるころ、

　もう一つの戦いが始まろうとしていた。

　町まち田だ真ま白しろがその場に居合わせたのは、偶然である。幼なじみが大会に出るというので、それを冷やかしに行く前になにか土産でも買っていってやろうと思わなければ、スルーしていただろう。

　葵あおい橋ばし市は真白や八千代が住む街より発展しており、住人たちは特別な買い物はもっぱら地元よりこっちを愛用している。真白も行きつけの店で気に入ったものを購入すると、ビニール袋をブラブラさせて駅へ向かっていた。

　その途中で、腹が鳴った。真白は面倒くさくて朝食を抜いていたことを思い出し、丁度いいから少し早めのランチとしゃれこもうか、と店を探す。

　肉が食べたい気分だった。真白は近くにあった「ハンバーグセット　五〇〇円」という幟のぼりに釣られて、ほいほいその店に入る。

　通りに面してガラス張りになった、ファミリーレストラン風の店構え。客層も家族づれが多く、一人で入るのには気き後おくれしそうだがメシを食うだけのことでいちいちそんなことを気にする真白ではない。店員に「お一人様で」と告げ、案内されるまま席へと向かう。

　その視界に、奇妙な光景が映った。

「ん？」

　小学生くらいの少女と、大学生くらいの青年。兄妹きようだいには見えず、あきらかに不釣り合いな二人であるが真ま白しろはその少女の方に見覚えがあった。

　見覚え、どころの話じゃない。その存在ははっきりと真白の記憶に焼き付いている。だというのに、真白は彼女がその本人だという自信がない。それくらい、彼女は変わり果てていた。

　和なごやかな食事、というムードではなく、二人は速さを競うように料理にがっついている。料理はかなりボリュームがあり、体育会系らしいがっしりとした体格の青年も苦しげに顔を歪ゆがめていた。

　それに対して、少女の方は表情を微動だにさせない。淡々と料理を口に運ぶその様は、不気味ささえ感じさせた。

　ピッチャーという人種に共通するスキルなのだろうか。真白は幼なじみと同じく、少女の後ろに幻視を見ていた。

　沼だ。

　あれは、料理ごと相対する人間を呑のみこむ底なし沼だ。

　やがて、少女がナイフとフォークを置いた。紙ナプキンで無造作に口をぬぐうと、勝ち誇るでもなく告げる。

「わたしの勝ちですね」

「……くそっ」

　青年は財布から千円札を数枚取り出すと、少女に向かって放ほうり投げてその場を去った。真白はその行為に目を剥むく。それは、ないだろう。さすがに、それはない。

　紙幣を財布にしまってソファから立とうとする少女の進路をふさぐ形で、真白は近寄った。

「なにしてんスか？」

　真白は意図していたより低い声が出たことに、自分で驚く。ここまで感情が冷え切っているのは、誇張ではなく珍しかった。

　唐突に現れた真白に驚くわけでもなく少女――井いノの原はらみのりは帽子の奥に表情を隠して答える。

「なにって、勝負ですよ？　負けたら料理の代金＋千円。そういうルールで、賭かけ試合をしてるんです」

「……アンタにとって、大食いってのはそんなもんだったのかよ？　所しよ詮せん、金かね儲もうけの道具に過ぎなかったってのかよ？」

　目上の人間にはどんなにテキトーでも敬語を使う。そう刷り込まれている真白が敬語を忘れるほど、腸はらわたが煮えくりかえっていた。

　みのりに対して反感は覚えていたが、それは相手の強さを認めていたからだ。大食いはたしかに馬ば鹿からしいことだが、そこに彼女たちなりのプライドが存在していることは認めざるを得ない。だからこそ、その輝きに負けるものかと反発していた。

　それが、今はどうだ。道義に反することをしているとは聞いていたが、ここまでとは思っていなかった。

　誇りなどかけらも見当たらない。真ま白しろは、大食いを金かね儲もうけの道具としか考えていないようなみのりの振る舞いに失望し、場所もわきまえず相手の胸倉をつかみたい気分だった。

　だが、みのりの返答は平板なものだった。おそらく、実際に胸倉をつかみ上げられたところで変わらなかっただろう。

「誤解しないでください。わたしは別にお金とかどうでもいいんですけど、こっちの方が挑んでくれる人が多いので。ただの大食い自慢だけじゃなくて、ちゃんとした戦士も挑戦してくれるんですよ？　わたし、もう二十四人も倒しちゃいました。かなり成長してるってことですよね、これって」

　真白は思わず声を失った。あの幼なじみは、こいつから目を離していったい何をやっていたのか。

　同時に、軽々しく『戻ってくる』などと言った自分の無責任さを恥じたくなる。これはもう、手遅れだろう。こいつはとっくに終わっている。

　以前会った時にも、兆候はあった。大食いにかける、行きすぎた情熱。それはいずれ、みのりにとって「自分にはこれしかない」という強迫観念になるだろうということは目に見えていた。

　だが、ここまでおぞましい成長を遂とげるとは。

「やめろよ。アタシはアンタが大嫌いだけど、そういうことはしてもらいたくない」

「あなたにそんなこという権利はないでしょう？　同じ土俵に立ってもいないくせに」

　売り言葉に買い言葉。

　つい、反射的に真白は口走っていた。

「なら、上がればいいんだろ？　同じ土俵に」

　後先考えない性格は自覚しているつもりだったが、さすがの真白も「早まった」と反省した。しかしみのりは、死んだ魚のように虚うつろな目で真白を見み据すえてくる。

「――へえ？　わたしと、やるっていうんですか？」

　だが、その目が真白に火をつけた。圧倒的なプレッシャーを楽しむという悪癖が、真白の背を押す。

「ああ、そうだ。相手してやる。ここで会ったのもなんかの縁。せっかくだから、知った風な口きいてるチビに説教かましてやるのも、悪かない」

「あはっ。素人しろうとさんが、粋いきがっちゃって。前回いい勝負したからって、図に乗っちゃってるんですか？」

　一見、見た目通りの無邪気な口ぶりのままみのりは続ける。

「これは、分からせてあげないといけませんねー。自分がどれだけ浅はかなのかということを」

　その奥底に潜ひそむ《怪物》の片へん鱗りんは、たとえ真白が気配に敏感ではなくても気付けるほど色濃かった。

「いい性格してるな、アンタ」

　ストレートすぎて皮肉にもなっていない真ま白しろの言葉を、みのりは一いつ蹴しゆうした。

「ハチさんには一回言いましたけど、わたし相当嫌な女ですよ？　相手の揚あげ足とりますし一度言われたことはネチネチ根に持ちますし……弱い者いじめだって別に嫌いじゃないです」

　刹せつ那な、真白は息を呑のんだ。

　目の前の少女の放はなつ、強烈なプレッシャーに。

「そして、素人しろうとにケンカ売られて黙っていられるほど大人おとなでもないのですよ」

　怯ひるみ、思わず一歩下がりそうになる。

　しかし、だ。不意打ちだった前回ならいざ知らず、今日の真白はこのみのりを楽しみにしている節ふしすらあった。

「……ああ。助かるよ。あんたがそういう、単純な性格で。なにせアタシもバカだからさ」

　絞り出すように告げ、無理やり不敵に口元をつり上げる。どこまでいってもふてぶてしい真白の態度にみのりは半眼になって、言い捨てる。

「説教かます、ね。やれるものならやってみてくださいよ。わたしは《極大引力ブラツクホール》。なにもかもを呑み尽くす、ただの虚無です」

「威勢がいいねぇ、チビ先輩。ちっちゃいのに虚勢張っちゃって、かわいいぜ？」

　相手をおちょくるように言うと、真白は目を眇すがめる。

「《極大引力》だか虚無だか知らねーけど、アタシが教えてやるよ。アンタが、間違ってるっていうことを」

　実力はともかく、気迫だけは同等。真白は挑戦する側だというのに上から目線で告げる。

「そっちもう一食してるし、せめてなに食うかくらいは決めさせてやるよ」

「別に、構いませんよ。このままで。メニューもさっきと同じでいいです」

　みのりはあくまで挑まれる側という、余裕の態度を崩さない。その小さな指先が示すのは、メニューの一ページだ。

「ワンパウンドハンバーグステーキ」

　名前、値段、カロリーとともに写真が添えられている。見るからに他のメニューとは別次元のそれを、みのりは解説する。

「某ハンバーガーチェーン店でクォーターパウンダーが出た時にマスターが対抗して作ったというメニューですが、ハンバーグ四五〇グラムに加えてライス、付け合わせの野菜等でざっと七〇〇グラムってところです。こいつを二人前ぐらいが、ちょうどいいでしょう」

「オッケイ。異論はないぜ」

　あっさりと頷うなずく真白に、みのりは半眼を向ける。

「……ずいんぶんと安請け合いしますね」

「や、ぶっちゃけアタシ、大食いの得意分野とかないんでそっちに任せるしかないし」

　実際、小細工を弄ろうしたところで大差はない。衝動的に挑んだ反面、真ま白しろは彼ひ我がの実力差を冷静に分析していた。

　その上で、大物ぶった態度。それがどこまで続くのかと、みのりは揺さぶりをかける。

「ルールはさっきと同じで構いませんね？」

「ん？」

「負けたら相手分のお勘定＋千円。それくらいの緊張感があった方が、勝負に張りが出るというものでしょう？」

　真白は再びメニューを確認する。一五〇〇円。二人前×二人分で六千円＋千円。真白の小遣い二ヶ月分を上回る。

　本音を言うと会場に行くまでの交通費すらケチりたかった真白にとっては天文学的な数字だが、みのりの言う通り、それくらいのほうが身が引き締まった。

「なるほど。いいじゃないか、分かりやすくて」

「言っておきますけど、麺めん類るいが好きなように思われていますがわたし、肉、大好きなんで」

　その言葉の力強さが示しているのは、負けるはずがないという強きよう靭じんな意志。

「お金、ちゃんと用意しておいてください」

　真白はその圧力に思わずポシェットから財布を取り出し、中身を確認する。

　往復の交通費を除くと現金およそ七百円。服屋のポイントカード。中に入っているのはそれだけだった。

「大丈夫だ、ちゃんとあるよ」

「なら、始めましょうか」

　伊だ達てにポーカーフェイスを自称していない。見事にみのりは騙だまされた。

　みのりは軽く手を挙げて店員を呼ぶと、メニューを指差しつつ告げる。

「すいません。ワンパウンドハンバーグを四つで」

「よっ!?　……し、失礼しました。ワンパウンドハンバーグステーキを四つ、でございますね？　かしこまりました」

　店員はなにか言いたげだったが、そこはさすがプロフェッショナル。なにも客に追及することなく、注文されたものをただ厨ちゆう房ぼうに伝えに行く。

　料理を待っている間みのりと真白の間に会話はない。もう言うべきことは言い尽くした。

　ならば、あとは食うだけ。

　食うことによって、己の存在を示すだけだ。

「お待たせいたしました」

　そして、運命の時が来る。

「ワンパウンドハンバーグステーキでございます」

　俵型のハンバーグが鉄板に四つ仲良く並んで乗っており、肉汁がジュワジュワと鉄板の上で香ばしく跳ねていた。ソースはなにもかかっていない。カレーを入れるようなポット型の器が添えられており、その中にデミグラスソースらしきものが入っていた。

　付け合わせはポテトが丸々一個と、ミックスベジタブル。ライスは目算で一合ほどだ。

「ソース、おかけいたしますか？」

「いえ、けっこうです」

「アタシも」

　店員のサービスは嬉うれしかったが、途中で味の変化をつけられるようにみのりはこれを辞退する。真ま白しろは大食いの知識はなかったが、単純にみのりに倣ならった。

「かしこまりました。もしお使いになるときは、跳ねますのでお気を付け下さい。では、ごゆっくりどうぞ」

　去っていく店員。みのりと真白はお互いに目くばせをし、フォークとナイフを手に取る。

「準備はいいですか？」

「いつでもどーぞ」

「それでは、よーい――」

　膨れ上がる緊張感。軽々しく挑み、受けた勝負といえども、いざその時が来るとお互いに神経を張り詰めさせる。

　間違っている。

　真白は、みのりに対しそう言った。しかしみのりには、これが自分にとって最良の選択にしか思えない。

　ならば、分からせてもらおう。自分はバカだから。もしかしたら、自分の得意分野であるはずの大食いでも間違いを犯してしまっているのかもしれない。

　本当に自分の出した答えが間違っているかどうか、この一戦で確かめる。

　だから自分が間違っていないと証明できたその時――

「スタート！」

　今度こそ、自分は《怪物》になる。

　そう決意して、みのりは食べ始める。まずはハンバーグを一口大に分解。ナイフを捨て、フォークを右手に持ちかえる。

　一方、真白はやや極端な戦法に出ていた。ライスの盛られた皿を持ちあげると、それだけを一気にかき込み始めたのだ。

　たしかにこの方法ならばフォークが鉄板と皿の間を行ったり来たりする回数が少なくなるため単純に時間のロスが抑えられ、みのりのとった手法もこれに通ずる。

　しかし、いつもより少なめといえど、それでも少女が食べるには荷が勝ちすぎる量。だからこそ食べ方というのが重要になるのに、真白はまったく考えなしに食っているようだった。

　飽きが大食いにもたらす影響は著いちじるしい。つまり、真白のようにライスばかりを食べ続けることはテンションを落としかねない。

　ライスならまだいい。日本人の主食なだけあって、飽きにくさは食材の中でも随一である。しかし後半に残った肉。これが問題だ。

　みのりは等分にしたハンバーグを一口。荒く挽ひいた肉を噛かみしめるとじゅわりと肉汁が迸ほとばしる。塩コショウだけで充分うまみが引き立つ、良い肉だった。

　香ばしい焼き目。耳をくすぐる肉汁が跳ねる音。鉄板から立ち上る馥ふく郁いくたる香り。肉本来のかみごたえを残した食感。そして舌を包み込む旨うま味み。五感すべてを刺激される。

　それほどの料理でも、今のみのりは心が動かされない。目の前にあるものは、ただ『胃に押し込むもの』としか認識されなかった。

　味を楽しまず、とにかく早さを追求。そのうちみのりは一セット目を、真ま白しろはすべてのライスをほぼ同時に完食する。

　みのりにとっては計算外の展開。彼女の見立てでは、もっと差をつけているはずだった。

　相手はただの素人しろうと。食べ方だっててんでなっちゃいない。

　しかし、町まち田だ真白という女はみのりの予想の斜め上を行った。

　真白は、みのりの想像以上にバカだったのだ。

　真白にとって味など二の次。

　腹に入ればなんでも良かった。

　真白は今でこそソフトボールをやっているが、それ以前からアグレッシブな幼少時代を送っていた。そして、彼女のハイテンションを維持していたのは偏ひとえにメシの量だ。

　消費したカロリーを、自然と体が欲した。味になど構っていられなかった。その結果、真白は一流の戦士にも匹敵する胃袋を手に入れていた。

　経験が足りないが故に前回はみのりに後おくれを取ったが、才能だけならば戌いぬ井い八や千ち代よに匹敵するほどの逸材。みのりはアスリートという人種についての認識を改める。

　消費するカロリーは筋肉量に比例する。部長――丑うし米ごめ満みちるの持論である。だから、常に体を鍛えておけと。

　アスリートというのは日ごろから体を鍛えている人間だ。ならば必然、一般人より大食いを得え手てとすることになる。

　加えて、味オンチというのも油断できない特性だ。辛からいものが極端に苦手という仙せん石ごく舞まいの例を出すまでもなく、味覚が勝負を左右する時もある。

　辛いから食べられない。マズいから食べられない。そういう負の感情が大食いに対するモチベーションを下げる。しかし、味オンチにとってそんなことは関係ない。ただ、目の前にあるものを食うだけだ。

　そんな舌を持つのが、真白である。

　もっとも、彼女にも嗜し好こうはあった。

（肉が大好きとかほざいてたけど――）

　迸る肉汁に期待を膨らませながら、真白は心の中で叫ぶ。

（そのことに関しちゃ、アタシも負けられないんだよ！）

　肉にかける情熱。真白のそれは、男子中高生に匹敵する。

　昨今流は行やりの草食系男子をあざ笑うかのようにがっつく。米を先に片付けたのは、『好きなものは後に残しておく』という彼女の子供じみた主義のせいだ。

　そして、とうとうお預けにしていた肉にありつく。多少冷めているが、香辛料がそれを感じさせない。なにより滴したたる肉汁が、真ま白しろの食欲を増進させた。

　粗く挽ひいた肉も「肉を食べている」という満足感を与えてくれるし、肉好きの真白としては言うことなしである。思わずペースが上がり、そんな真白を見てみのりが尋たずねてきた。

「楽しいですか？」

　声に抑揚はなく、その真意は掴つかめない。真白は冷や水を浴びせられたように我に返り、短く答える。

「いや、別に」

「よかった」

　勝負の途中とは思えないほど柔らかくなる、みのりの雰囲気。

　それは次の瞬間、鋭い敵意へと変わった。

「楽しいなんて、そんなの大食いの本質じゃないですからね」

　呟つぶやき終わると同時に、みのりは息を吐き出し始める。長く長く、自分の肺をいじめるように。

「――ふっ、ぅぅぅ」

　その姿に真白は「来たな」、と身構える。加速し続ける重圧はやがて、一つの形を取った。

　目の前に現れるのは、黒い渦だ。

　井いノの原はらみのりのスパート、『吸引サクシヨン』。無呼吸で一気に料理を吸い尽くすという、《極大引力ブラツクホール》の真骨頂。

　その引力に、真白は自分の料理まで吸い込まれそうな錯覚を覚える。一瞬手が止まったが、すぐさま気合を入れ直した。

（怯ひるむな！）

　相手が常識の範はん疇ちゆうを超えた存在であることは承知の上。それでも、真白は挑戦状をたたきつけた。

　負けることに慣れているわけではない。負けることが好きなわけではない。できるだけ辛しん酸さんはなめたくないのにもかかわらず、この戦いに臨のぞんだ。

　負け戦いくさを引っくりかえすのが楽しいというのもある。現に真白は、逆境を楽しむという悪癖がある。しかし今回はそれ以上に――

（決めただろうが……こいつに一発、キツイのをお見舞いしてやるって！）

　みのりへの怒りが、真白を突き動かしていた。

　お互いに向かい合い、避けることなく拳こぶしをぶつけ合うようなデッドヒート。

　防御を知らない応酬を制したのは、みのりだった。

「――ふぅっ」

　持ち上げていた皿を置き、フォークを鉄板の上に置く。相手の皿を見ると、ハンバーグが一個残っているだけだった。

　僅きん差さである。みのりは素人しろうと相手にこんな接戦に持ち込まれた自分に、歯がゆさを覚える。

　しかし、それと勝負の結果は別だ。

「わたしの勝ちですね」

　憮ぶ然ぜんと、みのりは告げる。真ま白しろはモグモグと残ったハンバーグを呑のみ下し、体を放ほうりだすようにソファの背もたれに寄りかかった。

「……ははっ。さすがだわ。もーちょっと、って感じだったのになあ。いやぁ、惜しい惜しい」

　負けたというのに、悔しさが微み塵じんも感じられない。みのりが怪け訝げんそうに目を眇すがめると、真白はおもむろに人差し指を立てた。

「っつーわけで、もう一戦やんねぇ？」

　帽子のつばの下から、みのりは真白を睨にらみあげる。

「……なにを、バカなことを言ってるんですか。だいたい、そんなことしてわたしになんのメリットがあるんですか」

「あれ？　逃げるのか？　今の勝負、ギリギリだったもんなー。さすがに次やったら負けちゃうもんなー」

「そんな安い挑発に乗ると思って――」

「はぁー、がっかりだぜ。まさか天下の《極大引力ブラツクホール》先輩が、こんな素人の誘いに乗っかって来てくれないなんてなー」

　露骨に肩をすくめてみせる真白。無言のまま、ただ圧力を増加させるみのりに真白は「あと一押しか」と、さらに挑発を重ねる。

「いやはや、残念無念。拍子抜けだぜ、チビ先輩。こんなチキンじゃアタシ程度にならともかく、同格の人間には勝てねーわな。そんじゃ、挑戦受けてくれないなら失礼――」

　立ち上がろうとする真白の腕を、みのりが掴つかんだ。

「……いいでしょう。こっちはまだ、余裕です」

　みのりは恐る恐るテーブルの様子を窺うかがっていたウェイトレスに視線をやると、鋭く注文する。

「すいません。ワンパウンドハンバーグを、もう一人前ずつ」

「か、かしこまりました！」

　怯おびえて厨ちゆう房ぼうに逃げ込んでいくウェイトレスを見送り、真白はふてぶてしくソファに再び腰を下ろす。その態度にみのりは、声こわ音ねを硬くした。

「なんのつもりか分かりませんが、挑んでくる限りは受けて立ちましょう。それが、戦士として生きるわたしの矜きよう持じです」

「矜持、ね」

　一笑に付す真白に、みのりは眉まゆ根ねを寄せる。

「なにがおかしいんですか」

「べっつにー」

　はっきりと言葉にこそしないが、軽んじられていることは伝わった。みのりは声に怒気を孕はらませ、幼い外見なりにすごんで見せる。

「あなたから見たら馬ば鹿か馬ば鹿かしいかもしれませんが――」

「そう思うならさ」

　みのりの言葉が終わる前に、それを制する真ま白しろ。

「行動で示してみろよ。少なくとも、あいつはそうした」

　いつもの彼女らしからぬ静かな口く調ちように、みのりは反論を封じられた。

　アイツというのが誰だれのことなのか、問うまでもない。そこには真白と彼が重ねた年月に対する絆きずながあった。

　みのりはそのことを羨うらやましいと思うと同時に、自分の想おもいを振り払う。そういう気持ちは捨てると決めた。なにもかもを捨て、食べることだけに特化した《怪物》になろうと。

　だから、どうってことはない。真白が何を語ろうと、自分には関係ない。

　自分の気持ちなど分からせなくていい。

　ただ、相手が嫌と言うまで食べ続けるだけだ。



　次の試合も、みのりが制した。

　差は先ほどより広がっている。真白の鉄板にはハンバーグが丸々二個。しかし真白はみのりの勝利宣言が耳に入っていないかのように、それを平らげる。

　嫌な予感がした。みのりは背筋を這はいまわる悪お寒かんに苦い顔をしながら、次なる真白の言葉を待つ。

　真白が紡つむいだのは、みのりが予期したとおりのセリフだった。

「もう一回やんない？」

　たしかに、何度来ようと返り討ちにする覚悟はあった。

　しかし、実際にそれを言われるおぞましさは想像の比ではなかった。

「あなたは……あなたは、なにが目的なんですかっ？」

　今日まで、二十四人の戦士の心を折ってきた。

　結果的にそうなってしまったことは、以前にもあったかもしれない。しかし、意図してそういう戦い方をしたのはあの《怪物》以来だ。

　圧倒的な実力差を見せつけて押しつぶす。自分がされたように、相手を砕く。

　だが、目の前の相手は砕かれるどころか罅ひび一つ入っていなかった。

　なぜ立ち向かってこられる。戦士でもない、ただの少女が。

　真白は勝手に追加の注文を店員にすると、柄にもなく、どこか切なげに眼めを細めた。

「困るんだよ、恋こい敵がたきがそんな情けないザマだと。それじゃ張り合いがないし、アイツが惚ほれるにふさわしい相手って、認められない。アンタに惚れたあいつがかわいそうだし……そんなバカに振り向いてすらもらえない、アタシが惨めじゃん」

　声はあくまでも平静。しかしその裏に隠された想おもいは、みのりに充分伝わった。

　みのりは足りない頭なりに想像する。彼の幼なじみというこの少女が、いったいどういう気持ちでずっと彼の後ろ姿を見つめていたのかを。

　どんな気持ちで――決して振り返ることはない背中を見つめていたのかを。

　沈黙するみのりに、真ま白しろは尋たずねる。

「逆に、こっちが訊きいていいか？　アンタ、なんで逃げたんだ？」

「逃げてなんてっ――」

　言いかけて、みのりは口をつぐむ。今さら言い訳など無意味だった。

　結局、訥とつ々とつと声を絞り出すように問いに答える。

「……もっと、強くなるためです。仲間がいるという幸福がわたしを弱くさせました。大食いさえあればよかったはずなのに、もっと色んなものを求めてしまった。それは友情とか……もしくは、恋とかで、そんなものにうつつを抜かしていたから神様が罰を与えたんです。だったら、仲間を捨てるしかないじゃないですか……っ！」

「それが間違ってんだよ！」

　突然の怒声に、みのりは身を硬直させた。

　真白は心の底から怒り、また同時に悲しんでいるようにみのりに想いをぶつける。

「なんでそんな結論になっちまうんだよ。仲間がいるから弱くなった？　違うだろ。弱い自分を支えてもらうために、仲間がいるんだろ！」

「――ッ！」

　それはみのりの頭にはない考え方で、

　今まで築いてきた価値観に、たった一撃で亀き裂れつを入れられた。

「アタシはピッチャーやってるけどさ、アタシ一人で試合をしているなんて思ったことはねぇよ。いつだって仲間と一緒にソフトやってたよ。それと同じで、アンタにはいるだろうが！　アンタを支えてくれる、仲間が！」

　鼓膜を震わせる言葉に、みのりの心までもが揺れた。

　どくん、と跳ねる心臓。鼓動を一度打つごとに、仲間たちの顔が蘇よみがえる。

　初めてちびっ子大食い大会に参加する時、尻しり込ごみする自分のために幼なじみの舞まいが付き合ってくれた。

　その舞台で部長こと丑うし米ごめ満みちるに出会った。

　そしてこの春、部活という場で一風変わった知恵袋の蘭あららぎに出会い――みのりは、それより少し遡さかのぼった場面を回想する。



『惚ほれたぁ――――――――――ッ！　俺おれと付き合ってくれ！』



　こんな大食いしか取り柄のない自分なのに、なんて馬ば鹿か馬ば鹿かしい告白。

　だけど、今のみのりなら分かる。自分がなろうとしているものは、彼が惚れたと言ってくれた自分ではない。彼が惚ほれたと言ってくれたのはきっと、強い井いノの原はらみのりではなく全力で大食いに挑み、楽しむ自分だ。

　なぜ、忘れてしまっていたのだろう。ショックで放心するみのりをいたわるように、真ま白しろは優しく声をかける。

「……そんでさ、アンタも支えられてばっかりじゃないんだよ。あんたを信じて、待ってるやつらがいる。矜きよう持じなんて堅っ苦しいこと考えてないで、仲間と一緒に戦えるから楽しいって、それだけで充分だろ」

　注文した料理が運ばれてくる。真白はフォークとナイフを手に取りながら、言うべき最後の言葉を贈った。

「行ってくれよ。アンタを待ってるやつがいるから。アタシじゃ、あいつの隣にいられないから」

　そして、食い始める。自分の言葉に対してみのりがなにか言おうとするのを遮さえぎるかのごとく、一心不乱に。

　みのりの手は遅々として進まない。やがて真白は供された料理をキレイに食べ尽くした。

「……へへっ。アタシの勝ちだな」

　フォークを放ほうりだした真白は後ろめたさなどなく、得意げに笑う。

　それはみのりが、かつて浮かべていた表情だった。

　みのりは自分の手元にある料理をしばらく凝視していたかと思うと、手を動かし始める。肉をばらし、それを口に運び、続けてライスを頬ほお張ばる。その動作は一秒ごとに早さを増していた。

　圧倒的な勢いで吸い込まれていく肉と米。それを見ながら、真白は変化を感じていた。

　淀よどんだ底なし沼が、形を変えていく。みのりが一口食べるごとに沼は凝縮し、淡い光を放はなち始め――

　やがて莫ばく大だいなエネルギーとともに爆はぜ、その後にブラックホールを残した。

　みのりの異名通り吸い込まれていく料理。一連の光景を見て、真白は目を細めてぼやく。

「ああ、うん。こりゃ、しょうがねえや」

　――これならアイツが惚れてしまうのも仕方ない。

　真白は、そんな諦てい観かんの笑みを浮かべた。

　みのりは皿に最後に残ったライスを吸い込み、もぐもぐ、ごっくんと口の中をキレイにすると早々に立ち上がった。

「言っておきますけど、あなたの説得に動かされるわけじゃありません。わたしは、わたしの意思で、わたしがいるべき場所に戻りたいと思います。だからお礼は言いません」

　だけど、とみのりは一拍挟み、

「あなたの言葉は忘れません。たぶん、これから先も、ずっと」

　素直じゃないみのりに、真白も負けじと返す。

「アタシも別に礼なんて期待してねえよ。……ただ、一つ頼みがある」

「頼み？」

　振り返るみのりに、真ま白しろは手のひらを上に向けて突き出す。

「お金貸して」

　肝心なところで締まらない真白であった。



　幸い、勘定はみのりが「遠征のために」といつもより多めに現金を持ち歩いていたことで、なんとかなった。

「ありがとうございましたー」

　店員に見送られて店を出る二人。みのりはすっかり軽くなった財布に肩を落とす。

「まったくもー」

「悪い悪い。ちゃんと返すから」

「当たり前です！」

　店を後にした二人は、急ぎ足で駅に向かう。腹がパンパンな故に急激な運動はできないが、それでも出せる限りの速度で。

　携帯電話で時刻を確認したみのりは、苦にが々にがしい顔で吐き捨てる。

「十二時……。今から行って、三回戦ってところですかね」

「電車の時間とか確認してんのか？」

「抜かりありません。次の電車は十二時二十六分。このまま行けば、充分間に合います」

「いいタイミングだな。ここの電車、一本逃すと次に来るの一時間後とかザラだし」

「一時間で来ればマシな方ですよ。昼間なんかはヘタすると二時間待ちとかありますし」

　田舎の交通事情を愚ぐ痴ちりあう二人。やがて駅舎が見えてきて、二人はラストスパートをかける。

「あとちょっとだ！」

「はい！」

　しかし、その駅舎から今、ゆっくりと電車が発進した。

　会場がある方面に向かって走り去っていく電車。愕がく然ぜんと立ち尽くすみのりの口から「で」と息が漏れ、

「電車行ったァ――――――ッ!?」

　ロータリーに、悲鳴が響いた。

「どどどどっど、どうしましょう!?　っていうか、なんで電車行ってぇ――!?」

「おおおおおお落ち着け、冷静になれ！」

　みのりは手のひらに『肉』と書き、飲みこむ。さらに深呼吸を繰り返すと、急に手をポンと合わせた。

「あ」

「どした？」

「今日、休日ダイヤです」

「……」

　そんな初歩的なミスかよ、と真ま白しろの目が物語っていた。

　ともかく、過ぎてしまったことはしょうがない。真白はとりあえず駅舎に駆け込み、次の電車の時刻を確認した。

「くそっ、やっぱり一時間後か」

「ひえぇええ、ど、どうしましょう？　どうしますか？」

「え、えっと、親呼んで車で送ってもらうとかは!?」

「無理です！　家庭の事情で！」

「あー、じゃあ、アタシの親に今から連絡して……いや、これじゃ電車待つのとあんまり変わらないか」

　真白の家からここまではどう急いでも、車で三十分はかかる。真白は最後の手段として、ロータリーに停車しているタクシーを見み据すえる。

「チビ先輩！　背に腹は代えられないし、ここは――」

「あー、もし？　お嬢さん方、いいかな？」

　ふと、そこに声をかける人物がいた。振り返ったみのりは、その見覚えのある顔に驚きを隠せない。

「アナタは……」

「や、友人からの頼みでね。ちょっと、戦士を一人運んできてほしいって」



    

  
    
      



    

  
    
      　清潔感のある身だしなみ。三十路みそじも半なかばにさしかかるとは思えぬ端正な顔立ちをした男は、携帯をかざして気さくに笑う。

　その男の名前は戌いぬ井い日向ひなた。

　戌井八や千ち代よのバイト先の店長であり、牛うし島じま伊い緒おの友人にして、彼女がメールを送った相手だった。
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　準々決勝、次じ鋒ほう戦。

　先せん鋒ぽう戦でラギが負けて黒星先行、という状況で俺おれたちは信じがたい光景を目にすることになった。

　部長が負けたのだ。

　会場がどよめきに包まれる。衝撃を受けたのは俺だけでなく、観客たちもだったのだ。

「勝負あり！　勝者、白しら神かみ高校！」

　中年の審判の宣言を聞いても、まだ現実感が湧わかない。相手はラギ曰いわく、去年のベスト４で今年も優勝候補の一角に数えられるほどの強豪だったのだが、それでも俺はこの一戦だけは間違いなく勝てると軽く見ていた。

「……おいおい」

　ラギがひきつった笑みで、かろうじて呟つぶやく。俺は衝撃のあまり、なにも言えなかった。

　部長なら負けないという安心感が、俺の中にはあったのだ。たとえいけすかなかろうと、部長の実力は本物。確実に一勝を稼いでくれるという暗黙の了解があった。

　それが、蓋ふたを開けてみればどうだ。僅きん差さとはいえ、部長は負けているではないか。

「ラギ。この状況って……」

　認めるのが怖くて、ラギに解説を求めてしまう。

「すでに二敗。たとえお前と仙せん石ごく先輩が勝ったとしても、それでようやくイーブン。……井いノの原はらが来なかったら、そこで試合終了さ」

　息を呑のむ。分かっちゃいたことだが、改めて現実を突きつけられると目の前が真っ暗になった。

　こんなところで終わるのか？　このまま全員揃そろうことなく、バラバラのままで。

　一度は、自分の居場所を見つけたと思えた。その末路が、こんなもんだっていうのか？

　認めたくない。そんな想おもいが全身をこわばらせる。強く奥歯を噛かみ、うつむいているとリングの上から会話が聞こえてきた。

「丑うし米ごめ。なんだ今の、腑ふ抜ぬけた戦いはよォ？　今年の夏が最後、っつー認識はあンのか？」

「すまないが全力だ。あれが今の僕の、な」

　旧知の仲なのか、二人の間には遠慮というものがない。やけにガラの悪い対戦相手の鋭い眼光に臆おくすことなく、部長は眉まゆ一つ動かさず答えるが本当かどうか疑わしい。どうせ部長のことだから、もう明日の個人戦へ視線をシフトしているのだろう。

　つくづく、うんざりさせられる。なんのために、ここまで来たのだか。

　もう失望する気すら起きなかった。これ以上、試合を続ける意味もない。いっそ、ここで負けってことでいいって。

　とっととリングを降りようとする部長の肩を掴つかみ、対戦相手は引き留める。

「テメェ……口の中ケガしたりしてねェか？」

　その一言で俺おれはハッとさせられる。そういえば、あの後の展開のせいですっかり忘れていたけど……部長、奥歯折れてるんじゃなかったか？

　そんな状態で、ここまで戦ってきた。それが本気でない人間のすることか？

　果たして、目の前に垂れる蜘く蛛もの糸にすがりついていいのかどうか迷う。また裏切られるんじゃないだろうか？　そんな疑念を持って、部長を見つめた。

　部長は薄く笑って、相手の手を振りほどく。

「まさか。その程度で全力が出せなくなる僕ではない」

「……そうかよ。ま、仮にそうだとしてもベストのコンディションでここまで来れなかったっつーのは、テメェの怠慢だ。不服だが、このまま勝ちぬかせてもらうぜ」

　相手はそれ以上追及することなく、しかめっ面つらでベンチに戻ってくる。部長もまた、こっちに来ると浅く頭を下げた。

「さて。すまないな。あとは任せた」

「任せたって……どうすんだよ。もう、負けは決まってるじゃねえか」

　感情の整理がつかず、声が震える。そんな俺に部長は、ぱちくりと目をしばたたかせた。

「なにを言っている？　仙せん石ごく、君、そしてみのり。ここから三タテでイナフだろう」

「アタマ、大丈夫か？　だってあんた、井いノの原はらはいらないって――」

「は？　いつ僕がそんなこと言った？」

　本気で怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる部長に、さすがに俺の堪忍袋の緒も限界だった。

「とぼけんなよ！　一度負けただけで折れるような弱者はいらないって、あんたが――」

「言ったな、たしかに。だが僕は、井ノ原みのりがそうであると言った覚えはない」

　耳を疑った。気勢を削そがれた俺に念を押すように、部長はさらに力強く言う。

「あいつは来る。必ずだ。だからまずは、君と仙石で二勝。頼んだぞ」

「なん……だよ、それ」

　笑えてくる。なんだか、今まで腹を立てていた自分が途端にアホらしくなった。

　がっくりと脱力していると、俺の隣にいる仙石先輩まで盛大にため息をついた。

「……そうだった。アナタがそういうヤツだってこと、すっかり忘れてたわ。男の美学だか何だか知らないけど、語らずとも理解してもらえる。そんなこと信じてるせいで誤解されるのよ」

　仙石先輩は片手で頭を抱かかえてかぶりを振る。

「あー、私としたことがとんだ暴走っぷり。……ま、歯ぁ折ったの私の責任だし、ここはばっちり決めなきゃね」

　立ち上がり、髪をポニーテールにまとめる。

　同時に、ずっとなりをひそめていた冷気が漂ただよった。

　――目覚めた。

　今まで眠っていた《氷山に咲く花フリージア》が、咲き誇った。

「ハチ。悪いけど付き合ってくれる？　こうなったら意地でもみのりの出番をつくるわよ」

　先輩はリングを見み据すえたまま、こちらに視線すらよこさない。その必要がないからだ。

　答えなど決まっている。肌を撫なでる寒さにではなく、歓喜が俺おれの体を震えさせた。

「はい！」

　壊れてなんかいなかった。バラバラになんかなっていなかった。俺たちはまだ、繋つながっている。

　もう諦あきらめない。いつまでだって、待ってやる。どれだけかかろうと、迎えてやる。

　だから来いよ。井いノの原はら。



　　　●



　体育館の駐車場に、一台の車が滑り込んだ。

　文字通り、滑り込んだのだ。道中もカーブなどでスピードを落とすことなく、駐車場の空あいているスペースにドリフトで駐車を決めてフィニッシュ。ジェットコースターのようにスリリングなドライブに、みのりは青ざめていた。

「はい、ご到着」

　運転手――戌いぬ井い日向ひなたはテクニックを誇ることなく、エンジンを切る。同時に、後部座席に座っていた真ま白しろはドアを開けて飛び出した。

　だが、みのりはそれに続かない。真白は後ろを振り返って呼びかける。

「なにしてんだよ？　早く行くぞ」

「いや、その、待ってください。わたし、三半規管弱くて」

　みのりは真顔で口元を押さえたまま、動こうとしない。その様子を見て日向は「いやあ、ちょっと急ぎすぎちゃったかなあ」と頭を掻かいていた。

　真白は白い目を向けると、みのりの服の端をむんずと掴つかむ。

「ったく、だらしねぇなあ。ほら、掴まれよ」

「へ？　掴まれって――きゃっ」

　そのままみのりを強引に引き寄せ、背負う。がっしりとフトモモをロックすると、目を丸くした。

「うわ、軽っ。ちゃんとメシ食ってる？」

「えー、まあ、人並み以上に」

「そうなんだよなー。燃費悪すぎねぇ、その体？」

　返事を待たずに発進。ポジションこそピッチャーだが、真ま白しろは走・攻・守と兼かね備そなえたアスリートだ。真白が五〇メートル走で七秒台を切る足で地面を蹴けると、急な発進にみのりの頭ががくんと後ろに揺れた。

「うぷっ。す、すみません。もうちょっとゆっくり……っていうか、揺らさないでほしいんですけど」

「時は一刻を争うだろ!?　アンタが余裕かましてたせいだかんな！」

「それはそうですけど！」

　あっという間に駐車場から玄関まで駆け抜け、スリッパに履はき替えるのももどかしく靴下のままで走る。そのまま会場である大ホールの扉の前まで来ると、唐突にみのりが声をあげた。

「ストーップ！」

　靴下のおかげでブレーキがきかず、かなりの距離を横滑りする。足の裏に伝わる摩ま擦さつ熱にのたうち回りたくなる真白は、みのりを放ほうり出しかける直前で踏みとどまり、怒鳴った。

「なんだよ、いきなり!?」

「い、いや、あの、やっぱり……心の準備ができてないというか」

　ぎゅっ、と真白の背中にしがみついて、みのりは訥とつ々とつと語る。

「わたしは、裏切り者なんです。そんなわたしを、果たしてみんな迎えてくれるかどうか――」

　怯おびえ、縮こまるみのりを真白は肩越しにまじまじと見る。みのりの不安は、空気が読めないとよく言われる真白にも分かるものだった。

　だが、心配はない。

「見ろよ」

「え……ちょ、ちょっと!?」

　みのりの制止も気にせず、真白は扉を押す。飛び込んでくる照明にみのりは目をかばい、そのまま目を開くことができなかった。

　暗くら闇やみの中、みのりは自分の足が地面に着く感覚を得る。早く目を開けろ、と急せかすように小こ突づかれ、みのりは渋々と瞼まぶたを開いた。

　そこにあった光景に、みのりは衝撃を受ける。

　電光掲示板に示される数字は、自分たちのチームが王手をかけられていることを示している。自分が不在ということを考えれば、もう負けが決まったような状況だ。

　しかし、それでも果敢に戦う少年がリングの上にいた。

　彼や、彼を応援する仲間たちの顔に、みのりが来ないのではないだろうかという迷いは一片たりともない。そのことに、みのりの胸は熱くなった。

　予想通りの展開だったが、真白は自分の胸の奥底から湧わき上がるものがあることを感じていた。

「この期に及およんで、まだ諦あきらめてない。あいつは昔からそうだったし、どうやら仲間たちもそうみたいだな」

　みのりは口元を両手で覆おおう。車酔いの吐き気のせいではない。こみ上げてくる嗚お咽えつにむせび、みのりは真ま白しろの言葉に何度も首を縦に振った。

　目の前を曇らせていた闇やみは晴れた。今なら、はっきりと見える。

　自分の居場所が。

　しゃくり上げるみのりの肩を叩たたき、真白はそっと押しだす。

「行ってこいよ。アンタが信じれば、仲間もきっと応こたえてくれる」

「――はい！」

　みのりは歩き出しながら、目をごしごしと拭ぬぐう。

　その下から現れた顔は、《怪物》ではなく、戦士のものだった。
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　題材が得意のかき氷ということもあって、宣言通り悠々と勝利を収めた仙せん石ごく先輩から託された副将戦。

　意気込みとは裏腹に、状況は厳しかった。

「く……っ！」

　俺おれはレンゲをせっせと動かして、メシを口に運ぶ。題材は中華丼であり、最初こそトロみのある餡あんと米のマリアージュに舌鼓を打っていたはずなのだが、すでに味があるんだかないんだか分からなくなっていた。

　相手は序盤からトップスピードに乗るスプリンター型。かなりハイペースで食べ続けていて、俺はけっこうな差をつけられている。

　ここまでの連戦がたたっていた。ワンデートーナメントの三戦目。さすがに胃も疲れてくるころだ。

　しかし、最近気付いたことがある。

　こういう状況から、俺は強いのだ。

「――ふっ」

　軽く息を吐き出し、スパートに備える。ここからは俺の独壇場だ。

　どうやら俺は、今の相手とまったく逆のタイプらしい。スタミナが自慢の、逆境を喜ぶクライマー型。満腹感を覚えてからが勝負だ。

　ちらりと相手を見る。差を広げようとスパートをかけたのに、ぴったりとくっついてきている俺に焦あせっているのが目に見えていた。

　あの顔が演技でなければ、相手は早々に潰つぶれるだろう。そして俺の長年の勘は、あれが演技でないということを告げている。

　たたみかけるなら、今。俺は丼どんぶりを持ちあげ、一気に米を口の中になだれ込ませた。

　後は相手を気にしないまま完食。雑念を捨ててメシを食うことだけに集中し、丼を置くと同時に、審判を務める中年男性が宣言していた。

「勝負あり！　勝者、葵あおい橋ばし高校！」

「――っしゃあ！」

　思わずガッツポーズ。これで、何とか凌しのいだ。

　だが、問題はこれからだ。審判は残酷にも大将戦の開始を宣言した。

「大将戦！　お互いに、前へ！」

　――とうとうこの時が来てしまった。大将である井いノの原はらは、まだ姿を見せていない。

　相手は勝ったも同然という余裕に満ちた表情で、ステージに向かってきている。しかし、現れるべきこちらの大将はいなかった。

　審判は不機嫌そうな顔で、俺おれに尋たずねてくる。

「どうした？　結局、そっちの大将は間に合わなかったのかね？」

「……すいません！　あと、もう少しだけ待ってもらえないでしょうか!?」

　勝負の世界において、こんなことが許されるはずがない。俺だって、相手の立場だったら顔をしかめる場面だ。

　みっともないと思ったが、それでも頭を下げた。

「お願いします！」

「しかし……」

　審判が渋い顔で言おうとすると、意外なところから助け船を出された。

「いいンじゃねーの？　ちょっとくらい待ってやっても」

　相手の大将――茶髪に深いスリットの入ったロングスカートという、一昔前のスケ番みたいな格好をした美人がそう提案した。

　少し気だるげな口く調ちようで、彼女は続ける。

「オレぁ別にかまわねーよ。どっちみち結果は変わンねーだろうし」

　生来の性格なのか、それともよっぽど自信があるのか。どちらにせよ、俺たちにとっては助かる話だった。

　とりあえず、首の皮が繋つながった。安あん堵どして脱力しかける寸前、俺は大事なことを思い出した。

「あ、ありがとうございます！」

　放ほうっておけば勝手に白星が転がり込んできたところを、わざわざ助けてくれた相手に深々と頭を下げる。そんな俺を、彼女は笑って制した。

「よせよ。別にオメーらのためじゃねェ。このまま勝つのが腑ふに落ちねェってだけだよ」

　――そうか。ヤンキーみたいなルックスだろうが、この人も一人の戦士。戦わずして勝つことをよしとしない、生きつ粋すいの勝負好きってわけか。

　ならば、この人には戦ってもらいたい。俺たちを打ち破るとしても、不戦勝という形でなんか進んでもらいたくない。

　そんな俺の祈りと裏腹に、審判は無情にも首を横に振った。

「……いや。例外を認めるわけにはいかない。その要請は、却下だ」

「えっ!?」

　おいおい。ここは空気読んでくれよ。いや、勝負を司つかさどる者として厳正な判断を下してるんだけど。

「あの、十分……いや、五分でいいんです！　五分でいいから、待ってください！」

　俺おれはなんとかして食い下がろうとするが、これ以上付き合うと同情に流されてしまうと思ったのだろう。審判は取り合おうとしなかった。

「葵あおい橋ばし高校、大将戦を試合放棄とみなし――」

　ウソだろ？　こんな終わり方って、ないだろ。

　不完全燃焼にも程がある。俺はよっぽど、審判を殴り倒してでもこの宣言をさせるまいと思った。

　そしてそれを実行に移そうと、拳こぶしを握にぎる。こんなことをすれば井いノの原はらの到着に関係なく失格ということを理解していても、止められそうになかった。

　俺の直情的な行動に気付いた相手の大将さんが俺を止めようとするが、もう遅い。俺はすでに、審判に向かって大きく一歩踏み出してしまっている。

　――瞬間、

　会場全体を震わせるほどの大だい音おん声じようが響いた。

「待ってください！」

　選手と観客の注目が一斉に集まる。俺も振りかぶりかけた拳を止め、振り返る。

　ホールの入り口とステージのちょうど中間地点。そんなところにいた少女は、こちらに歩み寄りながら、己のシンボルをポシェットから取り出す。

　古びたハンチング帽。

　そいつを被かぶった瞬間、コンプレックスを抱かかえた卑ひ屈くつな女の子は引力の化身へと変化して叫ぶ。



「わたしは――過食倶楽部の《極大引力ブラツクホール》、井ノ原みのりはここにいます！」



　その力強い宣言は井ノ原の――《極大引力》の復活をこれ以上なく示すものだった。

「――、っ」

　なんだかもう……今の感情を言葉にすることができない。信じてはいたが、実際にこうして目の前に現れられると、あまりのカッコよさに痺しびれてしまう。

　ベンチの傍そばまで来た井ノ原に、部長は尋たずねる。

「もう大丈夫なのか？」

「はい。ご迷惑をかけましたけど……心配いりません。みなさんに、教えていただきましたから」

　井ノ原は自分の胸に抱くものを噛かみしめるように頷うなずくと、ステージへと続く階段に足をかける。

　一歩一歩。階段を上ってきた井いノの原はらは、俺おれの前まで来ると頭を下げる。

「すいません。お待たせしました」

「……ああ。本当にな」

　胸から湧わき上がるなにかに、目め頭がしらが熱くなる。見れば、仙せん石ごく先輩は口元を押さえてボロ泣きしていた。

　帰ってきた。

　俺たちが信じていた通り、こいつは帰ってきたのだ。

　ならば、あとはこいつに託そう。俺は、やるべきことをやったのだ。

「んじゃ、あとは任せたぞ」

「――はい」

　ハイタッチを交わして、俺は役者を交代する。すぐさま料理が持ってこられ、審判の号令がかかった。

「では……大将戦、始めぃ！」

　試合の結果は言うまでもない。

　井ノ原の圧勝で、過か食しよく倶く楽ら部ぶは準決勝へと駒こまを進めた。



    

  
    
      
四．極大引力ブラツクホール



「本当に、すいませんでした」

　ステージから自陣に戻ってきた井ノ原は、まず深々と頭を下げた。

「気にすることないわよみのりぃいい！　こうして帰って来てくれたんだから、なにも言うことはないわ！」

　井ノ原を締め殺さんばかりに抱きしめる仙石先輩。テンションが青天井って感じで、俺たちが声をかけるのが躊躇ためらわれるくらいだ。

「あはは。舞まい、ごめん。本当に悪いと思ってるけど、お願いだから離れて」

「バカっ！　離さないわよ！」

　先輩からは見えていないが、井ノ原は心底ウザそうな顔をしていた。抱きつかれて苦しいとかじゃなくて、鬱うつ陶とうしいっていう顔を。

　空気を読んで仙石先輩を井ノ原から引きはがす部長。暴れ馬のように荒れ狂う先輩をなだめる部長とラギを背景に、俺は井ノ原と向き合う。

「まあ、なんだ。おかえり」

「……はい。ただいまです」

　はにかみつつ顔をほころばせる井ノ原からは、以前感じられた闇やみのようなものがきれいさっぱり拭ぬぐわれていた。なにがあったか知らないが、真ま白しろの言う通りだったみたいだ。

　胸をなで下ろす俺おれ。そこに、先輩を落ち着かせたラギが尋たずねてくる。

「これで、ようやく過か食しよく倶く楽ら部ぶのメンバーが揃そろったさね。井いノの原はら、胃のコンディションはどんな感じさ？」

　ラギがそんな質問をしたのは、ここから先の戦いで井ノ原をどう使うか、戦略を立てるためだろう。ここまで井ノ原という切り札を温存できていたとしたら、かなり有利に事を運べるのだが――

「や……その、面目ないですが、すでにちょっと大食いをしてきちゃいまして」

　そうそう都合よくはいかないらしい。今日も例の、野試合ってやつをしてきた後だったか。

　なんて考えていると、隣のステージから「勝負あり」の声がかかった。

「……どうやら、向こうも決まったみたいさね」

　ラギの視線を追う。そこにいた人物たちを捉とらえると同時に、実況が響き渡った。

「決着――――ッ！　準々決勝、最後の一席をもぎとったのはまさかのダークホース！　宮みや城ぎの聖アニエス女学院だ――――ッ！」

　修道女が着ているようなワンピースタイプの制服に身を包んだ、金髪のお嬢様とその隣に影のように佇たたずむ無機質な少女。

　忘れようがない、《怪物》たち。

　体が勝手に拳こぶしを握にぎる。井ノ原からも同様に、体をこわばらせる気配がした。

「井ノ原――」

「大丈夫です」

　案じる俺に、井ノ原は敵をまっすぐ見み据すえて言い切る。

「もう、迷いません。《怪物》に惑わされたりなんかしません。自分がなぜ大食いをしているのか気付かされましたから」

「……そうか」

　俺がなにかするまでもなく、原点にたどり着いていた。井ノ原みのりは俺たちが信じた通りの、戦士だった。

　ならばもう心配するまい。負けて尚なお立ち上がる尊さを、俺は知っているのだから。

　これまでの試合でさんざん経験してきたことだが、倉くら橋はしアナは立て板に水の勢いでまくしたてる。口から生まれた、なんて喩たとえ通りに今も喋しやべっていた。

「これでベスト４が出揃いましたねー。ここのところ《怪物》と呼ばれて東北を騒がしている時とき任とうつかさと姫ひめ乃の宮みや宮みや子こを擁ようする聖アニエス学院ですが……強い！　強いとしか言えませんね！」

　時任がお嬢様の方、姫乃宮が連れの方。先ほどから実況を聞いていると、それが二人の名前らしい。初戦から注目していたが、やはり勝ち上がってきたか。しかもトーナメント表を見るに、俺たちの次の相手はあいつらだ。

　内心、複雑な思いが渦巻く。そんな俺おれの胸中など知るはずもなく、倉くら橋はしアナは力強く続ける。

「特に姫ひめ乃の宮みや選手には目を見張るものがあります！　牛うし島じまさん、彼女をどう見ますか!?」

「ふむ。確かに強いは強いが……なにか、妙なものを感じるね」

「妙、ですか？　というと？」

「私も上う手まく言語化できないのだが……強しいて言うならば、違和感を覚えるね。こう、ストッパーを外されているというか、なんというか」

「それは単純に、強いということなのでは？」

「あー、この言い方も違うか。なんかこう、モヤモヤっとしたものを感じるだけなのだが」

　のらりくらりと断言しない牛島さん。解説者としてそれはどうなのよ、と思ったが意外なことに、落ち着きを取り戻した仙せん石ごく先輩が反応した。

「――そういうこと、だったのね」

「そういうことって……先輩、なんか気付いたんスか？」

　姫乃宮の強さの理由を見抜いたのか。俺がそんな期待をこめて振り返ると、先輩は奥歯を噛かみしめて姫乃宮たちを睨にらんでいた。

　静かな怒り。いつもの氷柱つららのような殺意と真逆の煮えたぎった感情を向けていた先輩は、いきなり姫乃宮たちに向かって歩き出す。

「あ、先輩！　ちょっと！」

「舞まい！　なにするつもり!?」

　なにかただならぬ雰囲気を感じて俺と井いノの原はらは先輩に追いすがる。先輩は姫乃宮たちを視界に入れたまま歩調を緩めず、答えになっていない答えを返した。

「みのり。アナタはあいつを同類と呼んだわね？　たしかにそれも言い得て妙。でも実際は、表と裏よ」

　意味深なセリフに俺と井ノ原は揃そろって頭上に疑問符を浮かべる。やがてホールを抜け、吹き抜けのロビーに出たところで姫乃宮たちに追いついた。

　向こうの一人が他のチームメイトに先駆けて俺たちに気付く。確か、守もり部べとか倉橋アナが呼んでいたか。短めのポニーテール――ちょんまげ、なんて呼ばれ方もするヘアスタイルの、背の高い女子だ。

「なにか、ご用でしょうか？」

　俺たちへの警戒心をあらわにして、真っ向から立ちふさがる構え。チームメイトをかばうように片手を広げる守部の向こうから、時とき任とうは侮ぶ蔑べつを含んだ視線を寄こす。

「あら。負け犬たちがお揃いで」

　俺は悔しいことになにも言い返せない。そんな中、先輩は単刀直入に、

「棄権しなさい。その子はもう、限界でしょう？」

　と、姫乃宮を顎あごで示した。

　唐突な要求に俺たちも時任も目を丸くする。時任は表情を驚きよう愕がくから、すぐに失笑へと変えた。

「なにを言い出すかと思えば。勝てないからって、見当外れの推測で脅迫ですの？」

「脅迫？　いいえ、違うわ。これは警告よ。その子に大食いはもうできない。そんなこと、とっくに気付いているんでしょう？」

　先輩の言葉がハッタリでないと理解したのだろう。時とき任とうはにわかに剣けん呑のんな目つきになって言い返す。

「お黙りなさい。これ以上、他人に口出しされるいわれはありませんわ」

「出すわよ。大概の事には寛容な私だけど、人命が関かかわるとなっちゃ見過ごせないもの」

「じ、人命？」

　予想外に仰ぎよう々ぎようしい単語に俺おれの声が裏返る。姫ひめ乃の宮みやは、命と引き換えにしてまで勝ちたいのか？

　……いや。違う気がする。俺が姫乃宮から感じたのは勝利への執着でなく虚無。敢あえて言うならば、食べることへの貪どん欲よくさだけだった。

　俺の疑問に対して、仙せん石ごく先輩は解答を示す。

「知ってる？　食べても食べても……それこそ、吐くまで食べても満たされない。そんな病をこう言うのよ」

　一息。《怪物》の正体が看かん破ぱされたことに対し、奥歯を噛かみしめる時任に先輩は真剣より鋭い言葉の刃やいばを突き刺す。



「――過食症と」



　それが姫乃宮宮みや子この――《喰くう虚きよ》という名の怪物の正体だった。

　水を打ったような静寂。やがて、仙石先輩がそれを破る。

「以前、みのりが拒食症になった時にね、一緒に調べたのよ。その子の見せる特徴は、それにぴったり当てはまる。……もう一度言うわ。棄権しなさい。その子の体が、取り返しのつかないことになる前に」

　先輩の糾きゆう弾だんに、時任は苦く渋じゆうに満ちた声を絞り出した。

「みんな先にお行きになって。あたくしは、この方たちに説明しなければいけないみたい」

　時任の言葉にチームメイトたちは心配そうな顔をしつつも、その場を後にする。一人残された時任は、小さくため息をついた。

「もう見透かされているようだし、教えて差し上げますわ」

　姫乃宮宮子という《怪物》が生まれた理由を。

　時任はそう言って、語り始めた。

「すべては今年の春のことでしたわ」

　その前に、背景を説明しておかなければなりませんわね、なんて前置く時任。脱線しているのかもしれないが、こっちはいくらでも付き合う覚悟がある。

「あたくしは小さなころからピアノを習わされていて、今でも音楽科に籍を置いてますの。親としてはたしなみ程度のものだったのでしょうけど、ある日小さなあたくしは気付いた。あたくしが一番、上う手まいと。誰だれにも負けない、才能を持っていると」

　それは子供にありがちな幻想だったのかもしれないし、そうじゃないのかもしれない。ただ、今でもそういう学科に身を置いているということはそれなりに将来有望なのだろう。

　大食いを文化的でないというつもりはないが、ピアノなんてハイソなものと並べられるとやはり、距離差を感じざるを得ない。では、なぜその時とき任とうたちがこの世界に足を踏み入れたのか。

「コンクールで負けたとしても、それは年上の人間にだけ。年功序列ってやつだからしょうがないなんて、幼いあたくしは自分を納得させていた」

　幼いなりの自己防衛だったのだろう。本当に才能があれば歳としなんて関係ないのだろうが、時任はそんな事実から目を逸そらしていた。

「でもね、同い年で、あたくしの上を行くやつがいたんですのよ」

　そんな時任の首根っこを掴つかんで、現実を直視させたのが姫ひめ乃の宮みやだった。

「衝撃でしたわ。他人の評価を聞くまでもなく、自分が劣っていると悟らされた。井の中の蛙かわず、ってやつですわね。あたくしは辛しん抱ぼう堪たまらず、ついその子をうちの学院に編入させましたわ」

「うちの学院？」

　嫌な予感がしたが、時任はさらっと言ってのけた。

「ええ。あたくしの父が理事長をやっていますのよ」

　……うわ。こんなテンプレみたいなお嬢様、本当にいるんだ。

　迸ほとばしるブルジョワオーラに圧倒されるしかない。時任は「話を戻してよくって？」と軌道修正する。

「今の姿からは想像できないでしょうけど、あの子は光でしたわ。明るくて、誰にでも慕われて、こんなあたくしのわがままにも『はいはい』って呆あきれた顔をしつつも付き合ってくれて……近づけば近づくほど、身を焦がすような光だった。そんなあの子に惹ひかれて、負けたくなくて、あたくしは必死であの子の隣に並び立とうとした。あの子もあたくしに少なからず影響を受けて……こんなこと言うのはおこがましいかもしれないけど、切せつ磋さ琢たく磨ましあえる仲だった。あたくしはそう思っていますわ」

　時任の口ぶりからは、二人の仲の良さが窺うかがえた。己に自信を持ち、その上で相手を称たたえる。そういうことができる仲だったのだ、と。

「小学校から始まって中学、高校と順風満帆に進んでいった。時にいさかいもあったけど、それすら後の糧かてにした。あたくしたち二人なら、どこまででも行ける。そう信じていたのに……そんな日々は唐突に終わりを告げましたの」

　物語の前置きは終わり、核心に入る。翳かげる時任の顔がそれを告げていた。

「……知っていまして？　今年の春に、トンネルの崩落事故が起こったこと」

「ああ、結構ニュースになったよな」

　ラギがいればもっと詳しい情報をひけらかしてくれたのかもしれないが、俺おれでもちょっとは知っている。たしか列車の走行中にトンネルが崩れて、死傷者が大勢出るような惨事だった。

　地盤がもろくなっていたこともあり、救出作業は難航を極めた。生き残った人たちも五日間、トンネルに閉じ込められたって話だ。

　そんなむごたらしい事件でも、直接関係がなければ記憶に薄い。むしろ、ニュースでちらっと見ただけのことを俺の脳がここまで覚えていたこと自体、奇跡に近い。

　だが、時とき任とうたちにとってはそうじゃなかったのだ。

「あの子は、その中にいたんですの」

　五日間、暗くら闇やみに閉じ込められた当事者。

　凄せい惨さんな事件の数少ない生き残りが、あの《怪物》だった。

「救出されたあの子は、まず初めに言いましたわ」



『お腹なかが空すいたわ』



「最初はそれが当然だと思った。なにせ、五日もの間飲まず食わずだったのですから。でも、あの子の食欲はそれで収まらなかったんですのよ。どれだけ食べても満たされず、吐いても食べるのを繰り返す。さすがにおかしいと思って医者に連れて行ったら……まあ、そこの女が言ったような診断を下されましたわ」

　深く沈む時任の表情。それに既視感を覚えた。

　そして、すぐに気付く。ああ――これは春に、井いノの原はらのことを語った仙せん石ごく先輩と一緒の顔だ。

　自分の無力を嘆なげくしかない歯がゆさ。二人の間にある結びつきが強ければ強いほど、それは時任を苛さいなむ。

「あの子は変わり果ててしまった。食欲にとりつかれた、《怪物》になってしまった。こうなったら、ピアノどころじゃありませんわ。あたくしはなんとかしてあの子の病を治そうとしたけど……回復の兆きざしは、一向に見えなかった。ならば、あの子の生き様にとことん付き合ってやろうと思いましたのよ。食べたいだけ食べて称たたえられる場所……大食いという舞台に、あの子を連れていこうと」

　時任の出した結論に非を唱となえることはできなかった。いささか極端な転向ではあるが、俺も人のことは言えない。いや、姫ひめ乃の宮みやの場合は俺より深刻と言えよう。

　食べることにしか興味が湧わかないのだったら、その世界で何かを成し遂とげさせてやりたい。時任の想おもいは理解できる。そして姫乃宮を送り出すだけではなく、自分もそっちの世界についていくのが、この時任つかさという少女の在あり方なのだろう。

　同情はしない。

　しかし、共感はできた。

　時とき任とうは諦てい観かんという、暗い覚悟を宿した瞳ひとみで告げる。

「世間ではいろいろ言われているようですが……別に関係ないですわ。あの子はもう長くない。なら、あの子の生きたいように生きさせて、あの子が生きた証あかしをこの世に刻んでやれば、それでいい」

　あっさりと吐かれるセリフは、聞き捨てならないものだった。

「長くないって……まさか！」

　食ってかかろうとする俺おれに、時任は言葉という矛を突きつける。

「ええ。あなたの思っている通りですわ。宮子の体はあと一年ともたない。あんな食べ方を続けていれば、当然ですわね」

　訳が分からなかった。時任の語り口からは、こいつがいかに姫ひめ乃の宮みやを大事に思っているかありありと伝わってきた。それなのに――

「あんた……いいのかよ、それで！　親友が死ぬっていうのに、それをむざむざ見捨てるっていうのかよ！」

「あなたになにが分かって!?」

　その叫びは鬼気迫るもので、

　たった一言で、俺は自分の浅はかさを思い知らされた。

　今まで抑えてきたものが爆発したのだろう。時任は、半狂乱になって感情をぶつける。

「あたくしだって、さんざん手を尽くしましたわよ！　それでも治らないっていうのならせめて……せめて、最後にあの子がいたって証拠をこの世に残したいじゃない！　それの、どこがいけないっていうの!?」

　その気迫になにも言い返せなかった。こいつらは……必死だったのだ。

　残りの人生を、意義あるものにするために。

　自分たちの生に意味はあったと、知らしめるために。

　取り乱したという自覚があったのだろう。時任は大きく深呼吸して自分を諌いさめた。

「だから、あたくしたちは進ませてもらいますわ。姫乃宮宮みや子こという少女がいたことを記すためにも――全国に」

　その覚悟は本物だ。姫乃宮宮子が《怪物》になってしまったのだとしたら、時任つかさは自分から《怪物》になることを決めた、ある意味姫乃宮より危うい存在だ。

　言葉の重みが違う。こいつらに比べれば、俺なんて吹けば飛ぶくらいの軽さだ。

　しかし――

「あなたたちの言い分は理解しました。気持ちは、充分に汲くみ取ります」

　井いノの原はらは、ブレることなく断言した。

「それでも、あなたたちは間違っています」

　静かに――しかし譲ることなく、井ノ原は戦士としての矜きよう持じを示す。

　時任はそんな井ノ原をじっと見つめていたかと思うと、一瞬だけ顔をゆがめた。

「なんとでも仰おつしやって。あなた方がなにを言おうと、勝つのはあたくしたちですわ」

　苦にが々にがしく、吐き捨てるような言葉を最後に時とき任とうは踵きびすを返す。去っていく背中と、この場にはいない姫ひめ乃の宮みやのことを思うと俺おれの胸によぎる思いがあった。

　食べること以外のものを失った、《喰くう虚きよ》。

　あいつらの戦いの先にあるものを想像して……たまらなく、悲しくなったのだ。

　こんなのって、ねえよ。このまま大食いを続けて全国に名を残す。ただそれっぽっちのことがあいつらにとって唯一の希望だなんて、そんなあんまりな話ないだろ。そんなことで……あいつらが救われるわけ、ないじゃねえか。

　そう思っていると、時任は振り返りもせずに告げた。

「《極大引力ブラツクホール》。あなたが何か物申したいのであれば、大将戦に出なさい。宮みや子こは、そこで待っていますわ」

　宣戦布告。

　リベンジをしたければ、好きにしろということだ。

　オーダーは戦略の上で重要で、それを一部とはいえ明らかにするとはそうとうの自信。姫乃宮に対する絶対の信頼を意味していた。

　遠くなっていく背を見送り、俺は考える。

　井いノの原はらはどう動く？

　そして、俺には何ができる？



　会場のロビーで部長たちと合流した俺たちは、姫乃宮の病のことを報告した。

「過食症、か。なんともまた、難儀なものだな」

　話を聞いた部長は、そう呟つぶやく。それは俺たちにとって厄介なのではなく、姫乃宮の体を案じてのセリフだった。過食症の対となる、拒食症だった井ノ原をよく知っているからこそ出た感想なのかもしれない。

　その一方で、ラギは過か食しよく倶く楽ら部ぶのブレーンとしてもっと現実的な問題に直面していた。

「さて、と。どうする、井ノ原？　向こうの誘いに乗るさ？」

　くるくる、とペンを回すラギの手元にはオーダー表。これは試合の直前に提出するものなのでまだ変更の余地はあるのだが、時任の挑発に敢あえて乗るかどうか。それが議論の争点だ。

　その中心となるのは、もちろん井ノ原。こいつがあの《喰虚》と再び向き合えるのかどうかがポイントになってくるのだが――

「はい。やらせてください」

　井ノ原は小さく、だがしっかりと頷うなずいた。

「あの人に、大食いが楽しいってことを教える。それが、わたしのやるべきことだと思うんです」

　井ノ原の決意は固いが、そこにリベンジしたいとかいう感情はない。ひたすらに純粋な、戦士としての覚悟だけがそこにはあった。

　澄すんだ、黒目がちの瞳ひとみ。その引力に吸い込まれるように部長は笑い、静かに言い渡した。

「蘭。聞いての通りだ。みのりが大将で勝てる編成。……いけるな？」

　部長が名前を呼んだ。その事実に誰だれより驚いていたのは、ラギ本人だった。

「――は、はい！　もちろんですさ！」

　気合に満ちた、いい返事をするラギ。そりゃ、やる気も出るってもんだよな。

　初めて部活に来た日の滑り芸からずっと固定されてきたラギの扱い。その流れを断ち切ったのは、他ならぬラギ自身だ。この大会でのラギの活躍は目覚ましいものであり、部長もその実力を認めた、ってところか。

　ラギはネットブックの画面と睨にらめっこし、オーダーをあれこれ考え始める。俺おれにはそれを見守ることしかできないが、ラギはなんだか悩んでいるというよりは遠足に想おもいを馳はせるガキみたいな顔つきだった。

　ここで口出しするのは野や暮ぼってもんだろう。他ひ人と事ごとのように傍ぼう観かんしていると、不意にラギがこっちを向いた。

「んで、お前はどうするさ？　井いノの原はらが姫ひめ乃の宮みやにぶつかるのなら、お前はお前でお嬢様にリベンジしたいんじゃないさ？」

「へ？」

　奇襲にも程がある。たしかに、リベンジしたい気持ちが皆無かといったらそんなことはないのだが、

「別にいいけど……でも俺、まだあいつのトリックのタネすら掴つかめてないぞ？」

「それって、時間が吹っ飛ぶとかいうやつさ？」

「そうそう。お前も知ってたのか？」

「まあ、けっこう有名になってたし。でもそれ、あんま気にしなくていいさ。どうせ大会のルールだとあまり意味がない」

「へえ」

　そういうもんなんだ。さすがに超能力は反則だよな……って、ちょっと待て。

「あの、ラギ？　お前、まさかあいつがなにをしたか分かってるのか？」

　ラギは身を乗り出す俺に、自信なさげに頷うなずく。

「まあ、だいたいのところは。俺が実際に体験してみればもうちょい確信を持てるんだけど、あらかたの見当はついてるさ」

　おいおいおい。今日のお前は、どれだけ冴さえてるんだよ。見直すどころの話じゃないぞ。

「構わないから説明してくれ。いったい、あいつはどんなトリックを使ったんだ？」

「それは――」

　ラギが語る時とき任とうつかさの能力の正体。

　それは、眉まゆ唾つばものの理論だった。

「……そんなことが、ありうるのか？」

　話を聞き終えた俺おれたちは、いまいち釈然としない顔。能力を直接見てない部長や仙せん石ごく先輩はもちろん、俺と井いノの原はらだって半信半疑だ。

　だがラギの話が本当ならば、たしかに時とき任とうの《時神の悪戯クロノス・ギア》は早食いという方式だと効力を薄める。ラギは確信が持てないことを語るのが気に食わないのか、憮ぶ然ぜんとした表情で言った。

「超能力なんてありえないし、消去法でいけばこれが一番真っ当な可能性ってだけの話さ。本当に超能力だったら手の打ちようもないから、こんなところで納得しておくのがいいんじゃないさ？」

「それもそうか。……んじゃ、俺が当たっていいんなら、その方向で」

「りょーかい」

　ラギは脳を刺激するようにこめかみを叩たたきながら、思考を続ける。さて……準決勝の開始まで、あと十五分か。微妙な時間だけど、ここでだらだらしてようか？

　そう考えていると、井ノ原が妙に緊張した面おも持もちで言い出した。

「はっ、ハチさんっ。ちょっと、外の空気でも吸いに行きませんかっ？」

「おう。そだな」

　頭を切り替えたいし、少しでも腹を減らせるため散歩するという意味合いもある。二つ返事で同意すると、仙石先輩も乗ってきた。

「奇遇ね。私もちょうどリフレッシュしたいと思っていたところ――」

「あー、先輩。ちょっと相談に乗ってくれますさ？」

　引きとめるラギを一いち瞥べつもせず、先輩は切って捨てる。

「うるさいわね。火炎系全体攻撃みたいな名前のくせして話しかけるんじゃないわよ」

「マハラギってこと？　マハラギってことさ、それ？　最終的にはアララギダインになるんですさ？　オレも女神転生シリーズは嫌いじゃないけど」

「そんなだからアナタはケツ毛ファイヤーなんてアダ名なのよ」

「まだ蒸し返しますさ、その話題!?」

　ラギは仙石先輩の相手をしながら、俺たちを追い払うようにしっしと手を振る。井ノ原が「さ、行きましょー」と歩き出したので、俺も気にせず先輩を置いていくことにした。

　玄関を抜け、井ノ原は大きく深呼吸する。

「やっぱ、緊張するか？」

「しますよ、そりゃ」

　井ノ原は息を吐き終えると、車いす用のスロープの手すりに背を預けて空を仰あおぐ。

「あの人の起源に触れて分かりました。彼女の心は、いまだにトンネルに囚とらわれているんですよ。真っ暗でなにも見えなくて、大事なものをなくしたと思い込んでしまって……それを取り戻そうという気持ちが、飢えという形で表れているんです。まあ、この感覚はどちらかというとハチさんの方が分かりそうですが」

「どうだろうな」

　たしかに、野球という糧かてをなくして大食いに踏みこんできた俺おれの方が、姫ひめ乃の宮みやの境遇に近いだろう。だが、近いからこそ見えないこともある。井いノの原はらは井ノ原なりに姫乃宮の心情を汲くみ取り、

「でも、飢えているという点ではわたしも負けちゃいないのです」

　そう言い切り、なにかを決意したかのように俺に向き直った。

「決めました。もう大食い以外いらないなんて、バカみたいなことは二度と言いません。思えば、わたしは育った環境が環境だから仕方ないんですけど、ちょっと卑ひ屈くつすぎたんですよ。そんな自分は捨てて、もっと貪どん欲よくなわたしで行こうと思います」

　まっすぐ見み据すえた視線。周りの景色を忘れさせるほど強烈な引力の渦の中に俺を吸い込んで、井ノ原は続けた。

「だから……わたしがあの人に勝てたらでいいです。もしわたしが勝てたら、ハチさん。次はあなたがもう一度『食しよく神しん』に挑んでくださいっ」

　井ノ原は徐々に語尾を上ずらせ、最終的には吼ほえるように言いきった。

　潤うるんだ二つの瞳ひとみが、俺をじっと見ている。井ノ原は頬ほおを紅潮させ、期待と怯おびえが入り混じったような表情で返事を待っているのだが、俺は質問の意図がいまいち掴つかめていなかった。なんで今日の試合と食神のことが関係してんのよ？　と。

　少し考えてみる。んー……『お互いに因縁の相手を打ち破りましょう』ってこと？　俺の場合、大会もさることながら最終的な目標はあのバカみたいなラーメンだし。



    

  
    
      



    

  
    
      　まあ、断る理由もない。失敗したら一万円が飛ぶというリスクはあるが、成功すればいいだけだ。井いノの原はらを勇気づけられるのなら、この程度ほいほい受けてやる。

「オッケイ。いいぜ、約束だ」

　親愛の証あかしとして、拳こぶしをぶつけ合わせようとする。しかし緊張していた井ノ原は、一気に脱力した。

「……まったくもー。こういう時でも、ニブいんですから」

「？」

　え、なに？　なんか選択肢間違った、俺おれ？

　うろたえる俺と引き換えに、井ノ原は唇を尖とがらせてなにやらぶつくさ言っていた。

「なんでもないです。ハチさんらしいったららしいですけどね。まあ、今は目の前のできること、やるべきことをやりましょうか」

　丸まった背中を伸ばし直して、井ノ原はうそぶく。

「あの人に必要なのは、気付かせてあげることですよ。事故のストレスで忘れてしまっているだけで、あなたはなにもなくしていないと」

　井ノ原の言うことは難しくて要領を得ないが、俺は頷うなずいておいた。

「できるさ。お前なら」

「……はい。やってやります」

　いつもの井ノ原とも《極大引力ブラツクホール》の不敵なものとも違う、言うなればその二つが混ざり合った笑み。

　それはいかにも、敗北を乗り越えた新生・井ノ原みのりらしい表情だった。

　今のこいつなら、イける。あの《喰くう虚きよ》すらも打倒し得る。

　俺がそう予感していると、ちょうどそこで選手を呼び出すアナウンスが入った。

《準決勝開始、五分前です。選手は、所定の場所にすみやかに集合してください》

　実況の倉くら橋はしアナではなく、運営委員の女性の声。俺たちは足早に元の場所に戻り、部員たちと合流した。

　部長はつま先をホールへと続く扉に向け、俺たちを率いる。

「行くぞ」

　返事はなく、一様に神妙な顔。これからあの《怪物》たちと戦うのだと思うと、緊張するのもやむを得なかった。

　と、戦場に赴おもむこうとする寸前で視界の端に見慣れた顔を捉とらえた。

「すいません。先、行っててもらえますか？」

　急に方向転換する俺に、仙せん石ごく先輩は不機嫌そうな顔で言いつける。

「早くすませなさい。五秒よ、五秒」

　どう頑張っても無理なのでスルーさせてもらった。小走りで俺はそいつ――真ま白しろに近寄って声をかける。

「よう」

「ん」

　いつも通りの気安いやり取り。いろいろと話したいことがあるが、時間もないので手短に済まそう。

「応援、来てくれたんだな」

「まあ、なんつーか……せっかくのデビュー戦だしな。見てやるのも悪くないかなーって」

　妙に歯切れが悪い真ま白しろは、見ていて面白い。大食いに興味があるって、素直に認めればいいものを。

　しかしそれを指摘しようものなら、こいつは猛然と否定するだろう。それくらいは長年の経験で分かる。

　故に黙ってニヤニヤしていると、真白はとっとと話を切り替えるように声を張り上げた。

「それよっか、餞せん別べつ！」

「うん？」

　真白は手に持っていた、服屋のロゴが入ったビニール袋からなにか取り出すと、そいつを俺おれの頭に乗せる。

「この前、似合いもしないのにハンチング帽とか被かぶってただろ？　だから、アタシからプレゼントだ」

　この前って……ゴールデンウィークの最終日、食しよく神しんに挑んだ時のことか。つーか、似合いもしないとか大きなお世話だっつーの。

　俺が気分を害して半眼になる一方、真白は逆に満足げな笑みを見せた。

「やっぱハチ兄ぃには、そっちの方が似合うわ」

　俺は被せられたものを頭から取る。

　俺の手が握にぎっていたのは、そこらへんの量販店で買ったと思われるキャップだった。

　たしかに、真白にとってはハンチング帽よりこっちの方が見慣れているだろう。ずっと、ずっと俺が被り続けてきたものだ。

　井いノの原はらに帽子を貸し続けてもらうわけにもいかないし、そのうちなんとかしなきゃいかんなー、とは思っていた。だけどいざ選ぶとなるとなかなか決め難がたくて、結局延び延びになってしまっていた。

　俺の今までを象徴し、そしてこれからの俺を示すことになる相棒。

　真新しい布の匂においを感じながら、俺はそれを再び被りなおした。うん、こっちの方が、俺の頭にもしっくりくるな。

「サンキュ」

「なぁに、メシ奢おごってくれた礼だよ」

　気取ることなく、そう言ってくれる真白。ほんと、良い妹分を持ったよ、俺は。

「んじゃ、行ってくる」

　と、踵きびすを返したその矢先。

「な、なあっ、ハチ兄ぃ！」

　真ま白しろが急に切せつ羽ぱ詰つまったような声を上げて俺おれの手を掴つかむ。その剣幕に何事かと振り返り、俺は当惑した。

　俺を見上げるのは、今まで見たことがないような思い詰めた瞳ひとみ。

　かと思いきや、それは脈絡もなく弧を描く。

「――気張ってこいよな！　チビ先輩にいいとこ見せるためにもさ！」

　不意打ちに、俺の顔が耳まで熱くなった。

「よ、よけいなお世話だ、バカっ」

　気恥ずかしくって真白の手を振りほどく。真白は俺の反応を見て、さらにニヤニヤした。

「へへん。照れちゃって」

「うるせーよ、ばーか！　ばーか！」

　俺は子供のような捨てゼリフを残してその場を去る。ったく、なんだよいきなり冷やかすようなマネしやがって。

　駆け足で扉の前で待っているチームメイトたちのもとに戻る。井いノの原はらは俺の頭を見るなり、尋たずねてきた。

「その帽子、どうしたんですか？」

「ん？　もらった」

「……ふぅん」

　井ノ原は素っ気なく顔をそむける。なんか、ご機嫌斜めじゃないだろうか？　単に、緊張しているだけか？



    

  
    
      



    

  
    
      　俺おれが頭を悩ませていると、ラギが真顔で友人とは思えぬことを言ってくる。

「常々思ってるんだけど、お前っていつ死ぬのさ？」

「何で死ななきゃならねーんだよ」

「自分の胸に訊きいてみるといいさ」

　意味不明。俺が首をかしげていると、対戦相手もやってきた。

　井いノの原はらは身構えて、姫ひめ乃の宮みやを見み据すえる。当の姫乃宮は、相変わらずなんの意気込みも見せない空っぽの顔。

　時とき任とうは俺と井ノ原の顔を見ると、軽く鼻を鳴らした。見くびられている。そう分かったが、今はまだ何も言い返すことはできない。

　食べることで、言葉に代えよう。そう心に決めて、俺は深呼吸する。

　勝つためにやるべきことはやってきた。ならば後は、その成果を発揮するだけだ。

　いよいよ扉が開かれる。

　一度なめさせられた苦く渋じゆう。それを乗り越えられるかどうかは、この一戦にかかっている。



　会場に、倉くら橋はしアナの実況がこだまする。

「さあ、いよいよ準決勝が始まります！　決勝戦に駒こまを進めるチームは、果たしてどの高校になるのでしょうか!?　まずはＡブロック！　地元、福島の古豪！　果たしてかつての栄光を取り戻せるのか!?　《四つの胃袋を持つ男クアツドコア》率いる、葵あおい橋ばし高校！　対するは今大会の台風の目！　《怪物》を擁ようする宮みや城ぎのお嬢様学校、聖アニエス女学院！　両者今、共に入場――――ッ！」

　湧わき立つ歓声の中には、時任たちに対するブーイングがわずかながら含まれている。これは一回戦からで、時任たちももう慣れた面つらだった。

「さて、Ａブロックのこの試合ですが牛うし島じまさん。この試合をどう見ますか？」

「ふむ、そうだね。ＯＧとしては贔ひい屓き目めで見てしまいたくなるところだが……六対四で葵橋に分があるか。もっとも、それもオーダー次第だがね」

「なるほど。ではさっそく、注目のオーダーをご覧にいれましょう！」

　倉橋アナがそう言うと、会場の巨大モニタに映像が表示される。



　　　　葵橋高校―聖アニエス女学院



　先せん鋒ぽう　丑うし米ごめ満みちる―風かざ祭まつり嵐あらし

　次じ鋒ほう　蘭あららぎ新あら太た―竜りゆう崎ざきアゲハ

　中堅　仙せん石ごく舞まい―守もり部べ頼より子こ

　副将　戌いぬ井い八や千ち代よ―時任つかさ

　大将　井ノ原みのり―姫乃宮宮みや子こ



　それを見た牛うし島じまさんは、「ふむ」と一言唸うなった。

「新生《極大引力ブラツクホール》と《怪物》の激突か。これは見ものだな」

「今大会、期待のルーキー同士の対決ですからね。これは否いやが応にも注目が集まると思われます。もっとも、大将戦までもつれこむかどうか分かりませんが」

「たしかに、普通なら歴史と伝統のある葵あおい橋ばしのストレート勝ちというのも考えられる。しかし相手はとびっきりのダークホース。やはり、どうなるか分からないな」

「最後まで目が離せない、というわけですね。それでは、続いてＢブロックの紹介に行きましょう」

　牛島さんと倉くら橋はしアナのやりとりを聞きながらベンチへと進む。牛島さんの言う通り、相手は油断ならなかった。

　ステージと平行に二本、設置されたベンチ。番手順に並び、相手と向かい合うようになっているのだが、姫ひめ乃の宮みやの前に座る井いノの原はらを見て時とき任とうが声をかけてきた。

「驚いた。逃げずに来ましたのね。ついこの間惨敗しておきながら、いい度胸ですわ」

　純粋な驚きよう愕がくと、挑発が半分ずつ。時任のセリフに井ノ原は一歩も引かずに返す。

「残念ながら『一分一秒、そして今この瞬間にも成長している』がわたしのキャッチコピーなので」

「口だけは達者――」

　と、時任が言いかけたところで姫乃宮がその肩に覆おおいかぶさった。

「つかさ、お腹なかすいた」

「ああっ！　こら！　耳……耳はっ、ダメっ……！」

　以前、髪を食っていたように今度は耳に歯を立てる。これから戦うっつーのに、なにをやってんだこいつらは。

　向こうがコントを繰り広げているうちに、審判から号令がかかった。

「先せん鋒ぽう戦！　両者、前へ」

　俺おれから見てベンチの一番奥にいる人間が立ち上がる。こっちは部長。向こうは――

「それじゃ、いってきますねー」

　緊張感のない、間延びした声。井ノ原ほどではないが小柄で、ツインテールの似合うその少女は顔つきもどことなくユルい感じがした。

　風かざ祭まつり嵐あらし。時任を始めとする二年生が中心の聖アニエス女学院チームの中で、唯一の一年。それはつまり、一年なのに抜ばつ擢てきされるだけの実力の持ち主ということだ。

　しかし本人を目の当たりにすると、どうにも緊張感に欠けていた。勝負に対する意気込みはなく、これからコンビニに買い物にでも行こうかという雰囲気。マンガ的表現をするなら目が線になっている感じだ。部長の強さに、端はなっから勝負を諦あきらめているのだろうか？

「嵐」

　時任に呼び止められ、風祭は振り返る。

「許可を出しますわ。全力を出してきなさい」

　風かざ祭まつりは相変わらずぼーっとした顔で、小首をかしげる。

「え？　でもせんぱい、さいていでも決勝まではかくしておけって――」

「そういうことを言っていられる相手じゃありませんわ。相手はあの丑うし米ごめ満みちるでしてよ？　手加減して負けるなんて、アナタもやりきれないでしょう？　……これが最後の戦いだと思って、ぶつかってきなさいな」

　風祭はちらりと部長を一いち瞥べつし、

「……それじゃあ、えんりょなく」

　刹せつ那な――突風が吹き抜けた。

「――ッ!?」

　思わず、顔をかばってのけぞる。俺おれのリアクションに、井いノの原はらが注意深く尋たずねてきた。

「ハチさん。なにが見えるんですか？」

「見える？」

　と顔をしかめるのは時とき任とう。さもありなん。俺は時任に、自分の妙なスキルを説明する。

「まー、なんつーかさ。俺には戦士の個性が幻覚で見えるんだよ。強い奴やつほどはっきりとな。あ、ヤバい奴と思ってくれるなよ？」

　完全にドラッグでもキメている人の発言だ。しかし時任は俺を馬ば鹿かにするわけでもなく、期待の眼まな差ざしでこちらを見つめてきた。

「そ、それじゃ、あたくしはなにに見えて？」

　占いをありがたがる女子らしい感覚なのかもしれないが、俺の答えは残念なものだった。

「いや、悪い。お前からは、なんも」

「そ、そうですの……」

　遠まわしに「弱い」と言われたようなものだ。まあ、姫ひめ乃の宮みやの件があるから一概にそうとは言い切れないのかもしれないけど――

「ただ……俺の勘違いじゃなかったら、匂におうものはある」

　うなだれていた時任が顔を上げる。そこには「慰なぐさめなんていりませんわよ」と書かれている気がしたが、ほんのわずかにだが感じられるものが時任にはあった。

「鉄と、機械油の匂い。お前から感じるとしたら、それだよ」

　俺の言葉に、時任はにわかに真顔になった。

「……あながち、冗談を言っているわけではないみたいですわね」

　その反応からして、なにか的を射るものがあったのだろうか。とにかく、時任は俺の『嗅きゆう覚かく』を信じたようだった。

「……それで、あなたには嵐あらしがなにに見えますの？」

　俺は見たもの――いや、感じたものをありのままに話す。

「風。それこそ、嵐みたいに強烈な風だ」

　今まで視覚として捉とらえてきたが、今回は感触までもが肌に残っている。経験上、強い戦士ほど幻視が明確になることからして、風かざ祭まつりはそうとうの強敵であることが予想された。

　時とき任とうの視線は、位置につく風祭へと注がれている。

「あの子も、あなたと似たような特技を持っていますわ。あの子曰いわく、戦士の性格が風という形で伝わるらしいんですの」

「風？　イメージがあんま掴つかめないけど……例たとえば？」

「試合が始まる前、あの子はこう言っていましたわ。『丑うし米ごめ満みちるは強烈な向かい風だ。――それでも、嵐わたしには及およばない』と」

　あの《四つの胃袋を持つ男クアツドコア》を前にしてこの自信。

　風祭嵐あらし。風を読むという少女は、只ただ者ものではないのかもしれなかった。

　二人の前に先せん鋒ぽう戦の題材が用意される。ケーキ三十個。ショートケーキ、チョコレート、モンブラン、レアチーズケーキ、ミルフィーユがそれぞれ六個ずつという構成だ。

　ケーキ屋のショーウィンドウで見るように、切り分けられた形で並ぶ色とりどりのケーキ。部長が少し嫌そうに渋い顔をしているのに対し、風祭は顔を輝かせていた。

　女の子らしく、やはりスイーツが好きなのだろうか。部長は以前、甘味が苦手みたいなこと言ってたし題材ではいささか不利、ってところか。

　しかし、風祭がいかにすごい戦士だろうと心配はいらないだろう。なにせ、うちの先鋒はあの《四つの胃袋を持つ男》なのだから。

　そうタカをくくっていると、時任は意味深な笑みを浮かべた。

「言っておきますわ。《怪物》は宮みや子こだけじゃない。むしろ、《怪物》と呼ばれるのはあの子こそふさわしい」

　ハッタリ――いや、違う。時任の目は本気だ。

「知っていまして？　この国には《暴君》と《風神》と呼ばれる二強がいますの。ならば、あたくしはあの子にこの名前を贈りたい」

　審判が開始の号令をかける。時任がそれに紛れて――



「行きなさい――《暴風テユポーン》」



　一つの名前を呟つぶやくと同時に、風が吹き荒れた。

「な――っ」

　俺おれは声を失う。風祭の喰くいっぷりは、あらゆるものを巻き上げる竜巻そのものだった。

　会場全体を覆おおうような暴風。その勢いは部長に匹敵……いや、凌りよう駕がしかねないほどだ。しかしそこに時任や姫ひめ乃の宮みやを相手にした時のおぞましさはなく、ただただ清すが々すがしい。

　たぶんそれは、大食いに対するスタンスの違いだろう。飢えからでもなく、使命からでもなく、純粋に食べることが好きだから大食いをする。風祭からは、それが伝わってきた。

「僥ぎよう倖こうとは、あの子との出会いみたいなのを言うのでしょうね。宮子のことがあるといえども、あの子を見つけなかったら大会に出ようなんて思いませんでしたわ」

　ふと、その日を懐かしむように時とき任とうは目を細める。

「たまたま食堂で見かけた後輩。その食べっぷりにあたくしは度肝を抜かれた。同時に、歓喜に包まれていましたわ。この子がいれば勝てる、ってね」

　時任がそう思うのも無理はない。風かざ祭まつりの実力は――本物だ。

「世界は、広いものですね」

　井いノの原はらが、息を吐きだすとともにそう言った。自分を上回る戦士にこうもポンポン出られては、井ノ原にとっては複雑な心境だろう。

　部長と風祭は完全に互角。以前、麺めん類るいという自分の得意分野でやっと部長と引き分けに持ち込めた井ノ原の実力は、まだ部長未満と言ったところだ。

　矜きよう持じを揺るがしかねない存在。しかしそれを目前にしても、井ノ原はもう自分を見失わなかった。

「だからこそ、面白いです」

「……ああ。そうだな」

　いつか、別の機会に手合わせを。井ノ原の目は、そう物語っていた。

　部長と風祭の食べ方はまったく同じ。フォークを使わず、手づかみで直接ケーキにかぶりつく。下品に見えるが、少し口元が汚れることはあるものの基本的には口に押し込むということをせず、きわめてキレイな食べ方だった。

　潔いさぎよい喰くいっぷりに見入る。やがて――勝負は佳境に入った。

　残るケーキは三つ。二人はとうとうスタートダッシュの速度を維持したまま、ゴールに向かおうとする。

　大口を開けて、ガブリ。間髪いれず喉のどがゴックンと動き、もう一口。手品のようにケーキが消え、今度は逆の手に持ったケーキにかぶりつく。

　ここまで、差はほとんどない。会場は部長の凄すごさを知っているからこそ、風祭の健闘に白熱していた。

　いや――健闘なんてもんじゃない。風祭はきっと、これをただの「いい試合」に留とどまらせるつもりはない。

　あの《四つの胃袋を持つ男クアツドコア》に勝つつもりだ。

　珠玉。間違いなくこの一戦は、歴史に残る。会場全体が手に汗を握にぎってこの試合を見守っているのが、分かるようだった。

　その熱戦にも終わりが近づいてきている。二人はほぼ同時に最後の一切れを手にし――

　そして、同時に食べ終えた。

　静まり返る会場。その中で唯一、倉くら橋はしアナだけが職務を全まつとうする。

「ああっと！　これは際きわどい！　果たして、判定はどう出るでしょうか!?」

　今大会で引き分けが出たことは未いまだにない。どんなデッドヒートでも、必ずどちらかの勝敗をつけていた。

　審判に注目が集まる。部長が勝てば俺おれたちから向かって右の、風祭が勝てば左の手が上がる。

　緊張で心臓が破裂しそうだ。観衆たちがそんな気持ちを共有する中、ゆっくりと審判の手が上がる。

　頭上で交差される両腕。それが指し示すことは――

「引き分け！　引き分けです！　葵あおい橋ばし高校対聖アニエス女学院！　先せん鋒ぽう戦は両者譲らず、引き分けという結果に終わりました！」



　倉くら橋はしアナの声が頭の中で反響する。

　――引き分け。

　まさかの結果に、俺おれたちは愕がく然ぜんとしていた。

「うっそだろ……」

　思わず嘆なげきがこぼれてしまう。部長の勝利は鉄板。確実に稼げるはずの白星を、まさか二連続で取り落とすだなんて。

　ラギもこの結末は予想できていなかったのだろう。顔が青ざめているというか……目とか、完全に泳いでるし。

　戻ってきた部長は短く謝罪の言葉を口にした。

「すまん。今日の僕は、どうにもふがいないな」

「い、いや。しょうがないっスよ」

　慰なぐさめではなく、本心からそう告げる。たしかに、部長には奥歯が折れているというハンデがある。だが、それを差し引いても見劣りしないくらい風かざ祭まつりは強かった。

　世界は広い。井いノの原はらの言う通りだ。地方予選でさえ、まだこんな戦士が潜ひそんでいたなんて。

　その風祭も、自分のチームのベンチに戻って頭をかいた。

「やー、すみません。かてませんでしたー」

「いいえ、上出来でしてよ」

　そう言って労ねぎらう時とき任とうに、風祭は首をかしげる。

「そーですかねー？　ぜんりょく出せてない人あいてに引きわけっていうのは、めんぼくないっていうかなんといいますかー」

　ちらりと、部長に視線を送る風祭。傍はたから見ていると部長の勢いに衰おとろえは見られなかったが、やはり直接手合わせをした相手には分かるものなのだろうか。風祭は部長の不調を見抜いているようだった。

「できれば、つぎは万全のこんでぃしょんで戦えればー、などとわたしはせんえつながらおもってみちゃったりするわけですよー」

　闘争心と対極にある、ユルい糸目。しかしその奥に潜む獣じみた獰どう猛もうなオーラを、部長はたしかに感じ取っていた。

「君がそう望むのならば。いつかまた、再戦を」

「はいー。よろしくおねがいしますー」

　次こそは白黒つけよう――不敵に笑みを交わし、再戦を誓い合う二人。そんな光景に俺おれも思わず、二人が再び対決するのが待ち遠しくなるのだが……一つ、問題があった。

　部長はうちの精神的支柱。それが勝利でスタートを飾れなかったというのは、テンション的に痛い。見事に出鼻をくじかれた形だ。その事実を示すように、向こうは一様にしてやったりって表情だ。

　ここから三勝。準決勝ということで敵も手ごわいのに稼げるだろうか――と思ったところで、ふと疑問にぶつかった。

「そういや、引き分けの場合ってルール上どうなるんだっけ？　この後、二勝二敗になったら勝負つかないだろ」

「それが、実は引き分けって大会史上でも滅めつ多たにないことなのさ」

　答えるのは過か食しよく倶く楽ら部ぶの知恵袋ことラギ。例のごとく手品のようにネットブックを召喚して、こっちに画面を見せる。

「この大会が始まってから二十年だけど、その歴史の中でたったの二回。そのうち一回は個人戦で、すぐさま延長戦を実施。もう一つの方は先せん鋒ぽう戦の後に三タテして終了って感じなんで、ハチが心配しているパターンは前代未聞ってことさね」

　異例のパターンに、審判も無線でなにやら連絡を取っている。たぶん、本部と今後の試合の進め方について話し合っているのだろう。

　意外と長引く協議に気をもんでいると、井いノの原はらが呑のん気きに呟つぶやいた。

「まー、その辺は運営側が臨機応変に対応してくれるんじゃないですかね。今は、目の前の試合に集中です」

「それもそうか」

　俺たちがあれこれ考えたところでしょうがない。なるようになるだけだ。

　しばらくすると試合再開の号令がかかった。Ｂブロックの実況をしていた倉くら橋はしアナも、すぐさまこっちに目を光らせる。

「さて、Ａブロックの試合が再開されるようです！　先鋒戦は見事な試合を見せてくれました両校！　続けて、次じ鋒ほう戦に参りましょう！」

「じゃ、行ってくるさ」

　しんどそうに立ち上がるラギに、俺はエールを送る。

「ラギ。リラックス、リラックス。いつもの調子で行け」

「あ、ああ。い、いつものな」

　ダメだ。計算が狂って明らかに動揺している。スタートからゴールまでのペース配分を考え、徹底した戦略を武器とするラギとしては致命的である。

　これは黒星も覚悟か――と腹を決めていると、向こうの陣営から意外な会話が聞こえた。

「アゲハー。棄権してもいいですわよー」

「っさいわね！　やるって言ったらやるのよ！」

　なんか揉もめているようだが、そこに首を突っ込む。

「なに？　さっきの試合で口の中怪け我がしたとか？」

「敵にそんなこと教えるわけないでしょバーカ！」

　相手の剣幕にたじろぐ。うわっ、おっかねー。

　ビビりつつも、改めて敵の次じ鋒ほうを観察する。聖アニエス女学院は美人揃ぞろいだが、その中でも際きわ立だった美び貌ぼう。タイプとしては仙せん石ごく先輩に近く、ややキツめの顔立ちをしていながらそれでも目を離せない魅力がある。

　緩く螺ら旋せんを描いた茶髪。時とき任とうほどテンプレを極めてはいないが、やはりお嬢様らしい容姿。テニスとかを嗜たしなんでいらっしゃいそうだ。

　これはチャンスである。相手がこんな美人なら、まず間違いなくラギの変態スキルが発動するだろう。

　女性がものを食べているシーンに興奮するというラギの性癖。興奮で我を忘れ、ひたすら食べ続ける《色欲加速ラストスパート》。これの発動するタイミングが、鍵かぎとなる。

　次鋒戦の題材はお握にぎりが二十個。一般的なお握りは一個が約一〇〇グラムだから、二キロってところか。

　大会で題材になるのは例年、シンプルな塩むすびであり、今回も傍はた目めにはそのように見えた。具もなく、海の苔りすら巻かれていない。それ故に地力が出る食材だ。

　大丈夫。ラギだって四月からずっと、大食いの特訓をしているんだ。今日の大会でも、二勝一敗の好成績。そう易やす々やすと負けたりはしないだろう。

　仲間への信頼を視線に込めて見つめる。審判が両選手を見比べ、息を吸い込んだ。

「それでは、次鋒戦。用意――始めぃ！」

　同時に飛び出す。ラギはいつも通り機械的な食べ方。あまり大きく口を開けず、少量を口に運んで噛かむ回数を少なくする。小さい挙動を素早く繰り返す、マラソンで言うピッチ走法的な食べ方だ。

　対する竜りゆう崎ざきは、たった二口で一個目のお握りを平らげた。大口を開け、押し込むような食べ方。序盤でできるだけ差をつけようとする、スプリンタータイプか。だがあれは……。

　竜崎の様子に違和感を抱きつつ、俺おれは実況と解説に耳を傾ける。

「さて、蘭あららぎ選手は今大会で二勝一敗となかなかの健闘ぶり。対する竜崎選手はこの試合が初の試合となります。牛うし島じまさん。彼女の食べっぷりをどう見ますか？」

「どうって……いや、なんというか、こう言ってはなんだが、ぱっとしないね」

　言葉を選ぼうとしたようだが結局、牛島さんはきっぱりと言った。

「あれ、完全に素人しろうとだろう」

　やはり、か。

　竜崎は三つ目のお握りを呑のみこんだところで、もう苦しそうな顔をしている。淡々と四個目を食べ終わり、次に手を伸ばすラギと対照的な姿だ。

　その様子に相手の中堅、守もり部べはおかしそうに肩を揺らした。

「竜りゆう崎ざき様、さっそく苦しそうですね」

「数合わせなんだから無理することありませんのに」

　苦笑し合う時とき任とうと守もり部べに、俺おれはギョっとする。

「か、数合わせ？」

　アホ面づらを晒さらす俺に、二人はしれっと答える。

「ええ。どうしても人数が足りなかったから。ちょっと強引なお願いをして、ね」

「別に五人揃そろってなくてもエントリーできると聞いた時には、さすがに罪悪感が湧わきましたね」

　にこやかな二人だが、言葉は穏便ではない。

「強引なお願いってつまり……脅おどしたってことか？」

「いやですわねぇ、人聞きの悪い。そんな無ぶ粋すいなマネするように見えて？」

「あ、ああ、そうか。悪い、疑ったりして」

「まあ、やったことは限りなくそれに近いんですけど」

「脅迫してんじゃねーか！」

　時任は俺のツッコミを無視して、チームメイトに野や次じを飛ばした。

「アゲハー。気がすんだらとっとと帰ってきなさいなー」

「外野は黙りなさい！　アタシにだって……アタシにだって、いい格好させなさいよ！」

　お握にぎりの山と向き合いながら、竜崎は吼ほえる。

「アタシだって、宮みや子この友達なんだから……力になりたいじゃない。見ているだけなんて、あんまりじゃない。ベンチあっためにわざわざ休日潰つぶして来たんじゃないわよ！」

　その叫びに俺は胸を打たれる。こいつらはやり方は間違っているが、それでも姫ひめ乃の宮みやに対する想おもいは本物だった。

「いやー、意外でしたー。竜崎せんぱいって、けっこうアツいところがあるんですねー」

　と、相変わらず間延びした口く調ちようで言うのは風かざ祭まつり。そうか。こいつだけ学年違うし、それほどお互いについて知っているというわけでもないのか。

　一人だけ蚊か帳やの外みたいでちょっとかわいそうな風祭は、心の底から感心したように続けた。



「わたしてっきり、あいてチームの男同士でカップリングつくってニヤニヤしてるだけの人だとおもってましたー」



　会場の歓声が遠くなる。いま、こいつ、なんて――

　咄とつ嗟さに時任が、風祭の口をふさいだ。

「こらっ、嵐あらし！　それは秘密！　極秘情報ですわ！」

「え、かくしてたんですか？　白はく昼ちゆう堂々ともうそうしているものだからてっきり、せんぱい方の間ではもう周知のじじつかとー」

「たしかにあたくしたちの間では今さらなことだけど、今はよそ様が同席しているでしょう！　アナタは本当に、風は読める癖くせに空気は読めないんですのね！」

「あははー。時とき任とうせんぱい、うまいこと言いますねー」

　口を横に引っ張られても風かざ祭まつりはユルい顔。時任から解放されると、風祭は自分の頬ほおを撫なでながらこっちに視線を送る。

「あ、でも竜りゆう崎ざきせんぱい、あなたたちとたたかうのを楽しみにしてましたよー。イケメンさんが多くて、もうそうが膨らむってー」

　風祭の声が聞こえていたのか、竜崎は急に立ち上がった。

「ば、ば、バカなこと言ってんじゃないわよ――――ッ！　誰だれが対戦相手で妄想なんて、」

　言葉が途切れ、自信なさげに目が明後日あさつての方向を向いていく。

「もうそう……なんて……」

　その態度でハッキリとした。会場にいる人間は、心を重ねたように声を揃そろえる。

「「「真性ホンモノだ――――っ!?」」」

　間違いない。今の反応は間違いなく妄想している。つーかこの人、ウソがつけないにもほどがあるだろ。

　竜崎は両手を前に出したまま、おろおろとうろたえる。

「あ、あわわ……違うのよ！　び、ＢＬなんて、そんな趣味、ないから！　ねえ、つかさ！　あんたからもなにか言ってよ！」

「残念ながら、フォローは無理ですわね」

「ちょ……！　あんた裏切る気!?　大会に出るからアタシの趣味のことは秘密にするって、そういう約束でしょ!?」

　顔を真っ赤にして慌あわてふためくチームメイトに、時任はさらに残酷な言葉を突きつける。

「ちなみにこれ、地方局やネットで中継されてますの。よかったですわね、アゲハ。明日から隠すことなく、堂々と腐女子を名乗れますわよ」

「ぎゃ――――っ！」

　溢あふれだす感情を抑えきれず、とうとう発狂する竜崎。

　一方、こちらはこちらで酷ひどいことになっていた。

「ハチさん！　ラギさんが徐々に風化しています！」

「ああっ！　ラギのところだけ画風が儚はかないタッチに！」

　ラギはお握にぎりを口に運ぶ手をピタリと止めてうなだれていた。気持ちは分からないでもない。食事中に相手が「私、アナタとあいつでホモ妄想してるの！」とカミングアウトされたら俺おれだってあんな感じになる。

　竜崎アゲハ。彼女は素人しろうとだが極論を言えば関東を代表する策士、《化蜘蛛アルケニー》の大おお網あみ八や雲くもと同タイプの戦士。

　敵の食欲をなくさせるという点に関しては、こいつは本物だ。

「ラギ！　いったん頭を切り替えろ！　集中だ集中！」

　とりあえず、俺おれにできることは激励することくらいだ。しかし、風かざ祭まつりが口を挟んでくる。

「あのー、さしでがましい助言かもしれませんがー、そんな感じにはげましていると竜りゆう崎ざきせんぱいのもうそう、もっとはかどりますよ？」

「よし、頑張るなラギ！　どうせ誰だれもお前が勝つなんて思っちゃいない！」

　すると竜崎はお握にぎりなんかそっちのけで、目を輝かせた。

「え、ツンデレなの？　いや、順番的にはデレツン？　やだ、それも素敵」

「すげえ解釈された！」

「あぁっ、しまったぁ！　……あ、いや、違うのよ！」

　面倒くさい人だ。会場の所々からため息がつかれるのが伝わってくる。

「アゲハ！　都合のいいことに相手の動きが止まっているようだから、やる気ならやっちゃいなさい！」

　時とき任とうに活を入れられ、　竜崎は目じりに涙を浮かべていやいやながら再びお握りに向き合う。

「――もうっ！　太ったら責任とってよね！」

　おぉう。新鮮な言葉だ。俺の知っている戦士ときたら、チビっ子だったりモデルなみのスタイルだったり、『太る』という言葉と無縁だったから。

　そして、それがラギの本能に火をつけた。

「太ったら、だって？」

　姫ひめ乃の宮みやを彷ほう彿ふつとさせる禍まが々まがしい気配。漆黒のオーラを背中から迸ほとばしらせながら、ラギは立ちあがった。

「ははっ……いい！　実にいい！　体重を気にして食べるのを我慢する！　その耐え忍ぶ様も良ければ、誘惑に抗あらがいきれず食べてしまうのもまた良し！　さらに、涙目になって頑張りながらも食べようとするとな!?　そんなところ見せられたら……テンション上がっちまうじゃねーさぁッ！」

　と、さっきまでの計算的な食べ方をかなぐり捨てて、猛然とお握りを口に詰め込む。その様に俺は思わずガッツポーズをとった。

「よっし！　覚かく醒せいした！　さすが変態！」

「これでやる気になるのも、どうかと思いますけどね」

　井いノの原はらは複雑そうな顔。そして対戦者である竜崎は、明らかに怯おびえていた。

「ひっ……な、なに、コイツ？」

　まあ、たしかに俺も相手がこんな風にいきなりテンションが上がったら戸惑う。味方である俺たちですら、ドン引きなのだ。

「ほら、もっと食べるさ！　オレも食べるから！　さあ！　さあさあさあ！」

　留とどまることを知らないラギのテンションに、竜崎の目じりに溜たまる涙の粒が大きくなる。

「ヤダ……コイツ、なんでこんなにテンション上がってるの？　第一、なんで語尾に『さ』ってつけてるの？　沖縄県民なの？」

「今さら語尾にツッコミ入ったー!?」

　竜りゆう崎ざきの容赦ない指摘に、俺おれはつい動転してしまった。

　誰だれもがスルーしていたのに。明らかに沖縄のイントネーションじゃないから、キャラ作りなんだろうなぁと思ってそっとしておいてあげたのに。

　竜崎の仕打ちに俺たち過か食しよく倶く楽ら部ぶ陣営が声を失っている一方で、時とき任とうが鋭く指示を飛ばした。

「アゲハ！　相手が復活しましてよ！　早く次の妄想で足止めしなさいな！　なにか考えているでしょう!?」

「か、考えてなんかないわよ！　そんな、そっちの部長さんがこの金髪に対して『飲みこんで僕の《光の長腕ブリユーナク》……』なんて囁ささやくとか……ってしまったぁ――――ッ！」

　頭を抱かかえて絶叫する竜崎。苦虫をかみつぶしたような顔になる部長と対照的に、時任と守もり部べは慈愛の眼まな差ざしをしていた。

「ウソがつけないんですのよね、あの子」

「ホント、見ていて愉快ですねえ竜崎様は」

　まんまと乗せられた竜崎だが、効果は絶大だ。せっかくかかったラギのブーストに冷や水を浴びせられ、再び失速していた。

「ラギ、くじけるな！　もう一度、妄想力を働かせろ！」

　俺の応援に、井いノの原はらと仙せん石ごく先輩も続く。

「そうです！　レッツ妄想！」

「それしか取り柄ないんだから、気合入れて妄想しなさいよフェチ野郎」

　――よし。部長はまだダメージが抜け切れていないようだが、井ノ原と仙石先輩だけで百人力だ。俺はさらにエールを送る。

「頑張れ変態！」

　やまびこのように、井ノ原と仙石先輩が呼応する。

「変態！」

「変態！」

　俺たちが腹から声を絞り出していると、倉くら橋はしアナが呆あきれたように言った。

「えー、なんか、チームメイトから激励なんだか罵ば倒とうなんだか分からないものが飛んでいますが」

「せっかくだから我々も乗るかね？　この変態コールに」

「いえ、遠慮しておきます」

「ははは。賢明だ」

　なんという冷静で的確な判断力なんだ。しかし会場は独自の熱気に包まれているためか、声を揃そろえ始めていた。

「変態！」

「変態！」

「変態！」

　――あれ？　なにこの空気。こんなアホなコールで会場を沸かせられるのは、俺おれにヒトラー並みの煽せん動どう力があるからなのか、はたまたラギの資質か。

　先せん鋒ぽう戦と同様、この戦いも後の歴史に記される試合となる。そう――歴史的な泥試合として。

　ラギはテンションの緩急が激しいし、竜りゆう崎ざきはただの素人しろうとだしで試合時間は大会の最長記録をレコードした。

　そしてのその泥仕合の結果は――

「勝負あり！　勝者、聖アニエス女学院！」

　俺たちにとって、残念な結果にしか終わらなかった。



　ステージから降りてくる竜崎を、時とき任とうは心の底から意外そうに称たたえた。

「……いや、なんというか、まさか勝ってくるとは思いませんでしたわ」

「当たり前でしょ」

　竜崎は言い返すが、顔にはくっきりと疲労の色が出ている。足取りもおぼつかなく、半なかば倒れ込むようにベンチに座ると、愚ぐ痴ちった。

「ったく、こんなのがもう一戦残ってるかと思うとしんどいわね」

　もう一戦。

　それは準決勝を突破し、決勝に行くと信じて疑っていないことを示している。

　そんな竜崎に、時任は相好を崩した。

「ええ。頼りにしてますわよ」

「……ふん」

　そっぽを向く竜崎。隠していた趣味をばらされてお冠かんむりかと思いきや、二人の間に険悪なムードは見られなかった。

　きっと、そういう関係なのだろう。例たとえば俺が真ま白しろのアホな行動を「しょうがねえな」で許すように。遠慮のない付き合いができるのが、二人なのだ。

　いい関係だ。敵ながらそう思った。

　そうこうしているうちに、ステージの上で天を仰あおいでいたラギも戻ってくる。

「面目ないですさ」

　結果的にはふがいない試合。しかし、悪かったのは相性だ。テンションによって顕けん著ちよに実力が上下するラギにとって、竜崎は最悪の相手だった。竜崎がここまでに一試合でも戦っていればラギも対策を立てられたかもしれないが、完全な伏兵だ。

「気にすんなよ。この一敗は計算済みだろ？」

「それを言われると、敵かなわねーんだけどさ」

　フォローを入れる俺にラギは苦笑。このリアリストにとっては、自分が負けることも想定済みだ。

　今回は竜りゆう崎ざきが次じ鋒ほう戦に出ることも、実力が未知数なら自分がぶつかって負けることもすでに織り込み済み。部長が引き分けだったから無理をしてでも勝ちに行こうとしただけだ。

　ラギの予定では次の試合は白星。準決勝の行方を左右するという重責を担にないながらも、本人は気負う様子なく立ち上がった。

「ま、アナタにしてはよくやったんじゃない？　そもそも、相手のオーダーを推理してるだけでも立派な戦力だし」

　仙せん石ごく先輩はそう言いながら流れる黒髪をポニーテールにまとめ、頼もしい一言を残す。

「あとは、私たちに任せなさい」

　勝つためにはここから三タテが要求されるという状況。だというのに仙石先輩に悲ひ壮そう感かんのようなものはなかった。

　ここから逆転する。竜崎が自分のチームの勝利を疑っていなかったように、仙石先輩の中ではそんなシナリオが決定している。不敵に笑う仙石先輩の横顔は惚ほれてしまいかねないほど格好良くって、なんだか嫉しつ妬としてしまった。

「舞まい。ファイトっ」

　両手をぎゅっと握にぎりしめて幼なじみを送り出す井いノの原はら。その愛らしい仕草に仙石先輩は胸を射抜かれた。

「ヤバい。今ので鼻血出そう」

「……」

　井ノ原は幼なじみの残念な反応に一瞬で表情をなくす。それに気付かず、仙石先輩は気合を入れた。

「よし、決めた。私、この試合に勝ったらみのりにプロポーズするわ」

「負けフラグ立てないで」

　そんなコントをこっちがしている一方で、

「それでは、行って参ります」

　静々とチームメイトに向かって頭を下げるのは、向こうの中堅である守もり部べ頼より子こ。さっきから気になってはいたんだが、やけに行儀が良いんだよなこいつ。同輩の竜崎に対しても、竜崎『様』だし。

　お嬢様という育ちのせいだろうか？　そんな疑問を抱いていると、仙石先輩は隣を歩く守部を一いち瞥べつする。

「一つ、いいかしら？　アナタ、何者？」

　先輩の問いに、守部はゆっくりと首をかしげた。

「仰おつしやっている意味が、よく分からないのですが」

「アナタだけチームの中で空気が異質なのよ。そう――どこか、私と同じ匂においを感じるわ」

　長身、黒髪、ポニーテールと共通点が多い二人。たしかに同類なのかもしれないけど、仙石先輩が意図しているのはそういうことじゃないだろう。

　守部は小さく肩をすくめると、呆あきれたように苦笑した。

「なんのことやら。私はただの、しがないメイドですよ」

「……そう。なるほどね」

　と、ステージに上っていく二人。仙せん石ごく先輩は何やら納得した様子だったけれども、聞き捨てならない単語があったろ、今。

「メイド、って言った？　アイツ」

　俺おれの耳がおかしかったのかどうか、時とき任とうに確認する。しかし時任は、真顔で返して来た。

「ええ。それがなにか？」

「……なんか、特殊なプレイ？」

　俺の率直な疑問に、時任は「こいつ頭がおかしいんですの？」って感じで顔をしかめた。

「なんでそういう話になるんですの？　メイドはメイドですわよ。頼より子こは、あたくし専属の付き人ですわ」

　もう、ね。人は衝撃を通り越すと、逆に無表情になるってことが体感できるってもんですよ。

　地蔵のような顔で硬直する俺に、時任は指を突き付ける。

「なんですの、その顔？」

「……いや。格差社会という言葉を思い知っただけだ」

「あらそう。ま、生まれる家なんて誰だれもが選べませんものね」

「ですよねーっ！」

　井いノの原はらが思った以上に食いついた。こいつも、実家のことでは苦労が絶えないみたいだからなぁ。

　しばしば忘れがちだけど、井ノ原もお嬢様。時任とはフィーリングが合うところもあるのかもしれないが、今は試合に集中しよう。

　頭上のスピーカーからは、相変わらず倉くら橋はしアナの実況が流れている。

「さて、中堅戦。ここで負けると葵あおい橋ばし高校は苦しいわけですが、牛うし島じまさん。この勝負をどう見ますか？」

「正直、あまり愉快なものではないね」

　牛島さんの返答は素っ気ない。それもしょうがないというものだ。

　その原因は、守もり部べの独特の食べ方。俺たちも直接見たわけではなく、倉橋アナの実況を小耳に挟んだだけである。だが、あれが真実ならば――

　今回も同じ方法で来るのかは分からない。ただ、油断ならない相手だった。

　選手たちの前に料理が運ばれてくる。今回の題材は牛丼。ジャンクフードの代表格にして、次じ鋒ほう戦に続いて地力がはっきりとするタイプの料理だ。

　量は五杯。某チェーン店の並盛り一杯が約三五〇グラムという話だから……二キロ弱、というところか。

　比較的、少ない部類。スピードが勝負を分け……そしてそれは、守部に分のある形式だ。

「中堅戦、用意――始めぃ！」

　審判の号令がかかる。

　同時に、守もり部べは手元にあるポットの水を丼どんぶりにぶちまけた。

「ちっ。やっぱり、か」

　俺おれは嫌悪感から舌打ちをする。牛うし島じまさんが「愉快じゃない」と言ったのは、守部のこの食べ方のせいだ。

　水を投入し、一気に流し込む。たしかにそれで飛躍的に食べやすくもなるが、料理の味をまったく無視するものだ。以前、部長が同じようにコーヒーをパフェにぶちまけるということをしたが、あれはコーヒーフロートというものの存在を考えれば辛かろうじてセーフと言えよう。

　しかし、守部の場合は違う。完全に牛丼の味を無視した、冒ぼう涜とく的てきな食べ方だ。食物への敬意をないがしろにしている。

　たしかに俺たちも最後の方は味なんか気にしている場合じゃなくなっているが、守部は端はなっから味というものを否定している。そんな食べ方は戦士たちの間で外げ道どうとされていた。

　守部は一杯目を三十秒とかからずに完食。だが、そのことに対して称賛が贈られることはない。

　水で流し込んではいけないと、ルールで明確に定められているわけではない。ただ、戦士としての矜きよう持じがそれをさせない。暗黙の了解を堂々と破る守部に好意的な視線が向けられるわけもなかった。

　しかし、彼女の主あるじである時とき任とうは後ろめたさを感じさせない態度を見せている。

「メイド、という仕事をどう捉とらえていて？」

　不可解な問い。その真意を探ろうとしていると、時任は答えを待たずに続けた。

「昨今では衣装の可か憐れんさだけ取り上げられていますけど……実際のメイドはただの雑用係。炊事、洗濯、掃除に護衛。忙しい上に体力勝負ですの」

　護衛はメイドの仕事なのだろうか、と思ったけど実際にメイドを侍はべらせている人間が言うのだから間違いないのだろう。だが、今なんの関係が？

　続きを促うながす俺の視線に、時任は自信満々に胸を張った。

「ならば、食事に使っている時間などない。短時間でより多くのエネルギーを摂取するための食べ方……メイドというのは、常日頃から早食いをしているんですの。あの子にとって大食いはスポーツではなく、日常でしてよ」

　気合を入れて臨のぞむまでもない。守部にとっては早食いをして当たり前、ということか。

　ある意味、戦士よりも大食いに特化した体。己の従者を誇り、時任は締めくくる。

「あたくしの自慢の従者は口くち癖ぐせのように言っていますわ。メイドというのは職業ではない。人生である、と」

　この入れ込みよう。竜りゆう崎ざきといい、チームメイトに恵まれてるな。

　悔しいながらも認めざるを得ない。食べ方は置いておいて、主のために手段を選ばないという点については、守部は筋金入りだ。

　しかし――

「あなたは誤解しています」

　それに、井いノの原はらが異を唱となえた。

「メイドが職業ではなく人生であるというのなら、大食いもまた競技ではなく生き様です。そしてあの子……仙せん石ごく舞まいはその世界でずっと生きている戦士なんですよ」

　時とき任とうに対抗したわけではなく、淡々とただ事実を語るような反論。そこから一転して、時任が従者を誇ったように井ノ原は幼なじみを自慢する。

「あなたの従者さんには悪いですが、この程度の相手に後おくれを取るはずがありません」

　微笑とともに向けられる信頼。それと裏腹に、戦況は不利だ。

　今回の勝負は胃の大きさよりも、いかに速く食べるかが問われている。量は比較的少なめで、とにかく詰め込めばいいだけ。これは水で流し込むという手法を取っている守もり部べにとって、かなりのアドバンテージになる。腹一杯で吐きそうになっても、相手より一秒でも早く食べきればいいのだ。

　もう少し量が多ければ、水を入れるという行為が仇あだになって腹が膨れ、守部も失速するのだがこの勢いだと先行逃げ切りが達せられる。現在、仙石先輩が三杯目を完食。守部が四杯目の半分というところ。

　ここから守部のペースが落ちるかどうかは疑わしく、半なかば王手をかけられた状況。正直、逆転は絶望的だ。

「――ったく」

　ステージの上で先輩が何か呟つぶやく。

　次の瞬間、先輩は腕を振り上げ――

　同時に、箸はしが宙を舞った。

　匙さじを投げる代わりに箸を投げたのか。勝負を諦あきらめたような動作に会場全体が息を呑のむ気配が伝わったが、先輩は回転しながら落ちてくる箸を空中で握にぎりなおした。

　――いや、さっきまでとは、持ち方が変わっている。

「あんまり使いたくないんだけど、これ」

　逆さか手て。

　幼児が「行儀悪いからやめなさい」と怒られる、あのグリップで先輩は再び食べ始める。その速度は、先ほどより速くなっていると如実に分かるくらいだった。

「うぉ……っ。先輩、なにかしたのか？」

　箸の持ち方を変えることをスイッチとして、気合を入れたとでもいうのか。井ノ原は幼なじみの勇姿に顔をほころばせながら、答えた。

「なにもしてません。ただ、持ちやすい持ち方にしただけです。昔の舞は、ずっとあの持ち方でご飯を食べてたんですよ」

　意外すぎる話に俺おれは耳を疑った。先輩、食べるときの姿勢もいいし、てっきり躾しつけの厳しい親の下で育ったのかと思ってたけど。

　俺おれの反応を面白がるように、井いノの原はらはくすくすと笑った。

「舞まいにとっては、あっちが本来の実力。中学に上がってからは、さすがに恥ずかしいのか滅めつ多たに出しませんけど」

　そういや、パフェやカレーのときも逆さか手てでスプーンを握にぎってたっけ。スプーンだとそれほどでもなかったが、箸はしだと違和感がすごい。

　そっちのほうが逆に持ちづらくねえ？　と思わされる複雑怪奇な動き。しかし仙せん石ごく先輩は、確実に差を詰めていた。

　パフォーマンスの効果もあってか、守もり部べは怯ひるみを見せる。

「……くっ！」

　四杯目を完食。最後の五杯目には水を多めに投入する。

　飲み物としてそのまま流し込もうという魂こん胆たん。しかしそれは、最悪のミスだ。

　一気に飲み干そうとした守部の手が不意に止まる。残りは丼どんぶりの三分の一ほど。しかし守部はそれをじっと見み据すえたまま、動くことができない。

　停止の理由を、部長は冷静に分析する。

「当然だな。水を吸えば食べ物は膨らむ。炭水化物は特にだ。また、味というのがいかにモチベーションを左右するかは言うまでもない。お茶や出だ汁しならともかく、水をぶっかけただけのものを食いたいとは思えんだろう」

　隣のラギも、「溜りゆう飲いんが下がった」って顔で続けた。

「あいつはここまでフル出場している。そのすべてをあの食べ方でやってきたっていうのなら、負担は普通に大食いする以上さ」

　ツケが回ってきた。今、守部は想像を絶する満腹感に苦しまされているはずだ。

　時とき任とうは、守部にとって大食いが日常と言った。だがやつは勘違いしている。ここは矜きよう持じをかけて臨のぞむ、戦場なのだ。

　一回や二回のまぐれならあるだろうが、丸腰でやってきた素人しろうとが勝てるはずがない。

「頼より子こ！　もうよくってよ！　この試合は、譲りなさい！」

　歯を食いしばって嘔おう吐と感かんに堪たえる守部を見かねて、時任が声を上げた。

　守部は深呼吸。胃の中身を吐きださないように、慎重に言葉を紡つむぐ。

「それは、主あるじとしての命令でしょうか？」

　予想外の質問だったのか、時任はきょとんと呆ほうけたがすぐに言い返した。

「ええ、そうですわよ。ここからあたくしと宮みや子こで二勝。それで充分ですわ」

「お嬢様らしい合理的な判断です。――しかし、それでも私は勝ちたいのですよ」

　守部の手がぎこちなく動き、丼を持ちあげる。

「従者ながらおこがましい考えかもしれません。ですが、竜りゆう崎ざき様が姫ひめ乃の宮みや様を想おもうのと同様に、私も姫乃宮様の一人の友人として戦いたいのです。そして、ご学友のためにこの戦いに参加を決めた貴方あなた様のためにも――私は、この試合に勝ちたい」

　丼のフチに守部は唇を添える。ここから丼を手前に向かって傾ければ、勝負は決まるだろう。だがそれは、胃袋が耐えられず決壊するリスクと隣り合わせの行為だ。

　嘔おう吐としたら最後、その場で敗北が決まる。守もり部べは衆人環視の前でゲロをさらすよりも、ただ敗北を恐れて硬直しているように見えた。

　その間にも仙せん石ごく先輩は猛然と差を詰めてきている。もはや、一刻の猶予もなかった。

「――っ」

　行く。敗北を恐れず、限界の向こう側へと踏み込む。

　守部がそう予感させるのと同時に、「コン」と丼どんぶりを置く硬い音が短く響いた。

「悪いわね」

　それは俺おれたちにとっては聞き慣れた、決着を告げる音。

「覚悟は結構だけれど、また来年出直してきなさいな」

　料理を食べきった仙石先輩はこの結末を誇るわけでもなく、当然とばかりに涼しい顔で立ちあがった。

「決・着！　葵あおい橋ばし高校、仙石選手！　守部選手を撃破――――ッ！」

　倉くら橋はしアナが宣言するとともに、膨れ上がる歓声。序盤こそ肝を冷やしたものの、結果を見れば一いつ蹴しゆうの一言に尽きた。

　守部の食べ方を快く思わないやつらもいただろう。歓声の大きさは今まで溜たまっていたストレスの表れだ。

　しかし、守部の戦いを称たたえる声もまたあった。

　ただ勝利に拘こだわっているだけの人間ではなかった。守部頼より子こは従者として、また、時とき任とうや姫ひめ乃の宮みやの友人として全力を尽くしていた。それを認める声も、たしかにあるのだ。

　その最たるものが、先輩が残した言葉だろう。

　また来年。

　それは先輩が、一人の戦士として成長した守部と再戦を望んでいるということだ。

　守部もそんな言葉をかけられるなど、予期していなかったのだろう。罵ば倒とうされて当然。そんな覚悟を持って、舞台に上がっていたフシがある。

　だけど、認めてくれた。いくらヒールを気取ろうと、直接戦った先輩を始め、自分の本質を理解してくれる人間たちがいた。

　守部が語ったのはたった二言かそこいら。それでも、ただ食べるだけの行為は百万の言葉より雄弁に守部頼子という人物を語っていた。

　それが大食い。

　俺は改めて、この世界を知れた嬉うれしさを感じていた。

　仙石先輩が悠然とステージから降りてくる。ベンチの先頭に座る部長がまず手を掲げた。

　言葉を交わさず、ハイタッチ。ラギもノリで手を挙げると、機嫌がいいのか先輩はラギの手のひらにも自分の手を叩たたきつける。

　そして、井いノの原はらも前の二人に倣ならう。しかしゆっくり歩いてくる先輩はその手をくぐって、井ノ原を抱きしめた。

「みのりぃ～っ！　勝ったわよ！　どう？　頑張った？　私、頑張った？」

「あがががが……。が、頑張ったよ！　頑張ったから、放はなしてーっ！」

　本当に、なんでこの人は残念なんだろう。あのままクールに振る舞っていれば、井いノの原はらの方から誉ほめてくれたかもしれないのに。

　俺おれがアホみたいに片手を挙げたままそう考えていると、守もり部べも戻ってきた時とき任とうに深々と頭を下げた。

「申し訳ございませんでした。本来ならばこうして顔を見せられる立場ではありませんが、私は貴方あなた様のメイドですので、腹を切るのは貴方様が死んだ後にさせていただきます」

「いいですわよ。アナタはあたくしの命令通りにした。……それを、今思い出しましたわ」

　過去を懐かしむように、時任は苦笑する。

「従者ではなく友人として接しろ。これがあたくしがアナタにした、最初の命令。……我ながら無茶な注文をしたものですわね」

「……ええ。そんな貴方様だからこそ、私は仕えているのです」

　俺たちでは知らない主従の約束。ほほ笑みあう二人の間には、たしかに絆きずながあった。

　そしてついに――

「それでは、あとはよろしくお願いいたします」

「任せなさい」

　時を司つかさどる《怪物》。時任つかさが立ち上がった。



　準決勝も折り返し。倉くら橋はしアナは疲れというものを知らないのか、テンションが落ちるどころか尚なおも上昇する。

「さて、これで試合は一勝一敗一引き分け。完全に拮きつ抗こうしております！　まさに一進一退の攻防！　両者、一向に譲りません！　これは目が離せないですね！　しかし、このまま本当に二勝二敗一引き分け、みたいな形で終わったらどうするんでしょうか？　前例ないし、ルールにも延長戦の表記とかないですよね？」

　話を振られた牛うし島じまさんは、返事に面倒くさそうなオーラを漂ただよわせてた。

「その辺は運営が決めるのだろうが、いっそのこと次の試合まとめてやったらどうだろうか。次じ鋒ほう戦が長引いたせいで時間、けっこう押してるし」

「え？　それはどういうことでしょうか？」

「副将戦と大将戦をタッグマッチというか二人同時に行う形式にしてしまえばいい。延長戦をやっている暇などないし、それでいいんじゃないか？」

「……えー、今の発言に反応したのか、大会委員に動きがあった模様です。まさか……まさかでしょうか？　大会史上初の二対二――デュアルバウト方式！　それが、実現するというのでしょうか!?」

　異例の事態に会場がざわめく。俺も、井ノ原と目を合わせた。

「……ってことは」

「……ですよね」

　俺おれと井いノの原はらが言いたいことは一つ。すなわち、今回は一緒に戦うってことか――と。

　奇くしくも、相手も時とき任とうと姫ひめ乃の宮みやという辛しん酸さんをなめさせられたコンビ。またとないリベンジの機会だが、俺は不安になっていた。俺が井ノ原の足を引っ張るんじゃないか、と。

　苦い敗北の記憶が俺をためらわせる。答えが出る前に、審判がこっちに近づいてきて尋たずねた。

「話は聞いての通りだ。なにぶん急な提案だし選手の了承も取りたいと思うのだが……君たちとしては、どうかね？」

　井ノ原はなぜか気をつけをするほどの気合の入りっぷりで即答する。

「わっ、わたしはむしろ望むところです！」

「……じゃあ、俺も」

　ここで「足を引っ張るかもしれないからパスで」なんて言えるほど強きよう靭じんな心臓をしていない。井ノ原に釣られる形で同意すると、時任も優雅に首しゆ肯こうしてみせた。

「こっちとしても好都合ですわね。宮みや子こ。あなたはよろしくって？」

「別にどうでもいい」

　相変わらずの無表情さで、姫乃宮は言う。

「食べられれば、なんだっていいわ」

「……だ、そうですわ」

　底知れぬ闇やみ。審判もそれに絶句していたが、さすがベテランというか、すぐにリカバる。

「了解した。それでは、副将と大将！　前へ！」

　かかる審判の号令に、倉くら橋はしアナは興奮を表すように早口でまくしたてる。

「成立！　前代未聞のデュアルバウト方式、成立した模様です！　これはどういった展開を見せるでしょうか牛うし島じまさん!?」

「まあ、とりあえずは題材を発表してもらわない限りは何とも言えないだろう。二試合分をいっぺんに、と言ったが本来予定されているメニューをそのまま一緒に出すのか、それとも多少の変更を加えるのか」

「なるほど、たしかにそうですね。そして今、肝心のテーマが発表されます！」

　大型モニタに注目する。麺めん類るいだったらこっちが圧倒的に有利なのだが――

　いや。ここまで来たら、多くは求めまい。なにが題材だろうと、全力でぶつかるまでだ。

　なにが来ても動揺するまい、と構えていた。

　しかし、示された題材は皮肉なものだった。

「焼肉！　焼肉と出ました！」

　モニタに移される二字を倉橋アナは読みあげる。そこからさらに、詳細が語られた。

「肉三キロとご飯二キロ！　ぶっちゃけこれ、明日行われる有志と牛島さんのエキシビジョンマッチのために用意されたものですけど使っちゃっていいんですかね!?」

「まあ、明日は明日で別な料理を用意するだろう。私としては、呑のみ比べがいいがね」

「すいませんこれ高校生大会なんですよ」

　牛うし島じまさん、すでに酔っているんだろうか。倉くら橋はしアナも、よくあの人相手に我慢してるよな。

　牛島さんは自分の失言など意に介さず、飄ひよう々ひようと解説する。

「まあ、二人で五キロ。半分ずつにしても二キロ半。量自体はいつもよりちょっと多いくらいだが、これをいかに二人で食べるか、というところが勝負を分けるだろうな」

「決め手はチームワーク、ということでしょうか？」

「ああ。一人で戦う時とは違う戦術が必要とされるだろう」

「――とのことです！　さて、ステージの上もぼちぼち準備が整ってきたようです！」

　イスが追加され、肉と大盛りのライス、そして七輪がテーブルの上に用意される。

　俺おれたちはステージに続く階段の下で、開始の合図を待った。帽子を深くかぶり直す俺と井いノの原はら。時とき任とうはペース配分でも考えているのか持ってこられた肉と米を凝視し、姫ひめ乃の宮みやはなにも考えていなそうな空っぽの顔で佇たたずむ。

　ドッドッド――と、大型のエンジンのように心臓が脈打つ。入り混じる感情は、緊張と高揚だけじゃない。

　一度敗れた相手を前にして、苦手意識以上のものが俺の心に芽生えている。これはそう――恐怖だ。

　負ければここで終わり。でも……勝てるのか？　この、《怪物》に。

「勝てますよ」

　俺の心を見透かすように井ノ原が呟つぶやいた。しかし、隣に視線をやると井ノ原の肩は震えている。

　武む者しやぶるいじゃないことは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。こいつも、怖いんだ。一度負けた相手と戦うのが。

　井ノ原が見たという、姫乃宮が抱かかえる虚無。《怪物》を相手にするのに、恐怖を覚えないわけがなかった。

　こいつは今、ありったけの勇気を振り絞ってここに立っている。俺以上に怖がりながらも、戦士として。

　勝とうという気概とぶつかり合う、刻み込まれた恐怖。

　井ノ原の震えを止めたくて、俺も勇気を出した。

「――ああ。勝とうぜ。俺じゃ、どれだけ戦力になるか分からないけど」

　震えよ、止まれ。

　そう念じて、井ノ原の手に自分の手を重ねる。井ノ原はびっくりした顔でこちらを見上げたが、俺は井ノ原の顔を見返せなかった。

「い、いえっ！　ハチさんがいるなら百人力です！」

　細く、少し冷たい指先にぎゅっと力がこめられる。時任は俺たちになにか言いたげな視線を送っていたが、無視だ無視。

　また、背後のベンチからも剣けん呑のんな声が聞こえてきた。

「アイツ。いつか殺す」

「先輩。落ち着いてくださいさ」

　うーん、早まったかなあ。あの人が言うと、冗談に聞こえないんだよなあ。

　自分の死を予感していると、姫ひめ乃の宮みやが俺おれのマネをするように時とき任とうの手を握にぎった。

「……宮みや子こ？」

　食べることにしか興味がなかった友人がいきなり見せた行動に、時任は目を見開く。

　いったいどういった心境の変化なのか――時任は期待を込めた瞳ひとみを姫乃宮に向けるが、

「お腹なかが空すいたわ」

　返事はいつもと変わらない。目に見えて落胆した時任は、気丈を取り繕つくろった。

「……そうですわね。早く、食べましょう」

　ちょうどステージの上で準備が整い、時任たちは階段に足をかける。俺たちも時任を追うようにステージに上った。慣れたつもりだったが、体が強こわ張ばっているのを自覚する。

　一段と高くなった視点。そこから見る景色は、マウンドとよく似ている。違うところがあるといえば、チームメイトが見えることだろうか。

　野球をやっていた時でもキャッチャーやベンチの人間たちは見えていたが、バックは見えていなかった。だが今は、仲間たちが見渡せる。

　部長。

　ラギ。



    

  
    
      



    

  
    
      　仙せん石ごく先輩。

　そして――隣にいる、井いノの原はら。

　今まで、共に歩んできた連中の顔を見て闘志が湧わいてくる。

　勝てるかどうか、可能性は度外視だ。

　勝とうと、心の底からそう思った。

「それでは、特別試合。副将＆大将戦、用意――」

　審判の号令がかかる。食べることだけに集中するため気持ちを整理し――

「始めぃ！」

　一切れ一切れ肉をつまむ余裕はない。一ひと塊かたまりをまとめて箸はしで挟み、網の上に並べた。

　肉が焼けるまでは、ライスだけをひたすら詰め込む。出だしは向こうも同じ。俺おれは最初に頬ほお張ばった分を呑のみこむと、短く井ノ原に告げた。

「井ノ原。打ち合わせの通りだ。初っ端から全力で行こう」

「はい！」

　頼もしい返事。そしてこれこそが、ラギから伝えられた《時神の悪戯クロノス・ギア》の攻略法だった。

　催眠術。端的に言うならば、時とき任とうの能力の正体はそれだ。

　本人に自覚はなかったようだが、時任の正確すぎる動作には催眠効果がある。要は催眠術のポピュラーなイメージである、五円玉の振り子と一緒だ。単調なペースに付き合うにつれて時間を忘れ、結果として正気に戻ると時間が吹っ飛んだように感じるのだ。

　だから、相手のペースと波長を合わせない。それだけで時任の能力は無効化される。相手を置き去りにするつもりで、スタートダッシュをかける。

　生に近い状態だが、遠慮なく肉をかっさらう。タレもレモンもつけないで、そのまま口にイン。肉を噛かみしめた瞬間、俺は驚きよう愕がくした。

　旨うまいのだ。肉に入っているサシから「まさか」とは思っていたが、見かけ倒しだと思っていた。味なんか毛ほども期待してなかったのだが……ハッタリじゃなかった。噛めば噛むほど肉汁と、肉にしみ込んだタレが口の中にあふれてくる。

　これはご飯だ。ご飯がなくっちゃいけない。ペースなど考えず、慌あわててご飯をかっ込む。熱々の米をハフハフと頬張ると口の中で肉汁と渾こん然ぜんと一体となって、米を食べる文化圏に生を受けたことを神に感謝したくなった。

　続けて肉に箸を伸ばそうとして、我に返る。――油断していた。ここまでの料理も決してマズくはなかった。しかし、あくまで街の食堂レベルの味。ただしこの肉は、そういう次元じゃない。

　肉というのはこんなにも美う味まかったのか。そう思わせる肉だった。市販の焼肉のタレが用意されているが、そんなものは必要なかった。

　口に入れただけで思わず顔がほころぶ。これが肉だというのならば、この前食ったものなどゴム肉ではない。ただのゴムだ。

　井ノ原もこの肉が普通と違うことに気付いたのか、俺が並べた分の肉までかっ攫さらっている。俺おれがもの言いたげに井いノの原はらの皿を見つめていると、「なにか文句ありますか？」とばかりに思いっきり睨にらみ返された。普通なら肉を多く取ってしまったことを恥じらうべきところだろうに、この肉はそれほどの魔力を秘めているのだ。

　仕方ないので井ノ原が食っている間に俺は第二陣を焼き始める。こうなったら井ノ原の箸はしが追い付かないペースで焼くまでだ。俺が肉にありつくには、それしかない。

　俺が一心不乱に箸を動かしていると、倉くら橋はしアナから説明があった。

「えー、ちなみに今日のお肉はエキシビジョンマッチ用の肉ということで、各部位ともにＡ５ランク以上の肉を用意したとのことです。グラムいくらするかは、正直言ってめまいがするのでお伝えしたくありません。個人的には、学生のうちにこんなもんを食うのはけしからんと思います」

「大食い大会なんぞ、百グラム四十円の鶏とり肉にくでも食わせとけばいいのにな」

　牛うし島じまさんも相あい槌づちを打つ。二人とも声に殺気がこもっているようだが、気持ちは分からなくもない。大食い大会で出すにはもったいないくらいの肉なのだから。

　井ノ原は片面しか焼いていない肉ですら回収する。生でも食えるような上等の肉だ。軽く表面をあぶった程度の香ばしさと、血が滴したたる野生の旨うまみ。その二つを同時に味わおうというのか、こいつは！

　俺にも一切れくらい食わせてほしい。だって、男子高校生なんだぜ？　肉、食べたい盛りだぜ？

　一口しか食っていないが、肉という概念が俺の中で変わった。今まで俺がジューシーと思っていたものは、ジューシーではなかったのだ。くそっ、肉、超食いてえ。

　そんな衝動を抑えつつ、ひたすら肉を焼くだけの機械と化す。そして、向こうもまたそんな状況だった。

　鏡合わせのように、片方が肉を焼いて片方が猛然と食べるという展開。打ち合わせをしたわけでもないのに、そんな構図が成立していた。

　姫ひめ乃の宮みやは以前と同様。肉をフグ刺しみたいに何枚もまとめて掴つかみ、それを口に運ぶ。何度か咀そ嚼しやくしたかと思うと、続けて大口を開けてご飯。動作は牧草を食はむ牛のようにゆったりとしているが、一口がデカい。マラソンで言うストライド走法だ。

　それに反して忙せわしないのが時とき任とう。むっしゃむっしゃと食べ続けている姫乃宮に肉を途切れさせないように、片っぱしから肉を焼いている。

　マズイ。こちらと向こうのスピードが拮きつ抗こうしている。このままでは、時任の《時神の悪戯クロノス・ギア》に巻き込まれる。

　歯車がかみ合ったが最後、こちらの限界寸前まで向こうのペースに付き合わされる。ラギは気にすることないと言っていたが、そんなことはなかった。なにせ、こっちがトップギアで行こうとすると向こうのスピードにぴったり合ってしまうのだから。

　敵の術に惑わされないようにすると後おくれを取り、全力を出そうとすると相手に意識を支配される。くそっ、八方ふさがりか……！

　俺おれが歯は噛がみした時、井いノの原はらが声を上げた。

「ハチさん、すいませんでした！」

　今まで俺に焼くのを任せっきりだった井ノ原が、自分から肉を網の上に置く。

「もう充分に堪たん能のうしたので、ハチさんも食べてください！」

「――了解！」

　ようやく俺の胃袋が解禁。かといって井ノ原が俺に肉を譲るということはなく、あくまで網を占める肉の半分を俺が食えるようになっただけだ。

　結局、姫ひめ乃の宮みやがいくら食べても満たされないといえども、ペース自体はそれほど脅威ではない。それならば、俺と井ノ原が同時にかかれば速さで上回れる。

　久しぶりに肉を口に含む。部位はホルモンなのだが……今まで食べてきた肉と『格』のようなものが違った。『肉にく月づき』に『旨うまい』と書いて『脂あぶら』と読ませた先人は偉大だ。噛めば噛むほど脂が洪水のように押し寄せてくる。味わう暇がないのが、本当に惜しい。

　一噛みしただけで溢あふれる肉汁。鼻に抜ける香りを堪能しながらライスを口に追加。この肉ならば、本当にいくらでも食べられそうだ。

　欠食児童のようにがっつく。俺の参戦に観念したのか、時とき任とうはため息をついた。

「しょうがない」

　時任は制服のポケットからなにかを取り出す。あれは……懐中時計？

　意匠の施ほどこされた銀の円盤。時任が時を刻む音に耳を澄すませるように時計を耳元に持っていくと同時――急激にプレッシャーが増した。

「――ギアを上げますわよ」

　時計をテーブルの上に置き、再び肉を焼き始める。その速度は先ほどと段違いだ。

　しかも、それだけじゃない。時任に釣られて姫乃宮が食べるペースも上がっていた。

　油断していた。時任が操れるのは敵の時間だけじゃない。味方を操作して、バーサク状態にする――時任の催眠能力にはこういう使い方もあったのか。

　この段階になって時任の本質をようやく理解する。時任から感じていた鉄と機械油の匂におい。その正体が今ようやく幻視となって現れた。

　歯車。

　自分の回転によって他を動かすパーツこそが、こいつの本質だ。

　一気に差を開ける姫乃宮。対するこちらは、そろそろ満腹感を覚えてきた。

　いくら美う味まいといえども、体は正直だ。ただでさえ準決勝――今日四回目の試合である。倦けん怠たい感かんは生半可なものではなく、すぐに俺と井ノ原の手を鈍にぶらせた。

　ニヤけてしまうほど旨かった肉が、今ではなんの味もしないタンパク質の塊かたまりに思えてくる。胃にずっしり宿る重みが、これ以上食べるのを拒否していた。

　残りは目算で肉とライスが四〇〇グラムずつ。井ノ原と分け合うことを考えると一人頭四〇〇グラム。腹が減っていればこれくらいぺロリといける量だが、箸はしは一向に進まない。

　網に肉を乗せる気力がない。ポン酢でさっぱりといただこうとしても、口に含んだものはもはや「なんか酸すっぱい塊かたまり」でしかなかった。井いノの原はらも俺おれと同様で、なにも乗っていない金網と睨にらめっこをしている。

　これだけ上等な肉を無理やり詰め込まなければならない不条理。大食い・早食いに対していい顔をしない人間たちの気持ちが分かるというものだが、それでもプライドだけを頼りに食べ続ける。

「――ぐっ、ぷ」

　俺の口から押し殺したゲップが漏れる。よし、胃の中の空気が抜けた。多少は満腹感が和らぐ。

　とりあえず網の上に肉を広げる。立ち上ってくる煙を吸い込むだけで吐き気がこみ上げてきたが、そいつをねじ伏せる。

　焼けた肉でライスを包み、口に入れる。しかし喉のどは完全に尻しり込ごみしており、飲みこむことを嫌がった。

　口を膨らませたまま固まる。鼻をつまんで、飲みこんでしまおうか？　いや、失敗した時のリスクがでかすぎる。

　結果、ゆっくりと咀そ嚼しやくして少しずつでも喉に送ることにした。ものを噛かむだけのことに慎重になり、口の中身を徐々に処理していく。

　全部飲み下したときには、二〇〇メートルくらい全力疾走したような疲れが肩にのしかかっていた。こんな作業をあと何度繰り返せばいい？

　こんもりと盛られた肉と米の丘。これを完食できるかどうかも、疑わしい。見れば井ノ原も俺と同じく、辛つらそうに目の前の丘と対たい峙じしていた。

　しかし、止まっていたのは俺たちだけじゃない。

《怪物》、姫ひめ乃の宮みや宮みや子こもまた苦戦していた。

「――」

　今まで変化を見せなかった姫乃宮の表情が、かすかに変わる。そこにある感情は、『戸惑い』に見えた。

　あいつの脳にどんな変化が訪れているのかは分からない。だが想像するに過食症から来る飢えと、体が鳴らす危険のシグナル。その二つがせめぎ合っているからこその、戸惑いじゃないだろうか？

　お腹なかが空すいた。でも体が食べることを嫌がる。矛盾する二つの感情は姫乃宮にとって、不思議なことだろう。

　脳が指令を送ろうと、胃は生物の本能としてこれ以上の危険を冒おかすことをよしとしない。考えてみれば姫乃宮は胃が特別性なわけでなく、満腹中枢が機能を果たしていないだけだ。脳の命令通りに大食いをさせられる体にとっては、たまったものじゃないだろう。

　なんとかここまで勝ち上がって来られたが、ついに疲労がピークに達した。脳の独裁に、とうとう体が反旗を翻ひるがえしたのだ。

　姫乃宮のパートナーである時とき任とうはいち早くそれを察知する。肉を焼く係から一転、自分が食べ出した。

　人を幻惑するという規則正しさは相変わらず。そのリズムの良さは、たしかに魅了されるだけのものはある。しかしその動きは、すぐに精彩を欠いた。

　こいつもまた、限界。上う手まく隠していたようだが、やはり素人しろうとが連戦なんてそうそうできるものじゃない。

　一戦一戦が精神を削るほどの勝負の世界だ。集中力は徐々に擦り減っていき、気合で何とかすることが難しくなってくる。

「く……っ」

　時とき任とうは苛いら立だたしげに握にぎった拳こぶしを浮かせるが、それをテーブルに叩たたきつけるだけの力は残っていない。そんな余力があれば、食っているだろう。

　もどかしい膠こう着ちやく状態。

　そんな中で最初に再起動したのは、姫ひめ乃の宮みやだった。

　網の上で焦げるのを待っていた肉をつかみ、そのまま口に持っていく。しかし無理がたたったのか、姫乃宮は急に体をくの字に折った。

「宮みや子こ!?」

　時任が身を乗り出し、向こうのチームメイトたちも腰を浮かせる。傷ついた《怪物》の姿に、会場もざわめく。

　しばらく口元を押さえて俯うつむいていた姫乃宮は、ゆっくりと体を起こす。そのまま天井を仰あおぐと、細い喉のどがゴクンと動いた。

　なんとか、凌しのいだか。敵ながら冷や冷やさせられる。満腹中枢の異常と時任によるバーサク化。二つの意味でストッパーを外されている姫乃宮ならば、勢い余ってリバースという結果も充分ありえる。

　それでもなお、姫乃宮は肉に箸はしを伸ばす。こいつの飢えは、それほどまでだというのか。

　おぞましさを通りこし、同情すら湧わく。こんなの、あんまりだ。食っても食っても満たされず、体が限界を訴えても止まれないなんて……それは、地獄だろう。

「宮子。もう、いいでしょう？　これ以上は無理ですわよ」

　悲惨な姿を見かねて時任でさえもそんな言葉をかけた。勝利へ執着する以上に、時任は姫乃宮の体を心配したのだ。

　変わり果てた友と一緒に、短い時を生きよう。そんな決意を鈍にぶらせるほど、今の姫乃宮は見ていられなかった。

　それでも、姫乃宮は止まろうとしない。時任の言葉に、小さく首を横に振った。

「いや」

「宮子。お腹なかが空すいているのならまた後で食べさせてあげますわ。だから――」

　悲痛な声を絞り出す時任を、姫乃宮の平板な声が遮さえぎる。



「みんなで全国に、行く」



　そんな返事を、誰だれが予期していただろうか。

　誰もが耳を疑った。姫ひめ乃の宮みやは――東北を混こん沌とんに追いやった《怪物》は、やはり胡う乱ろん気げな目で淡々と自分の想おもいを口にする。

「わたしのために戦ってくれたみんなのために、今度はわたしがみんなのために頑張る番」

　そう言って、再び肉を口に含むと上を向いて飲みこむ。酷使される体が痙けい攣れんという形で反抗しても、姫乃宮はそれをねじ伏せてさらに箸はしを伸ばす。

「やれやれ。わたしが出る幕なんてなかったみたいですね」

　井いノの原はらは飄ひよう々ひようと肩をすくめてみせる。だが、ここに至って俺おれもようやく分かった。

　姫乃宮宮みや子こは《怪物》なんかじゃない。ただちょっと忘れてしまっていただけで、こいつの底には俺たちと同じものが眠っている。

「わたしに過か食しよく倶く楽ら部ぶという居場所があるように、あなたにも自分を支えてくれる仲間たちがいる。それを思い出せたら……あなたはもう、空っぽなんかじゃない。わたしたちと同じ、『戦士』です」

　そう。ここまでの激闘で、時とき任とうたちの姫乃宮への想いが届いた。ようやく姫乃宮は闇やみから抜け出し、自分の周りにいる存在に気付いたんだ。

　井ノ原は初めて相手をちゃんとした意味で敵として認め、視線を送る。姫乃宮はそれを真っ向から受け止め、火花を飛ばした。

「みや……こ……」

　先ほどまでとは違う感情で時任の声が震える。感極まって目じりに浮かんだ涙をぬぐうと、腕の下から自信に満ちた強気な笑みが現れた。

「いい？　あたくしがアナタを引っ張りますわ。ついてこれる？」

「うん。つかさと一緒なら、どこまでも」

「いい返事でしてよ！」

　時任は再び懐中時計を耳元に持っていく。おそらく、あれがあいつにとってのスイッチ。秒針の音に耳を傾けながら、時任は喋しやべり出す。

「鉄と機械油の匂におい、って言いましたわね？　アナタの嗅きゆう覚かく、自信を持ってよくってよ」

　今や匂いだけではない。時任の背後には巨大な歯車の幻視。そしてカチリ、カチリという幻聴に混じって、時任は自己を語る。

「歯車。おそらくそれがあたくしの本質。あたくしはずっと、ずっとそうやって生きてきた。『時任家』という機械を動かすパーツの一つ。それがあたくし」

　陶酔するとともに、時任の集中力が高まっていくのが分かる。部品に過ぎない自分への蔑さげすみと誇り。両極端な感情で造られた不器用な少女は、今こそ己の全力をぶつけてくる。

「親に言われるがまま回る。与えられた役目を完かん璧ぺきにこなし、自分の意思など関係なく動き続ける『お嬢様』――だから今も、こんな苦しさに関係なく動いてやりますわ」

　トップギア。

　釣られて姫ひめ乃の宮みやも食べることを再開する。その勢いは序盤と同等……いや、それ以上だ。

　ここに来て、心を折る様な猛然とした喰くいっぷり。俺おれ一人だったら、実力差を目前として勝負を捨ててしまったかもしれない。

　だが今は、隣にいてくれるやつがいる。

「まったく。こっちも負けていられませんね」

　あくまでも不敵に、そう呟つぶやく。井いノの原はらは俺と、自分自身を鼓舞するように続けた。

「ハチさん。こんなところで終わっていいと思いますか？」

「――いいや。ダメだな。それでいいはずがねえ」

「ですよね。わたしも、同じ気持ちです。こんなところで、今年の夏を終わらせちゃいけません。だってわたしは……もっと、これから先も、みんなで戦いたいんですから」

　井ノ原の口からそんな言葉を聞けて、俺は改めて安あん堵どする。こいつはもう、ただの闇やみじゃない。

「なら引っ張ってくれよ、井ノ原。お前の二つ名はなんだっけ？」

「わたしは……《極大引力ブラツクホール》」

　徐々に吐き出される息。それに伴って井ノ原の背後の幻視が濃くなっていく。あちらが歯車であるように、井ノ原みのりも息を吐き出していくごとに人ならぬ存在へと変化する。

　肺が縮んでいく。もう一ccたりとも空気を吐き出せない――そんな状況まで追い込み、

叫ぶと同時に、井ノ原は息を吐き出しきった。

「あなたのための、引力です！」

　同時に現れるのは、莫ばく大だいなエネルギーだ。

『吸引サクシヨン』

　焼き上がった肉と米が、井ノ原の口に文字通り吸い込まれていく。それに追いすがるように、俺も再び食べ始めた。

　噛かまずに、呑のみこむ。止まることを知らず、メシと肉を口に押し込み続ける。苦しさと格闘しながら、俺は『食しよく神しん』の店長の言っていた言葉を実感していた。

　楽しいんだ。

　苦しいけど、大食いをしている時間は俺をこんなにも楽しませてくれる。自分の弱さを乗り越えられたことに喜び、仲間たちともぎとった勝利にまた喜ぶ。時には敗北もあるかもしれないが、それだって明日への糧かてにする。俺は――俺たちはそんな場所にいた。

　息をつく暇もないデッドヒート。メシを頬ほお張ばる息づかいの向こう。ステージの下から風かざ祭まつりが感嘆の息を漏らしたのが聞こえてくる。

「すごい……風」

「風祭様。また、見えるのですか？」

　守もり部べの問いに、風祭はひきつった笑みを浮かべながら震える自分の体をかき抱く。

「はいー。一つ一つでもすさまじい風がぶつかりあって……嵐なんてことばじゃ表せないくらいです」

　箸はしを動かす。肉と米を口に押し込む。その一つ一つの動作が、あいつには吹き荒れる風に見えるのだろう。

　逆さか巻まく風の強さは衰おとろえない。ぶつかり合う風はお互いの勢いを殺すことなく、融合してさらに大きくなっていく。

　もっと。もっとだ。

　もっと高みへ、俺おれたちは行ける！

　俺は茶ちや碗わんの縁ふちを口元まで持っていき、体をのけぞらせて一気にライスをなだれ込ませる。

　しかしそれは、勇み足だった。

「――っ」

　胃が『調子に乗んな』とばかりに蠕ぜん動どう。冷や汗が一気に噴き出し、俺は固まる。

　まだ食える。いや、食いたい。頭ではそう思っているのに、体が動いてくれなかった。

　徐々に体の力が抜けていく。芽吹いた弱気が全身に伝染し、俺の気力を萎なえさせる。

「ハチさん！」

　井いノの原はらが声をかけ、敵のテーブルからはこの機に乗じて勝負を決めようという気配があった。

　全身の細胞に問いかけてみる。俺を動かす力は、まだ残っているか？

　当然、返事はない。俺の体はくの字に折れ曲がっていき――

　テーブルに顔を突く寸前、それを止められた。

「――」

　体を止めたのは、キャップのつば。それが最後の支えとなって、俺をギリギリのところで留とどめている。

　テーブルに手をつき、重力に抗あらがうように体を起こす。

　上げた視線の先には、見慣れた顔があった。

　この帽子の送り主は、声援の一つもよこさない。なにも言わなくても、もう全部伝えることは伝えた。そんなツラで、観客席にふんぞり返ってやがる。

「……ったく。おちおち、弱気になってもいられないってか!?」

　こうなったら、ヤケだ。もう、どうにでもなれ。俺はスイッチを切り替えるイメージで、帽子のつばを後ろに回した。

　つばを引き、深く被かぶりなおしていた時代との決別……というわけではない。俺は俺のまま、今まで得てきたものすべてへの感謝を胸にし、次の俺へと進む。

　重力への抵抗をやめる。俺はそのまま、皿に顔面から突っ込んだ。

「ああっと！　戌いぬ井い選手、これは！」

　倉くら橋はしアナが俺の蛮行に驚きよう愕がくの声を上げた。そう――俺のとった行為。それは下品だが、犬食いだ。

　肉とライスの乗った皿に直接口を運ぶ。卑いやしい駄犬と呼ばれても構わない。どんな醜しゆう態たいをさらそうと、俺はもっと食べていたいのだ。

　文字通り、食らいつく。そんな俺おれの姿を評する声が、スピーカーから届いた。

「目覚めたな。《神を呑む顎フエンリル》」

「え？　なんですか？」

「いや、こっちの話だ」

　そんなやり取りは、どこか別の世界で行われているかのように聞こえた。重力の導きのまま、俺は顎あごを動かし続ける。

　そしてついに、目の前のものを食べきった。

　ぶっちゃけ、途中から相手のことなんか見ていない。ひょっとすると向こうがすでに食べ終えていて、俺の奮闘は無駄骨だったのかもしれない。

　答えは、すぐさま響いた実況が教えてくれた。

「決着！　《怪物》、ついに敗れたり！」

　意識は朦もう朧ろうとしていて、なにが起こったか理解できない。会場は津波のような歓声と拍手に包まれ、なぜか井いノの原はらが俺に抱きついてきた。

「古豪、葵あおい橋ばし高校！　人数不足で団体戦に出場できなかった昨年の雪辱を乗り越え、ついに決勝戦進出です！」



    

  
    
      
エピローグ



　決勝までの休憩時間。俺たちは会場のロビーで聖アニエス女学院の連中と向かい合っていた。

　真ん中に立った時とき任とうは、負けたとは思えない清すが々すがしい顔で言う。

「完敗、ですわね」

「そうでもないさ。次やったら、勝てるかどうか分からない」

　それが俺の、偽いつわることのない本音だった。そして苦戦こそしたが……今なら思う。こいつらと戦えてよかった、と。

　初めに感じたおぞましさはどこかに消え、あとにはお互い死力を尽くした爽そう快かい感かんだけが残っている。

　いつかまた、再戦を。心の底からそう願った。

　だけど、それには問題がある。俺は自然と、その人物へと目を向けていた。

　姫ひめ乃の宮みや。先ほどの試合で飢えを満たすためではなく、仲間のために戦っていたことが分かったが、それでもこいつの病が完全に治ったわけではないだろう。やはりこいつの中に《怪物》の名な残ごりはあり、余命は長くない。

　ふと、姫乃宮が俺の視線に気付いた。幼児みたいに澄すんだ瞳ひとみを向けられ、俺はたじろぐ。

「ありがとう」

　姫ひめ乃の宮みやは俺おれと井いノの原はらに、ぺこりと頭を下げた。

「あなたたちのおかげで、お腹なかが一杯になるってことを少しだけ思い出したわ」

　と、自分の腹を撫なでる。姫乃宮は心なしか、前より表情が豊かになっているように見えた。

　そして、姫乃宮は今までのように平板な声ではなく、なけなしの感情をこめて訴えた。

「つかさ。わたし、来年もみんなでここに来たい。もっと……生きていたい。だから、ちゃんと病気を治したい」

　姫乃宮は不安そうに、友人の目を覗のぞく。

「付き合ってくれる？」

　時とき任とうの返事は、抱ほう擁ようだった。

　大胆な行動にきょとんとする姫乃宮。時任は姫乃宮の肩に顔をうずめ、震える声で答えた。

「そんなこと……訊きくまでもないですわよ」

「……うん。そうね。ありがとう、つかさ」

　その光景に、ちょっとうるっときてしまう。目の奥からこみ上げる熱さに、瞼まぶたをきつく閉じることで対抗しながら俺は予感する。

　きっと来年、こいつらはまた俺たちの前に立ちはだかる。こいつらなら、どんな困難でも乗り越えてくる。

　聖アニエス女学院。

　俺はこいつらを忘れることはないだろう。

《選手の皆さんに連絡します。決勝戦開始、五分前です。選手の皆さんは、すみやかに所定の場所に集合してください》

　名な残ごり惜しいが、ここでタイムアップ。時任はごしごしと顔をぬぐって、ちょっとだけ赤くなった目を俺に向ける。

「時間、ですわね。あたくしたちに勝ったからには、ぜひ優勝してきて下さいまし」

「ははっ、善処する」

　俺にできるのは前向きな返事だけだった。相手だってここまで勝ち上がってきたからには時任たちに引けを取らない強者だろうに、無理難題を押し付けてくれるよ、まったく。

「では、ご機嫌よう」

　そう言って踵きびすを返した時任に続いて、他のメンバーもお辞儀をして去っていく。

　俺は遠くなっていく時任の背中に、こそばゆくて今まで言い出せなかった言葉を、結局口にした。

「時任。お前、自分のこと歯車って言ってたけどそれは違うと思うぞ」

　時任は足を止め、こちらに振り返る。沈黙は続きを促うながすもので、俺は拙つたないながらも言葉を選ぶ。

「昔はどうだったか知らないけど、姫ひめ乃の宮みやのために戦おうと思ったのは親に言われたからじゃないだろ？　だったらお前は歯車じゃない。仲間と共に戦う、戦士だ」

　最初に幻視が見えなかったのも、当然だ。こいつはもう、自分なりの戦う理由を持っていたのだから。

　だからこそ、俺おれは言おう。

「お前と戦えてよかった。ありがとう」

「……こちらこそ。アナタたちには、どれだけ礼を言っても言いたりませんわ」

　周りに従うだけの、無機質なパーツ。自分をそう定義していた少女は、柔らかな微笑ほほえみを残して今度こそ立ち去った。

「――それでは、行くか」

　これから決勝だというのに気負うところなく、悠然と歩きだす部長。その横ではラギが、武む者しやぶるいしていた。

「いよいよ、決勝さね」

「気張る必要なんてないわ。こんなの、通過点じゃない」

　仙せん石ごく先輩はいつも通りの不ふ遜そんな物言い。後輩を鼓舞するためでもなく、本気でそう思っていることが分かる態度だ。

　それに並びつつ、俺の横で井いノの原はらがささやいた。

「ハチさん。やっぱりわたし、ここに戻ってきてよかったです」

　さっきの姫乃宮と時とき任とうを見て、井ノ原にも思うところがあったのだろう。一度は仲間などいらないと言っていた井ノ原も学んだはずだ。仲間がいるからこそ戦える時もある、と。

　井ノ原がそう思ってくれることは、俺も嬉うれしい。すると井ノ原は、うっすらと頬ほおを染めて俺を見上げてきた。

「ですから、これからも一緒にいてくれますか？」

　急にかしこまって訊きくものだから、俺は吹き出してしまった。だって、そんなの返事は決まっているだろう？

「――ああ。もちろん」

　まだまだ俺たちの夏は始まったばかり。今年だけじゃない。来年も再来年も……もしかしたらそれから先も、ずっと続いていく。

　仙石先輩の言った通り、これは通過点に過ぎない。

　井ノ原を始め、仲間たちと歩んでいく未来図を俺は頭の中に描いていた。





〈了〉



    

  
    
      
あとがき



　お久しぶりです、内うち田だ俊しゆんです。春を挟んで私を取り巻く環境もいろいろ変わったのですが、その中でも最も影響を与えたと言えるのは去る三月十一日に起こった東日本大震災でした。

　地震が起こった時点で、私は自宅で改稿作業中でした。楽観的な性格で、地震の直後も「デカい地震だったなあ」としか思ってなかった私だったのですが、事の重大さを知るとさすがに福ふく島しまの実家に安否を確認するなど動きました。

　幸い、実家には特に大きな被害もなかったのですが、次に思い浮かんだのは作品のことです。果たしてこれ、出版していいのか？　と。

　この話の舞台のモデルは私の故郷でもある福島県某所であり、今回も東北大会ということになっています。震災でろくに食料も流通していないこの状況で、大食いなんてやっていいのか、という不安が頭から離れませんでした。

　ですが、少しずつ日常を取り戻していく東北を見ているうちに、この本が出版されるころには、登場人物たちも以前と同じように大食いができているようになっていれば、と思うようになりました。奇くしくも、出版の時期と物語上の時間が非常に近いということになりましたし、皆様のもとに届くころにはキャラクターたちも気兼ねなく大食いができるようになっているような状況になっていることを祈っています。

　最後になりましたが謝辞を。

　イラスト担当のまりお金かね田だ先生。次々と新キャラを連発しては曖あい昧まいな注文を出す作家にお付き合いくださって、ありがとうございました。

　担当のＳ様。Ｓ様のお世話になるのはこれが最後になりますが、今まで本当にありがとうございました。三巻は今まで教わったことの集大成だと、個人的には思っています。新天地でも、ますますのご活躍をお祈りいたします。

　編集長のＭ様や校正様、デザイナー様、その他出版までに関かかわっていただいた方々。未熟な作家のために尽力していただき、ありがとうございました。

　そして、読者の皆様方。皆様の支えがあって、この話はここまでやってこれました。残念ながらこの物語はこれで最後ですが、また別の作品で皆様に会えることを願っています。

　一応、次の企画もちょっとずつ進んでいます。また一風変わった青春モノになりそうですが、よろしければ、お手に取ってもらえると幸いです。





二〇一一年五月　内田俊
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　内田俊（うちだ・しゅん）

　　第６回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて優秀賞を受賞。物語が始まるきっかけとなったラーメンのモデルを撮影。記憶では中央に乗っていたのは味付け卵だったはずなのですが、実際にはめかぶ（？）が乗っていました。



　イラスト

　まりお金田（まりお・かねだ）

　　普段は女の子だらけのコメディ漫画を描く漫画家をヒッソリとやっています。



    

  
    
      喰 －｜ｋｕｕ－｜ ３



著者名……内田俊

発行者……三坂泰二

発行所……株式会社メディアファクトリー

　　　　　http://www.mediafactory.co.jp/



２０１１年９月30日　　電子書籍版　ver.1.0.1

無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。

©2011 Shun Uchida



    

  OEBPS/image/o_kuchie02.jpg





OEBPS/image/o_kuchie01.jpg
F28Qe
Eﬁ.bb.ﬁof

\\ .

:'w

EL.?ﬁfm.n \
ReFE NS





OEBPS/image/o_p115.png
, .

”./M\\\\\\ |






OEBPS/image/o_kuchie03.jpg





OEBPS/image/o_hyoushi.jpg





OEBPS/nav.xhtml

    
      		
          一．スケアリーモンスターズ
        




        		
          二．重力崩壊
        




        		
          三．スーパーノヴァ
        




        		
          四．極大引力
        




        		
          エピローグ
        




      


    
  

OEBPS/image/o_p189.png
\} \\t
‘ i

\‘\"
A\

h‘\

ul ‘






OEBPS/image/o_p183.png





OEBPS/image/o_p021.png
7 ".'z / ’:
S





OEBPS/image/o_p147.png
T
U ‘L,[

T

.
il
I ‘
= T
] i
i o~ 3
/
\
’ 043
Ag N\
N
i
\
\






OEBPS/image/o_p081.png





OEBPS/image/o_p105.png





OEBPS/image/o_p235.png





OEBPS/image/o_p029.png





OEBPS/image/o_p047.png





